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はじめに

このたびは、NetVehicle-S20をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
NetVehicle-S20（以降NetVehicleと略します）は、INSネット64などのISDN回線やOCN、DA64/
128などのディジタル専用線を使用して、インターネットサービスプロバイダやルータとのLAN-WAN通
信を行うための小型ルータです。
NetVehicleではWWWブラウザを使用して、各種設定を簡単に行うことができます。また、設定画面は
WWWのホームページと同じハイパーテキスト形式になっているので、設定方法や設定項目の説明をクリッ
クひとつで参照できます。インターネットやLANをさらに活用するために、NetVehicleをご利用くださ
い。

はじめに

2002年8月

Microsoft Corporationのガイドラインに従って画面写真を使用しています。
All rights reserved, Copyright C�　　富士通株式会社　　1999-2002
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説明書の構成と使いかた

本書では、NetVehicleの機能について詳しく説明しています。また、NetVehicleの機能を活用できるよ
うに設定例を中心に載せています。リファレンス形式になっていますので必要な情報だけ参照してお使いい
ただけます。
NetVehicleを理解していただくために、取扱説明書は以下の2種類をご用意しています。

・応用編（本書） ：NetVehicleの多様な機能の詳細を載せています。NetVehicleの機能を活用して
いただくためにお読みください。

・基本編 ：NetVehicleの基本的な使い方を載せています。NetVehicleを接続して設定を行
い、通信ができるようになるまでを説明しています。詳細な機能に関する情報は応
用編にあります。

NetVehicleのトップページと取扱説明書の記載内容とが異なる場合は、各ページの指示に従って設定を行っ
てください。また、NetVehicleのトップページから富士通のNetVehicleのサポートページをワンタッチ
で参照できます。より高度な使い方や、本書に掲載されている以外の各種設定例、機能追加などは、
NetVehicleのサポートページを参照してください。NetVehicleに関する最新の情報を入手できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○本書の構成

応用編（本書）の構成と各章の内容を示します。

章タイトル� 内　容�

第１章　設定リファレンス�
�
�
第２章　NetVehicleを�
　　　　いろいろな�
　　　　接続形態で使う�
�
第３章　NetVehicleの�
　　　　便利な機能を使う�
�
�
第４章　NetVehicleの�
　　　　アナログ機能を使う�
�
�
第５章　運用管理と�
　　　　メンテナンス�
�
�
付　録�

詳細設定メニューの各ページで設定する情報を項目�
ごとに説明しています。�
�
NetVehicleの代表的な接続形態のいくつかを紹介し�
ています。�
�
�
NetVehicleの便利な機能の活用方法について説明し�
ています。�
�
�
NetVehicleにつないだアナログ機器を利用する方法�
を説明しています。�
�
�
NetVehicleで、ISDN回線の運用状況などの管理や�
確認を行う方法を説明しています。�
�
�
本書で使われている用語や、FAQなどを説明してい�
ます。�

主な項目�

・端末型接続�
・LANをISDN接続�
・LANを専用線接続�

・マルチNAT�
・IPフィルタリング�
・DHCPサーバ機能�

・用語集�
・Q＆Ａ�
�

・スタンバイモード�
・内線通話、転送機能�
・サブアドレス�

・操作メニュー�
・表示メニュー�
・メンテナンスメニュー�

・詳細設定メニュー�
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HintHint

補 足��

参 照�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○基本編の構成

基本編の構成と各章の内容を示します。

章タイトル� 内　容�

第１章　お使いになる前に�
�
�
�
第２章　NetVehicleと�
　　　　回線をつなぐ�
�
第３章　パソコンを設定する�
�
�
第４章　NetVehicleと�
　　　　パソコンをつなぐ�
�
第５章　NetVehicleを�
　　　　設定する�
�
�
第６章　利用料金に関する�
　　　　ご注意�
�
�
第７章　困ったときには�
�
�
付　録�

NetVehicleを使う前に必要な準備などを説明してい�
ます。�
�
�
NetVehicleとISDN回線、および専用線をつなぐ方�
法を説明しています。�
�
利用するパソコンの準備を説明しています。�
�
�
NetVehicleとパソコンをつなぐ方法を説明してます。�
�
�
NetVehicleでの基本的な設定方法を説明しています。�
�
�
�
NetVehicleを使用して、利用料金が正常かどうかを�
確認する方法、および異常が発生した場合の対処方法�
を説明しています。�
�
トラブル発生時の対処方法を説明しています。�
�
�
補足情報を載せています。�

主な項目�

・梱包物／各部名称の確認�
�

・回線をつなぐ�
・電話をかける�

・かんたん設定�
・アナログ機器設定�
・操作パネル設定�

・回線状況の確認�
・課金状況の確認�

・トラブルシューティング�
・ご購入時の状態に戻す�
�
・電池の入れ方�
・ダイヤル操作早見表�
・設定内容メモ�
�

・IPアドレスの設定�
・LAN接続方法�

・LANでつなぐ�
�

マークについて
本書で使用しているマーク類は、以下のような内容をあらわしています。

 NetVehicleをお使いになるうえで役に立つ知識を、コラム形式で説明しています。

こんな事に気をつけて
NetVehicleをご使用になる際に、注意していただきたいことを説明しています。

操作手順で説明しているものの他に、補足情報を説明しています。

操作方法など関連事項を説明している箇所を示します。

製造物責任法（PL）関連の警告事項をあらわしています。NetVehicleをお使いの際は必ず守っ
てください。

製造物責任法（PL）関連の注意事項をあらわしています。NetVehicleをお使いの際は必ず守っ
てください。

説明書の構成と使いかた
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本書における商標の表記について
Microsoft、WindowsおよびWindowsNTは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国
における登録商標です。

Macintoshは、アップルコンピュータ社の商標です。

Adobe、Adobeロゴ、Adobe Acrobat、Adobe Acrobatロゴは、Adobe Systems Incorporated
（アドビシステムズ社）の商標です。

Netscape Communications、Netscape Communications logo、Netscape Navigator、
Netscapeは、米国Netscape Communications Corporationの商標です。

AMD、AMD社ロゴマーク、ならびにその組み合わせは、Advanced Micro Devices, Inc.の登録商標
です。
Magic Packet、PCnetはAdvanced Micro Devices, Inc.の商標です。
AMD and the AMD Logo are registered trademarks and Magic Packet and PCnet are trade-
marks of Advanced Micro Devices, Inc.

本書に記載されているその他の会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。

なお、本文中では® およびTMマークは省略しています。

Windows® Meの正式名称は、Microsoft® Windows® Millennium Edition operating systemです。
Windows® 98の正式名称は、Microsoft® Windows® 98 operating systemです。
Windows® 95の正式名称は、Microsoft® Windows® 95 operating systemです。
Windows® 2000の正式名称は、Microsoft® Windows® 2000 operating systemです。
WindowsNT® 4.0の正式名称は、Microsoft® WindowsNT® Server network operating system
Version 4.0、またはMicrosoft® WindowsNT® Workstation operating system Version 4.0で
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WindowsNT® 3.51の正式名称は、Microsoft® WindowsNT® Server network operating system
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第1章　設定リファレンス

「詳細設定」で設定する

「かんたん設定」の場合とは異なり、「詳細設定」では設定項目を個別に設定し、各項目を組み合わせて通信
できる状態にします。詳細設定メニューでは、「ルータ設定」および「アナログ設定」の設定が行えます。

参 照�「詳細設定」で設定できる項目」（P.318）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

「詳細設定」だけで設定する場合、「回線情報」「LAN情報」「相手情報」は必ず設定してください。

「詳細設定」で設定したあとで「かんたん設定」を行うと、「詳細設定」で設定した内容が無効になります。

ただし、パスワード情報、アナログ情報、ファームウェア更新情報は有効です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

詳細設定で設定する場合は、以下のような手順で操作します。

1. NetVehicleのトップページで画面上部の［詳細設定］アイコンをクリックします。
詳細設定メニューが表示されます。

2. 詳細設定メニュー（画面左側）の設定項目名をクリックします。
設定画面（画面右側）が表示されます。各ページで設定情報を指定します。

3. ［更新］ボタンをクリックします。
入力した設定情報を元に戻す場合は、［キャンセル］ボタンをクリックします。
複数のページで設定が必要な場合は、各ページで情報を指定して、［更新］ボタンをクリックします。

4. ［設定反映］または［再起動］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
他にも設定項目がある場合は、1）～2）をくり返し、最後に［設定反映］または［再起動］ボタンをクリッ
クすると、すべての設定した内容が一度に有効になります。

補 足�� 「詳細設定」で設定する場合は、更新する内容により、再起動が必要となる場合があります。再起動が必要な場

合は［再起動］ボタンが表示され、再起動なしに設定情報を反映できる場合は、［設定反映］ボタンが表示され

ますので、メッセージにしたがって処理を進めてください。

クリックするボタンにより、NetVehicleは以下のように動作します。

［再起動］ボタン ：通話中やデータ通信中の場合、通話およびデータ通信は切断されます。

［設定反映］ボタン ：通話中やデータ通信中の場合、通話は切断されません。データ通信は切断されま

す。ただし、マルチTA機能を利用したデータ通信は切断されません。

◆［更新＋設定反映ボタン］
各ページの［更新］［キャンセル］ボタンの横に［更新＋設定反映］ボタンが表示されます。指定し
た情報を更新して、すぐに有効にする場合は［更新＋設定反映］ボタンをクリックしてください。

HintHint
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1
詳細設定メニューを表示する
NetVehicleのトップページで画面上部の［詳細設定］アイコンをクリックすると、詳細設定メニューが表
示されます。

詳細設定メニュー（画面左側）に表示される設定項目をクリックすると、各設定画面が表示されます。ま
た、設定項目名の左側に表示されている＋、ーをクリックすると詳細な設定項目名を表示／非表示にする
ことができます。
＋ ：クリックすると、詳細な設定項目名が表示されます。設定項目名をクリックすると指定した設

定画面が表示されます。
ー ：クリックすると、詳細な設定項目名が非表示になります。

◆ネットワーク情報と接続先情報の追加／変更
「相手情報」の左側の＋をクリックすると詳細な設定項目に加えて、設定済みのネットワーク名、接
続先名、およびネットワーク追加、接続先追加が表示されます。表示されたネットワーク名や接続
先をクリックすると指定したページを一度で表示することができます。

「詳細設定」で設定する

HintHint
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第1章　設定リファレンス

［回線情報］
使用する回線の種類を設定します。

回線インタフェース
以下の3つから使用する回線を選択します。

ISDN
INSネット64などのISDN接続の場合にチェック
します。

HSD（64Kbps）
ハイ・スーパーディジタル（HSD）やDA64など
の専用線の場合にチェックします。

HSD（128Kbps）
ハイ・スーパーディジタル（HSD）やDA128な
どのOCNエコノミーや専用線の場合にチェックし
ます。

［ISDN情報］
以下の項目は、ISDNを選択した場合だけ設定します。

自動ダイヤル
通信データが発生したときに自動的にダイヤルする
かどうかを設定します。

すべて禁止
NetVehicleからの自動ダイヤルを禁止したいとき
に“すべて禁止”をチェックします。
いかなる通信データ発生時にも自動的にダイヤルし
ません。

相手毎に設定
相手情報のネットワーク情報設定で対象を設定しま
す。

着信動作
外からNetVehicleに対して着信を要求してきたと
きの動作を設定します。

すべて禁止
着信を装置全体として禁止したい時に“すべて禁
止”をチェックします。データ通信の着信をすべて
拒否し、発信専用となります。

相手に設定
相手情報のネットワーク情報の接続先情報設定で設
定します。

自局番号チェック
ダイヤルイン番号やサブアドレスを利用して着信機
器を識別するかどうかを選択します。

しない
着信時に自局の電話番号をチェックしません。

する
ダイヤルイン番号やｉ・ナンバー、サブアドレスを
利用した着信機器識別をしたい時に“する”を選択
し、使用する番号を設定します。この番号は2つま
で設定できます。
電話番号については“電話番号を指定”、“i・ナン
バー情報1（契約者回線番号）”、“i・ナンバー情報
2（追加の番号）”、“i・ナンバー情報3（追加の番
号）”のどれかを選択してください。“電話番号を指
定”の場合は、その右の記入欄に電話番号を32桁
まで設定できます。
また、いずれの場合にもサブアドレスは19桁まで
設定できます。“電話番号を指定”を選択し、右の
記入欄に電話番号を記述せずにサブアドレスのみを

回線情報設定
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1
設定した場合は電話番号は任意となります。
グローバル着信を行う場合は“グローバル着信”を
“利用する”に設定してください。

参 照� グローバル着信→「ダイヤルイン/グローバル

着信機能を使う」（P.228）

発信者番号通知
発信者番号通知の内容を変えたい場合に設定しま
す。通常は“網契約に従う”の状態で問題ありませ
ん。

網契約に従う
回線の加入契約で選択した内容の設定になります。

しない
接続先に自分の電話番号を通知しません。

する
通知する電話番号とサブアドレスも設定します。電
話番号は32桁まで、サブアドレスは19桁まで設
定できます。なお、PIAFS（64Kbps）発信時に
は、設定したサブアドレスは無視され相手に通知さ
れません。

回線接続保持タイマ
回線接続保持タイマは操作メニューでテレホーダイ
開始をクリックすることにより有効になります。無
通信監視タイマによる切断を無効とする時間を0～
24時間の範囲で設定します。通信時間監視タイマ
を設定した時刻から設定時間が経過するまでの間、
無通信状態が続いても、無通信監視タイマによる切
断は行われません。

課金制御
通信総時間と課金合計金額による自動発信制限を行
うかどうかを選択します。

しない
課金制御を行いません。

する
時間による制御と課金による制御が行え、両方を同
時に使うこともできます。上限時間は0～999時
間、上限金額は0～999999円の範囲で指定でき
ます。なお、0または空白を設定した場合は、その
機能は無効となります。

回線情報設定
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第1章　設定リファレンス

LAN情報設定

［IPアドレス］
NetVehicleの IPアドレスを設定します。

IPアドレス／ネットマスク
NetVehicleのLAN側のIPアドレスとネットマス
クを設定します。

IPアドレスに0.0.0.0を設定すると通信ができなくなりま

す。

ブロードキャストアドレス
NetVehicleのLAN側のブロードキャストアドレ
スを以下の中から選択します。
・0.0.0.0
・255.255.255.255
・ネットワークアドレスのホスト部をオール0にし
たもの

・ネットワークアドレスのホスト部をオール1にし
たもの

通常は“ネットワークアドレス+オール1”から変
更する必要はありません。 　

［セカンダリ IPアドレス］
NetVehicleはLAN側に複数のIPアドレスを持つこと
ができます。複数の IPアドレスを使用したい場合には
ここを設定します。

セカンダリIPアドレスの属するネットワークには、以下の

サービスは行いません。

　・RIPの送受信

　・DHCP機能

［ダイナミックルーティング情報］
ダイナミックルーティングを行うためのルーティング情
報を設定します。

RIP送信
RIP情報を送信するかどうかを選択します。
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1
割当て先頭IPアドレス

DHCPサーバ機能により、割り当てる連続したア
ドレス群の先頭の IPアドレスを設定します。

割当てアドレス数
DHCPサーバ機能で割り当てるアドレス数を1～
32の範囲で指定します。

 なお、ホストデータベース機能を使用すると特定のDHCP

クライアントに対して固有のIPアドレスを割り当てること

ができます。この場合の IPアドレスは、割当て先頭 IPア

ドレスと割当てアドレス数によって規定される動的割り当

て範囲である必要はありません。

リース期間
DHCPサーバ機能により割り当てたIPアドレスを
貸し出す期間を、1時間以上、365日未満の範囲
で指定します。0を指定すると無期限を意味しま
す。

デフォルトルータ広報
DHCPサーバで広報するデフォルトルータのIPア
ドレスを設定します。省略、または0.0.0.0を設定
すると、DHCPサーバによる広報を行いません。

DNSサーバ広報
DNSサーバのIPアドレスを設定します。省略、ま
たは0.0.0.0を設定すると、DHCPサーバによる
広報を行いません。ProxyDNSを使用する場合は、
NetVehicleの IPアドレスを設定します。

セカンダリDNSサーバ広報
セカンダリDNSサーバの IPアドレスを設定しま
す。省略、または0.0.0.0を設定すると、DHCP
サーバによる広報を行いません。

広報ドメイン名
ドメイン名を半角英数字80 文字以内で設定しま
す。省略した場合は、DHCPサーバによる広報を行
いません。

ダイナミックルーティングとスタ
ティックルーティング

スタティックルーティングとは、目的とする接続先へ到達
するまでのルートをあらかじめ設定しておき、常に固定的
なルートを選択してデータ通信を行います。それに対して、
ダイナミックルーティングはルータ間でルーティング情報
をやりとりすることで、その都度ネットワークに応じて最
適なルートを選択してデータ通信を行うものです。

送信しない
RIP情報を送信しません。

V1で送信する
RIP V1を使用して、30秒ごとにRIP情報を送信
します。

V2で送信する
RIP V2を使用して、30秒ごとにRIP情報を送信
します。

RIP受信
RIP情報を受信するかどうかを選択します。

送信しない
RIP情報を受信しません。

V1で送信する
RIP V1を使用して受信します。

V2で送信する
RIP V2を使用して受信します。

メトリック値
RIP送信時に加算するメトリック値を設定します。

認証パケット
RIP V2使用時にのみ有効な設定です。RIP V2で
は、同一パスワードグループでのみ、RIP情報の交
換を行うことができます。

破棄する
パスワード認証によるRIP情報の交換は行いませ
ん。

破棄しない
パスワード認証によるRIP情報の交換を行います。
パスワードを16文字以内の半角英数字で設定しま
す。

［スタティックルーティング情報一覧］
現在LAN側に設定されているスタティックルーティン
グのテーブルが表示されています。
スタティックルーティングの定義は装置全体で32個ま
で設定できます。必要な処理ボタンを選んで次のページ
に進んでください。

［DHCP機能］

DHCPサーバ機能
NetVehicleをLAN側ネットワークのDHCPサー
バとして使用するかどうかを選択します。

使用しない
NetVehicleをDHCPサーバとして使用しません。

使用する
NetVehicleのDHCPサーバ機能を使用します。以
下の項目を指定します。

LAN情報設定

HintHint
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このページでは、ルーティング情報を固定で設定できま
す。ただし、デフォルトルート指定は装置に1つしか設
定できません。

ネットワーク
デフォルトルートまたはネットワーク指定を選択
し、あて先および中継先のネットワークを指定しま
す。

デフォルトルート
ネットワーク指定されていないあて先をもつパケッ
トの転送先を指定します。

ネットワーク指定
パケットを転送するあて先のネットワークを指定し
ます。

メトリック値
ここで設定したルーティング情報をRIPで送信する
場合のメトリック値を指定します。

ルーティング情報設定
（LAN情報）
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1

［ネットワーク情報一覧］
接続相手のネットワーク情報の一覧です。ネットワーク
の定義は16個まで設定できます。必要な処理ボタンを
選んで次のページに進んでください。

［着信相手識別情報］
発信者番号による識別が行われなかった相手からの着信
について利用される情報です。

着信許可
発信者番号による識別が行われなかった相手からの
着信を許可するかどうかを指定します。

認証方式
着信時に利用する認証プロトコルをチェックしま
す。いずれのプロトコルもチェックしなかった場合
には、認証は行いません。

MP接続
着信時にMP接続を受け付けるかどうかを設定しま
す。“する”をチェックした場合には、BAP/BACP
の利用可否についても設定します。

コールバック応答
着信時にコールバック応答を行うかどうかを指定し
ます。

［受諾認証 ID情報一覧］
着信時に受け付ける認証IDの一覧です。32個まで設定
できます。ここにない IDでも、各接続先情報の受諾認
証情報に記述されている IDであれば、着信は受け付け
ます。必要な処理ボタンを選んで次のページに進んでく
ださい。

相手情報設定

ルーティング情報設定（LAN情報）
相手情報設定
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［基本情報］
ルーティングの対象となるネットワークの情報を設定し
ます。

ネットワーク名
このネットワークを識別するための名称を半角英字
8文字以内で設定します。

データ圧縮
送受信するデータの圧縮を行う機能です。データ圧
縮のアルゴリズムは、VJ Compressing TCP/IP
Headers をサポートします。使用する設定をした
場合でも、実際にデータ圧縮を行うかどうかは相手
ホストとのネゴシエーションで決まります。

WAN側 IPアドレス
WAN側の IPアドレスを固定で使用するかどうか
を選択します。

設定しない
WAN側の IPアドレスを固定で設定しません。

設定する
固定で使用するWAN側の IPアドレスを設定しま
す。“相手IPアドレス”または“自側IPアドレス”
の一方だけを指定し、他方を省略することも可能で
す。
主にプロバイダ接続する場合やNetVehicleどうし
の接続の場合には、両方とも省略することができま

ネットワーク情報設定
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1
た）状態が“猶予時間”以上続いた時点で、回線の
接続（削減の場合は切断）を行います。回線使用率
は0～100%、猶予時間は0～3600秒の範囲で
指定できます。

受信パケット順序制御
MPを使用すると、パケットの順序が入れ替わって
届く場合があります。その順序を正しいものに並べ
変えて受信する場合は“する”にチェックします。

［ダイナミックルーティング機能］
ダイナミックルーティングを行うためのルーティング情
報を設定します。

RIP送信
RIP情報を送信するかどうかを選択します。なお、
送信する設定にすると、30秒ごとにRIP情報を送
信します。

ISDNの場合、RIP情報を送信すると思わぬ課金（定期発信

または長時間接続）が発生します。

RIP受信
RIP情報を受信するかどうかを選択します。

メトリック値
RIP送信時に加算するメトリック値を設定します。

認証パケット
RIP V2使用時にのみ有効な設定です。RIP V2で
は、同一パスワードグループでのみ、RIP情報の交
換を行うことができます。

破棄する
パスワード認証によるRIP情報の交換は行いませ
ん。

破棄しない
パスワード認証によるRIP情報の交換を行います。
パスワードを16文字以内の半角英数字で設定しま
す。

［スタティックルーティング情報一覧］
現在このネットワークに設定されているスタティック
ルーティングのテーブルが表示されています。スタ
ティックルーティングの定義は装置全体で32個まで設
定できます。必要な処理のボタンを選んで次のページに
進んでください。

ネットワーク情報設定

す。NetVehicle以外の装置との接続のように対等
な関係で接続する場合は、両方ともWAN側のIPア
ドレスを指定してください。

MTUサイズ
最大パケット送信サイズ（Maximum Transmis-
sion Unit）を200～1500バイトの範囲で設定
します。

自動ダイヤル
通信データ発生時に自動的にダイヤルするかどうか
を選択します。使用する場合は、通信データ発生時
に自動的にダイヤルします。
回線情報で自動ダイヤルを“すべて禁止”としてい
る場合には自動ダイヤルは行いません。自動ダイヤ
ルを行う場合は回線情報の自動ダイヤルを“相手毎
に設定”としてください。

MSS書き換え
MSS書換え機能を使用するか同化選択します。使
用する場合、“使用する”を選択し、書き換えサイ
ズを0または160～1460の範囲で指定します。
0を指定する場合はMSS書き換え機能が無効とな
ります。

［接続先一覧］
現在設定されている接続先の情報です。マルチルーティ
ングを行う場合には、優先順位の1から順に評価され最
初に条件が成立した接続先にデータが流れます。接続先
の定義は装置全体で16個まで設定できます。必要な処
理のボタンを選んで次のページに進んでください。

［MP情報］
MP（MultilinkPPP）に関する情報を設定します。

MP回線初期リンク数
回線接続時に接続するチャネル数を指定します。

アナログ使用時縮退
MPで2本のチャネルを使用している時に、アナロ
グ電話がかかってきたり、アナログ電話の受話器を
上げたりした場合に、チャネルを1本に減らしてア
ナログ機器が使えるようにすることができます。こ
れを行う場合には“する”をチェックします。

トラフィックによる増減
回線負荷に応じて帯域幅（1B,2B） を自動的にコン
トロールする機能を使用するかどうかを設定しま
す。使用する場合は、回線増減の条件も指定します。
指定した回線使用率を超えた（削減の場合は下回っ
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なお、［修正］ボタンを選択して表示されるページでは、
メトリック値のみの修正となります。その他の情報を修
正する場合には、一度削除を行ってから追加を行ってく
ださい。

［IPフィルタリング情報一覧］
現在このネットワークに設定されている IPフィルタリ
ングの定義の一覧です。処理は優先順位1から順に行わ
れます。IPフィルタリングの定義は装置全体で32個ま
で設定できます。必要な処理のボタンを選んで次のペー
ジに進んでください。

［NAT情報］
NATに関する情報を設定します。

NATの使用
NAT を使用するかどうかを選択します。マルチ
NATを使うと複数の端末を同時に使用できます。
NATを使用しない場合には、以降の設定は無効で
す。

グローバルアドレス
特定のグローバルアドレスを使用する時に、指定し
ます。設定しない場合は自動で割り当てられます。

アドレス個数
複数個のグローバルアドレスを使用する場合には、
上述のグローバルアドレスを先頭とし連続した複数
のアドレスを指定できます。その個数を1～16の
範囲で指定します。

アドレス割当てタイマ
アドレス変換情報は一定の時間該当する通信が行わ
れないと、自動的に解放されます。解放するための
猶予時間を0～24時間の範囲で指定します。0を
指定すると、回線が切断されるまで情報は解放され
ません。

NATセキュリティ
通常

相手サーバがNATを使用している場合など、要求
先とは別のアドレスから応答する場合に選択しま
す。

高い
ftpやdnsの要求した相手からの応答かをチェック
します。

フラグメント順序変更
NATはフラグメントされたパケットの順序が前後
逆転して受信した場合、そのパケットを破棄しま
す。フラグメントされたパケットの順序が逆転し
ないように、あらかじめパケットを整列させる機
能を使う場合は、“使用する”を選択します。

［静的NAT情報一覧］
NATを使用すると、アドレス変換情報は固定で持つこ
ともできます。現在設定されている固定のアドレス変換
情報を表示しています。
静的NATの定義は装置全体で32個まで設定できます。
必要な処理のボタンを選んで次のページに進んでくださ
い。
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1接続先情報設定

ネットワーク情報設定
接続先情報設定

［基本情報］
接続先ごとに固有の情報を設定します。

接続先名
この接続先を識別するための名称を半角英数字8文
字以内で設定します。この名前は手動接続の際にも
使用されます。

ダイヤル1/2/3
接続に用いる電話番号は3つまで設定できます。ダ
イヤル1の電話がかからない時にはダイヤル2に、
ダイヤル2がかからない時にはダイヤル3にダイ
ヤルします。相手種別は送信時にのみ参照されま
す。着信時には自動認識します。

電話番号
電話番号は32桁以内で指定してください。電話番
号には、0～9、*、#が指定できます。

サブアドレス
サブアドレスは19桁以内で設定してください。
PIAFS（64Kbps）着信時には、設定したサブアド
レスは無視されます。

相手種別
相手の種別を ISDN、32kPIAFS、64kPIAFS
（NTT DoCoMo方式）、64kPIAFS（DDI Pocket
方式）の中から選択して指定します。

DNSサーバ
接続の際に使用するDNSサーバのIPアドレスを設
定します。ProxyDNSを使用する際に必要となり
ます。省略、または0.0.0.0を設定した場合は、自
動取得となります。255.255.255.255を設定し
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た場合は使用しません。また、このアドレスはPPP
のネゴシエーションの中で相手から要求があった場
合、相手に受け渡すDNSサーバアドレスとしても
使用されます。

MP接続
MP接続を行うかどうかを選択します。

しない
接続時にMP接続を行いません。

する
MP接続をする場合には、BAP/BACPの利用可否
についても指定できます。ただし、発信者番号によ
る識別が行われなかった相手からの着信について
は、相手情報の着信相手識別情報の設定が参照され
ます。

無通信監視タイマ
ISDN回線の無通信監視タイマを0～3600秒の
範囲で設定します。ここで設定した時間、通信が行
われなかった場合は、ISDN回線を自動的に切断し
ます。なお、0を設定した場合、自動切断を行いま
せん。

課金単位時間
各時間帯の課金単位時間を0.0～3600.0秒の範
囲で指定します。ここで設定した時間は無通信監視
による回線切断のときに参照され、同一料金で最大
の接続時間を得るよう回線切断タイミングを調整し
ます。なお、昼間時間帯に0を設定した場合、課金
単位の調整は行いません。また、夜間時間帯や深夜・
早朝時間帯に0を設定した場合、その前の時間帯の
設定を利用します。

この機能を使用するときは、操作メニューの時刻設定を用

いてNetVehicleの内部時計を正しく設定してください。内

部時計が正しく設定されていない場合、課金単位時間は昼

間の値のみが使われます。また、祝日には対応していませ

ん。

回線接続保持機能
回線接続保持機能はテレホーダイ契約されている電
話番号向けの機能です。テレホーダイ機能の動作中
に、この接続先を回線接続保持の対象とするかどう
かを選択します。

［マルチルーティング］
従来のIPルーティングに加え、ローカルホストIPアド
レス、ポート番号および接続制限の組み合わせによる
ルーティングを行います。

ソースアドレスルーティング
ローカルホスト IPアドレスによるルーティングを
行います。この接続先に送信するパケットをローカ
ルホスト IPアドレスによって定義できます。
ローカルホスト IPアドレス、アドレスマスクの組
み合わせにより、対象となるローカルホスト IPア
ドレスが決定されます。

すべての接続先に対してソースアドレスルーティングが設

定されている状態では、NetVehicleのファームウェア更新

や通信確認（ping）等は行えません。必ず1つはソースア

ドレスルーティングを行わない接続先を定義してください。

ポートルーティング
ポート番号によるルーティングを行います。この接
続先に送信するパケットをポート番号(サービス)に
よって定義できます。ポートルーティングの定義は
装置全体で32個まで設定できます。

接続制限
この接続先に対する発信抑制を接続時間と課金に
よって行うことができます。時間は0～999時間、
金額は0～999,999円の範囲で設定できます。

［発信情報］
接続先に対しての発信に関する情報を設定します。

送信認証情報
発信時に使用する認証 IDとパスワードをそれぞれ
64桁以内で設定します。

コールバック要求
コールバック要求を行うかどうかを選択します。
コールバック要求とは、いったん接続して認証を
行ったあとに回線を切断して、相手から電話をかけ
直してもらう機能です。

しない
コールバック要求を行いません。

する
コールバック要求をする場合は以下の項目も設定し
てください。
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接続先情報設定

コールバック方式
コールバックを行う場合の方式を CBCPまたは無
課金 の中から選択します。Microsoft 製品や
CBCP 方式をサポートしている装置とのコール
バックを行う場合は“CBCP”を選択してくださ
い。NetVehicleどうしのコールバックを行う場合
には“無課金”も選択できます。“無課金”ではコー
ルバック要求側には電話料金はかかりません。

コールバックウェイトタイマ
コールバック要求後の着信待ち時間を0～60秒の
範囲で指定します（推奨時間 60秒）。コールバッ
クがうまくいかないときは、この時間を長くしてみ
てください。

コールバック電話番号
コールバックで相手側にダイヤルしてもらう電話番
号を32 桁以内で指定します。この電話番号は、
CBCP方式によるコールバックにのみ有効です。

コールバックサブアドレス
コールバックで相手側にダイヤルしてもらう電話番
号のサブアドレスを半角英数字を使用して19文字
以内で指定します。このサブアドレスは、CBCP方
式によるコールバックにのみ有効です。

［着信情報］
接続先からの着信に関する情報を設定します。接続先の
特定に使用します。

着信許可
この接続先からの着信を許可するかどうかを設定し
ます。

受諾認証情報
着信時に受け付ける認証 IDとパスワードをそれぞ
れ64桁以内で設定します。発信者番号によってこ
の接続先を識別できる場合は、この情報を省略し、
代わりに相手情報の受諾認証 ID情報を使うことが
できます。

［発信者番号識別による着信情報］
発信者番号によって識別した相手の着信に関する情報を
設定します。

発信者番号による識別
着信時の相手識別の方法には、発信者番号通知を用
いる方法と、認証 IDを用いる方法があります。

番号チェックをしない
発信者番号通知を用いて相手を識別しません。以下
の設定は設定しても、参照されません。

番号チェックをする
発信者番号通知を用いて相手を識別します。以下の
情報を設定してください。

チェックする番号
相手識別に使用する電話番号を32桁以内、サブア
ドレスを19桁以内で設定します。省略時は基本情
報の値を使用します。なお、PIAFS（64Kbps）着
信時には、設定したサブアドレスは無視されます。

認証方式
着信時に利用する認証プロトコルをチェックしま
す。いずれもチェックしないときには、その相手か
らの着信については認証を行いません。

コールバック応答
相手からのコールバック要求を受け付けるかどうか
を選択します。

しない
相手からコールバック要求があっても、コールバッ
ク応答行いません。

する
コールバック要求に応答する場合は以下の項目を指
定します。

コールバック方式
コールバックを行う場合の方式を CBCPまたは無
課金 の中から選んでください。Microsoft製品や
CBCP 方式をサポートしている装置とのコール
バックを行う場合は“CBCP”を選択します。
NetVehicleどうしのコールバックを行う場合には
“無課金”も選択できます。“無課金”ではコールバッ
ク要求側には電話料金はかかりません。

コールバックウェイトタイマ
コールバック要求を受け、回線切断後、発信を行う
までの待ち時間を0～60秒の範囲で指定します
（推奨10秒）。コールバックがうまくいかないとき
は、この時間を長くしてみてください。

コールバック電話番号
コールバック要求を受け、自側がダイヤルする電話
番号を32桁以内で指定します。

コールバックサブアドレス
コールバック要求を受け、自側がダイヤルする電話
番号のサブアドレスを半角英数字を使用して19文
字以内で指定します。
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この機能はProxyDNSを使用する場合のみ有効です。

［ポートルーティング情報］
ポート番号によるルーティングを行います。この接続先
に送信するパケットをポート番号（サービス）によって
定義できます。

ポート番号
ポートルーティングの対象となるサービスを選択し
ます。“その他”を選ぶと、ポート番号を 1 ～
65535の10進数を使用して直接指定することが
できます。

サーバホスト名
ポートルーティングの対象となるホスト名を半角英
数字80文字以内で設定します。

ポートルーティング情報設定
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1

このページでは、ルーティング情報を固定で設定できま
す。ただし、デフォルトルート指定は装置に1つしか設
定できません。

ネットワーク
宛先および中継先のネットワークを指定します。

デフォルトルート
ネットワーク指定されていない宛先をもつパケット
の転送先をデフォルトに指定します。

ネットワーク指定
パケットを転送する宛先のネットワークを指定しま
す。

メトリック値
ここで設定したルーティング情報をRIPで送信する
場合のメトリック値を指定します。

ルーティング情報設定
（ネットワーク情報）

ポートルーティング情報設定
ルーティング情報設定（ネットワーク情報）
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優先順位の高い定義より順にパケットのチェックを行
い、すべての条件が合致した場合に定義された動作を行
います。ただし、分割されたパケットに対しては正しく
扱えません。

動作
IPフィルタリングの動作を以下の3つから選択し
ます。

透過
条件と一致した場合にパケットを透過します。

透過（接続中のみ）
条件と一致した場合に、ISDN回線が接続されてい
ればパケット透過し、切断されていれば遮断しま
す。

遮断
条件と一致した場合にパケットを遮断します。

プロトコル
フィルタリング条件としてプロトコルを以下の5つ
から選択します。
・すべて（0）
・ICMP（1）
・TCP（6）
・UDP（17）
・その他
 “その他”を選択した場合、プロトコル番号を0～
255の10進数で指定してください。

IPフィルタリング情報

送信元（宛先）情報
IPアドレス／アドレスマスク

フィルタリング条件として IPアドレスとアドレス
マスクを設定します。
チェック対象となったパケットの IPアドレスと定
義したアドレスマスクの論理積と、定義した IPア
ドレスとアドレスマスクの論理積が等しい場合に条
件に一致したことになります。

ポート番号
フィルタリング条件としてポート番号を 1 ～
65535の10進数または'any'で設定します。'any'
を設定した場合はすべてのポート番号をフィルタリ
ングの対象とします。また、ポート番号を複数指定
する場合は','で区切ります。範囲指定の場合は'-'で
区切ります。ただし、送信元情報と宛先情報で合わ
せて10組までです。

TCP接続要求
TCP プロトコルでのコネクション接続要求をフィ
ルタリングの対象に含めるかどうかを設定します。
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1

プライベート IP情報
固定でアドレス変換を行う場合にローカルネット
ワーク側の IPアドレスとポート番号を指定してく
ださい。IPアドレスは省略できません。
ポート番号を指定する場合は、1～65535の範囲
で指定してください。なお、グローバルポート番号
を範囲指定した場合には、その範囲のグローバル
ポート番号は、指定したプライベートポート番号を
先頭とした範囲へ変換されます。例えば、プライ
ベートポート番号に1000を指定し、グローバル
ポート番号に10000-11000を指定すると、グ
ローバルポート番号の10000から11000はプ
ライベートポート番号の1000から2000に変換
されます。

グローバルIP情報
固定でアドレス変換を行う場合にWAN側の IPア
ドレスとポート番号を設定してください。IPアド
レスは省略できます。省略した場合、すべてのグ
ローバルアドレスに対して有効な設定となります。
ポート番号を指定する場合は、1～65535の1つ、
または '-' で区切った1組の範囲を指定してくださ
い。

プロトコル
固定でアドレス変換を行う場合に対象となるプロト
コルを以下の7つから選択します。
・すべて（0）
・ICMP（1）
・TCP（6）
・UDP（17）
・ESP（50）
・AH（51）

静的NAT情報設定

IPフィルタリング情報
静的NAT情報設定

・その他
“その他”を選択した場合、プロトコル番号を0～
255の10進数で指定してください。
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［基本情報］
相手情報で定義されたいずれの相手とも判断できなかっ
た着信相手に対する動作に関する情報設定します。

割当先頭アドレス
着信相手に対して、割り当てる先頭の IPアドレス
を指定します。同時接続許可数と組み合わせて範囲
（許可数）を指定します。
割当先頭アドレスを省略した場合は、不特定相手か
らの着信は行われません。

同時接続許可数
割当先頭アドレスを先頭に、同時接続許可数分の
IPアドレスが割り当てられます。

DNSサーバ
相手から要求があったときに、通知するDNSサー
バの IPアドレスを設定します。

データ圧縮
送受信するデータの圧縮を行う機能です。データ圧
縮のアルゴリズムは、VJ Compressing TCP/IP
Headers をサポートします。使用する設定をした
場合でも、実際にデータ圧縮を行うかどうかは、相
手ホストとのネゴシエーションで決まります。

無通信監視タイマ
ISDN回線の無通信監視タイマを0～3600秒の
範囲で設定します。ここで設定した時間、通信が行
われなかった場合は、ISDN回線を自動的に切断し
ます。なお、0を設定した場合、自動切断を行いま
せん。

［MP情報］
MP（MultilinkPPP）に関する情報を設定します。

MP回線初期リンク数
回線接続時に接続するチャネル数を指定します。

アナログ使用時縮退
MPで2本のチャネルを使用している時に、アナロ
グ電話がかかってきたり、アナログ電話の受話器を
上げたりした場合に、チャネルを1本に減らしてア
ナログ機器が使えるようにするかどうかを選択しま
す。

する
電話を使用するときに、データ通信で使用中のチャ
ネルを1本解放します。

しない
データ通信中は電話が使えないようにします。

トラフィックによる増減
回線負荷に応じて帯域幅（1B,2B）を自動的にコン
トロールする機能を使用するかどうかを選択しま
す。

しない
トラフィックに応じた帯域幅のコントロールを行い
ません。

する
使用する場合は、回線増減の条件も指定します。指
定した回線使用率を超えた（削減の場合は下回っ
た）状態が“猶予時間”以上続いた時点で、回線の
接続（削減の場合は切断）を行います。回線使用率
は0～100%、猶予時間は0～3600秒の範囲で
指定できます。

不特定相手情報設定
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1受信パケット順序制御
MPを使用すると、パケットの順序が入れ替って届
く場合があります。その順序を正しいものに並べ変
えて受信するかどうかを選択します。

する
 順序を正しいものに並べ変えて受信します。

しない
届いた順序で表示します。

［IPフィルタリング情報一覧］
現在設定されている IPフィルタリングの定義の一覧で
す。処理は優先順位1から順に行われます。IPフィルタ
リングの定義は装置全体で32個まで設定できます。必
要な処理のボタンを選んで次のページに進んでくださ
い。

不特定相手情報設定
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［受諾認証情報］
主に不特定相手からの着信時の認証に使用する情報で
す。
着信時に受け付ける相手の認証 IDとパスワードをそれ
ぞれ半角64桁以内で設定します。

PPP受諾認証情報
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1装置情報設定

［タイムサーバ情報］
NetVehicleは、ネットワーク上のタイムサーバから時
刻情報を取得することにより、内部時計を自動的に設定
することができます。

タイムサーバ
使用しない
タイムサーバを使用せずに内部時計を設定します。

使用する
タイムサーバから時刻情報を取得します。以下の情
報を設定します。

PPP受諾認証情報
装置情報設定

プロトコル
使用するプロトコルを選択します。

時刻サーバのIPアドレス
タイムサーバの IPアドレスを指定します。

自動時刻設定間隔
タイムサーバから定期的に時刻情報を取得するとき
の取得周期を0～10日の範囲で設定します。0を
設定すると、起動（再起動）時のみ時刻情報を取得
します。

［システムログ情報］
NetVehicleは、syslog形式でシステムログサーバに
システムログ情報を送信することができます。

システムログ送信
送信しない

システムログを送信しません。
送信する

システムログサーバにシステムログ情報を送信する
送信先の IPアドレスを設定します。

［ファームウェア更新情報］
ファームウェアを入れ替えたり、レベルアップを行うと
きに、転送元となるホストに接続するための情報を設定
します。ファームウェアの更新操作はメンテナンスメ
ニューから行えます。

転送元ホスト名
更新ファームウェアが存在するホスト名を半角英数
字128文字以内で設定します。
ドット表記の IPアドレスを設定することもできま
す。ただし、通常は変更の必要はありません。
ProxyDNSが設定されていない場合、ホスト名指
定によるファームウェア更新は行えません。

ログイン ID
ファームウェア更新用のログイン IDを16文字以
内で設定できます。ただし、通常は変更の必要はあ
りません。

ログインパスワード
ファームウェア更新用のパスワードを32文字以内
で設定できます。通常は、NetVehicle 管理者の
メールアドレスをここに記述します。
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ファイルロケーション
更新用ファームウェアのロケーションを80文字以
内で設定できます。ただし、通常は変更の必要はあ
りません。

［オンラインサポート情報］

オンラインサポート接続
オンラインサポート接続をするかどうかを指定して
ください。センタ側からのオンラインサポート接続
を許可する場合には“する”、拒否する場合には“し
ない”をチェックします。オンラインサポート接続
を許可するときにセンタ電話番号と暗証番号のいず
れもが設定されていない場合、LAN ポート用の
MACアドレスが認証に使用されます。

センタ電話番号
オンラインサポートを受け付ける相手電話番号を
32桁以内で指定します。

暗証番号
オンラインサポートを受け付ける相手との暗証番号
を半角英数字を使用して19桁以内で指定します。

オンラインサポートとは

I S D N 回線に接続された遠隔地（リモート側）の
NetVehicleを、管理者側（センター側）のNetVehicle
を使用して直接設定する機能です。 本機能ではPPPによる
I P 接続を必要としないので、ご購入時の状態のまま、
NetVehicleを設定することが可能です。ただし、専用線
（HSD）では使用できません。
以下の手順で設定を行うことができます。

1) WWWブラウザを使用してセンター側のNetVehicle
のトップメニューを開きます。

2)「メンテナンスメニュー」の「オンラインサポート」で、
リモート側の電話番号と暗証番号を指定し、「オンライ
ンサポート開始」ボタンをクリックします。

3)正常に接続された以降は、センター側のNetVehicleを
設定するのと同様の手順でリモート側の設定を行うこと
ができます。

4)「メンテナンスメニュー」の「オンラインサポート」で、
「オンラインサポート終了」ボタンをクリックしてオン
ラインサポートを終了します。

・ 本機能を使用しての発信にはINSネット64の「ユーザ間

情報通知サービス」を使用するため、1回の発信につき1
メッセージ分の料金が通信料金とは別にかかります。

・ オンラインサポート中は、ISDN回線は接続されたままと
なります。無通信監視タイマによる自動切断は行われま
せん。設定終了後は必ずオンラインサポートを終了し回
線が切断されたことを確認してください。

・ 暗証番号にはリモート側のNetVehicleに設定された暗証
番号を指定してください。一致しない場合は接続できま
せん。なお、リモート側のNetVehicleがご購入時の状態、
またはオンラインサポート情報未設定の場合は、暗証番
号としてMACアドレスを指定することにより接続できま
す。MACアドレスは装置背面に表記されているとおり半
角小文字の英数字で指定してください。

・ 本機能を利用する際には、センタ側とリモート側に同一
機種のNetVehicleを使用してください。ただし、バージョ
ンが異なる場合、設定できない項目もあります。

［留守モード情報］
留守モードに割り当てる動作を選択します。装置のアナ
ログポートに接続されている電話機、操作メニュー、ま
たはスケジュール機能により、留守モードの切り替えが
できます。

スタンバイモードで動作する
留守モード中はスタンバイモードになります。

メールを転送する
メールチェックで取得したメールを転送します。

メールの一覧を送信する
メールチェックで取得したメールの一覧を送信しま
す。

TELメールを送信する
アナログポートに接続されている電話機の着信履歴
をメールで送信します。

着信転送
着信転送を行う

アナログポートに接続されている電話機の着信を着
信転送します。

疑似着信転送を行う
アナログポートに接続されている電話機の着信を疑
似着信転送します。

アナログの留守確認機能を使用する
外線からON／OFFを確認できます。

解除する時にメールチェックを行う
留守モードを解除する時にメールチェックを行いま
す。

HintHint
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1

NetVehicle を操作する際のパスワードを半角英数字
16文字以内で指定します。パスワード入力によって操
作の制限が解除される時間は10分間です。それ以降の
操作ではあらためてパスワードが要求されます。
なお、パスワードは更新直後から有効になります。
操作メニュー、表示メニュー、メンテナンスメニューの
操作に関しても、必要に応じてパスワードを有効に設定
できます。

新しいログインパスワード
設定するログインパスワードを指定します。

ログインパスワードの確認
上で設定したパスワードと同じパスワードを入力し
ます。

操作
チェックすると、操作メニューを使用する場合に上
で設定したパスワードが有効になります。

表示
チェックすると、表示メニューを使用する場合に上
で設定したパスワードが有効になります。

メンテナンス
チェックすると、メンテナンスメニューを使用する
場合に上で設定したパスワードが有効になります。

パスワード情報設定

装置情報設定
パスワード情報設定
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メール着信通知機能を使用するには、プロバイダが“イン
ターネットメールの自動着信通知サービス”をサポートし
ている必要があります。

［メールチェック情報一覧］
登録されているメールチェック情報の一覧です。
必要な処理のボタンを選んで次のページに進んでくださ
い。
メールチェック情報は10個まで設定できます。
同時刻に複数のメールチェックを実行した場合、メール
チェックの実行が多少ずれる場合があります。

停止
チェックすると、メールチェックを一時的に停止し
ます。

システムログ
メールチェックのシステムログを出さない場合は、
出力しないを選択します。

［TELメール情報］

TELメール
使用する

着信履歴をメールで送信します。
使用しない

着信履歴をメールで送信しません。

送信情報
指定されているTELメール情報の一覧です。
TELメール情報はアナログポートごとに設定でき
ます。
必要な処理のボタンを選んで次のページに進んでく
ださい。

システムログ
TELメールのシステムログを出さない場合は、出力
しないを選択します。

HintHint Eメールエージェント機能には以下の
機能があります。

・メールチェック機能
メールチェックとは、POP3プロトコルを使用して、指定
時間にPOP3サーバにメールが到着しているかどうかを確
認する機能です。メールが到着していれば、メールの件数、
差出人、題名、送信時刻を取得します。
・メール転送機能
指定時刻になるとPOP3サーバに到着しているメールを指
定したメールアドレスに転送する機能です。
・メール一覧送信機能
指定時刻になるとPOP3サーバに到着しているメールの一
覧情報を指定したメールアドレスに転送する機能です。
・TELメール機能
アナログポートの着信履歴を着信ごとまたは一定時間ごと
にメールで送信する機能です。
・メール着信通知機能
メールが到着したことを通知する機能です。プロバイダの
“インターネットメールの自動着信通知サービス”を利用し
ます。プロバイダから受信者あてにメールの着信通知を発
信し、メールが到達したことを利用者端末に伝えるサービ
スです。

Eメールエージェント情報設定
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1

Eメールエージェント情報設定

［メール着信通知情報］

メール着信通知
使用する

プロバイダから受信者あてにメールの着信通知を発
信し、メールが到着したことを利用者端末に伝える
サービスを利用します。

使用しない
メール着信通知を使用しません。

サブアドレスチェック
プロバイダから通知されるメール着信通知を、サブ
アドレスにより制限できます。

チェックしない
すべてのサブアドレスでメール着信通知を受け付け
ます。

回線情報の自局番号でチェックする
回線情報の自局番号チェックの定義に従います。こ
の場合は、自局番号チェックで許可されないサブア
ドレスを含むメール着信通知は無視します。

以下の値でチェックする
指定したサブアドレスを含むメール着信通知のみを
受け付けます。サブアドレスは半角英数字19文字
以内で指定してください。
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［メールチェック情報］
メールチェックとは、POP3プロトコルを使用して、指
定時間になるとPOP3サーバにメールが到着している
かどうかを確認する機能です。メールが到着していれ
ば、メールの件数、差出人、題名、送信時刻を取得しま
す。
指定時間になると、回線を自動接続します。あらかじめ
相手情報を設定してください。

POP3サーバがPOP3のオプションコマンド（UIDL, TOP）

を実装していない場合はメール件数のみ取得します。

ユーザ名
POP3サーバにアクセスするためのユーザ名を32
文字以内で指定します。

パスワード
POP3サーバにアクセスするためのパスワードを
32文字以内で指定します。

POP3サーバ
ホスト名にはPOP3 サーバ名もしくは、POP3
サーバのIPアドレスを80文字以内で指定します。
ポート番号は必要に応じて変更してください。

確認時間
POP3 サーバにメールの到着を確認する時間を、
時刻または間隔で指定します。
間隔で指定する場合は、5分～30日の範囲で指定
してください。

自動消去
パソコンのメーラなどからのメールサーバにアクセ
スした際にメールチェックで取得した情報を自動的
に消去する場合は、“使用する”をチェックします。

APOP認証
POP3サーバとの認証をAPOPで行う場合は、“使
用する”をチェックします。

メールチェック情報設定
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1APOP認証を使用する場合は、POP3サーバがAPOP認証

をサポートしている必要があります。

リモートメールチェックID
リモートメールチェック IDを半角英数字19文字
以内で設定してください。
リモートメールチェック IDをサブアドレスとして
NetVehicleに電話をかけると、遠隔地からメール
チェック、メール転送、メール一覧送信を実行する
ことができます。

[メール転送/一覧送信情報]
メール転送とは、メールチェックで取得したメールを指
定した宛先メールアドレスに転送する機能です。
メール一覧送信とは、メールチェックで取得したメール
の送信時刻（Date）、差出人（From）、題名（Subject）
の一覧を指定の宛先メールアドレスに送信する機能で
す。
1 回のメールチェックで転送できるメール件数は、1
ユーザにつき50件までです。
転送できるメールの文字数は半角で約6144文字、行
数は200行まで（いずれも本文のみ）です。 このサイ
ズを超えた部分は切り捨てられます。
サイズを超えたメールがマルチパートで構成されている
場合は、「転送できないサイズのメールが届いていま
す。」というメールが送信されます。
複数の接続先を使用していると別プロバイダ経由で
SMTPサーバを使用することがあり、SPAMなどの不
正メール対策のためにメールの送信が行えない場合があ
ります。
プロバイダによっては、別プロバイダ経由でもPOPの
認証を行ったあとであればメールの送信を行うことがで
きる場合があります。
詳しくはプロバイダにお問い合わせください。

転送/一覧送信
使用する機能をチェックします。

SMTPサーバ
ホスト名にはSMTPサーバ名またはSMTPサーバ
の IPアドレスを80文字以内で指定します。
ポート番号は必要に応じて変更してください。

宛先メールアドレス
宛先メールアドレス（To）を半角80文字以内で指
定します。
宛先メールアドレスは、5個まで設定できます。

メールチェック情報設定

差出人変更
SMTPサーバの差出人制限によりメールの転送、
一覧送信が行えない場合があります。 この場合は、
差出人を変更することによりメールの転送、一覧送
信ができるようになります。
差出人メールアドレスを変更する場合は、“する”を
チェックして、差出人メールアドレスを設定してく
ださい。
差出人メールアドレスを変更した場合、ここで指定
した差出人メールアドレスを使用して、メールの転
送、一覧送信を行います。

差出人メールアドレス
差出人メールアドレスを半角80文字以内で指定し
ます。

転送サイズ指定
転送するメールのサイズを1～6144文字の範囲
で指定します。

一覧形式
送信するメール一覧の形式をチェックします。

［メール転送条件］

動作
メール転送条件を指定する場合、“条件に従う”を
チェックして条件を指定してください。

条件
指定されているメール転送条件の一覧です。転送条
件は装置全体で40個まで指定できます。必要な処
理のボタンを選んで次のページに進んでください。
条件として”条件を満たさない場合は転送する”ま
たは”条件を満たさない場合は転送しない”を選択
します。
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第1章　設定リファレンス

宛先メールアドレス設定

宛先メールアドレス（To）を半角80文字以内で設定し
ます。宛先メールアドレスは5個まで設定できます。
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1条件設定

転送
条件を満たす場合にメールを転送するかしないかを
設定します。

条件
差出人（From）・宛先（To）・題名（Subject）を
転送条件として設定できます。
それぞれ半角40文字以内（全角20文字以内）で
設定してください。

宛先メールアドレス設定
条件設定
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SMTPサーバ
ホスト名にはSMTPサーバ名またはSMTPサーバ
の IPアドレスを80文字以内で指定します。
ポート番号は必要に応じて変更してください。

認証情報
TELメールの送信を行う前にPOP認証を行う場合
は、“POP認証する”をチェックします。
複数の接続先を使用していると別プロバイダ経由で
SMTPサーバを使用することがあり、SPAMなど
の不正メール対策のためにメールの送信が行えない
場合があります。
プロバイダによっては、別プロバイダ経由でも
POPの認証を行ったあとであればメールの送信を
行うことができる場合があります。
詳しくはプロバイダにお問い合わせください。

ユーザ名
POP3サーバにアクセスするためのユーザ名を32
文字以内で指定します。

パスワード
POP3サーバにアクセスするためのパスワードを
32文字以内で指定します。

POP3サーバ
ホスト名にはPOP3サーバ名またはPOP3サーバ
の IPアドレスを80文字以内で指定します。
ポート番号は必要に応じて変更してください。

APOP認証
POP3サーバとの認証をAPOPで行う場合は、“使
用する”をチェックします。

APOP認証を使用する場合は、POP3サーバがAPOP認証
をサポートしている必要があります。

送信周期
着信履歴をメールで送信するタイミングを、着信毎
または一定周期で指定します。
一定周期で指定する場合は、5分～7日の範囲で指
定してください。

TELメール情報設定

TELメールとは、アナログポートの着信履歴を着信毎あ
るいは一定時間ごとにメールで送信する機能です。メー
ル送信時には回線を自動接続します。あらかじめ相手情
報を設定してください。
TEL メールの開始がメールチェックとかさなる場合、
TELメールの実行が多少ずれる場合があります。

［アナログポート1,2］

宛先メールアドレス
宛先メールアドレス（To）を半角80文字以内で指
定します。

差出人メールアドレス
差出人メールアドレス（From）を半角80文字以
内で指定します。
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TELメール情報設定

送信情報
メールで送信する着信履歴の情報を選択します。

・TELメールの送信情報を「発信者番号のみ送信する」に
設定している場合、発信者番号が非通知になっている電
話からの着信履歴は送信されません。

・TELメールの送信情報を「発信者番号と着信番号を送信
する」に設定している場合、発信者番号と着信番号のど
ちらも有効な情報がないときは、TELメールによる着信
履歴は送信されません。

・TELメール（本文）の着信番号は以下のように設定され
ます。
1.ダイヤルインサービスおよびｉ・ナンバーサービスを
　利用しない場合
　回線から着信番号が通知されないため、TELメールの
　情報に着信番号は含まれません。「アナログ共通情報」
　の「網契約に関連する設定項目」の「電話番号」に電
　話番号を設定していれば、この番号がTELメールの
　着信番号として送信されます。
2.ダイヤルインサービスを利用している場合
　回線から通知された着信番号（ダイヤルイン番号）が
　TELメールの着信番号として送信されます。ただし、
　グローバル着信を利用している場合、契約者番号にか
　かってくると回線から着信番号が通知されません。こ
　のとき、「アナログ共通情報」の「網契約に関連する
　設定項目」の「電話番号」に電話番号を設定していれ
　ば、この番号がTELメールの着信番号として送信さ
　れます。
3.ｉ・ナンバーサービスを利用している場合
　「鳴り分け1」、「鳴り分け2」、または「鳴り分け3」が
　TELメールの着信番号として送信されます。ただし、
　「アナログ共通情報」の「網契約に関連する設定項目」
　の「鳴り分け番号1／2／3」に電話番号を設定して
　いれば、この番号がTELメールの着信番号として送
　信されます。
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ProxyDNSには以下の機能がありま
す。

・DNSサーバの自動切り替え機能
パソコンにNetVehicleのIPアドレスをDNSサーバとし
て登録しておくと、接続先によって問い合わせるDNS
サーバを自動的に切り替えます。
・DNSサーバ機能
ホストデータベース情報にホスト名とIPアドレスのペアを
登録しておくと、ProxyDNSは該当ホスト名へのアクセ
スを登録されたIPアドレスへのアクセスとして切り替えま
す。
・URLフィルタ機能
特定のドメイン名（範囲指定も可）へのアクセスを禁止す
ることができます。この機能は順引き情報設定にて設定し
ます。
・問い合わせタイプフィルタ機能
送信元IPアドレス範囲から送信される特定の問い合わせの
タイプのDNSパケットを破棄することができます。この
機能は順引き情報設定にて設定します。

［順引き情報一覧］
順引き情報はドメイン名によりDNSサーバを切り替え
る範囲を指定する場合に使用します。32個まで定義で
きます。必要な処理のボタンを選んで次のページに進ん
でください。
     　

ProxyDNS情報

HintHint

［逆引き情報一覧］
逆引き情報はIPアドレスによりDNSサーバを切り替え
る範囲を指定する場合に使用します。32個まで定義で
きます。必要な処理のボタンを選んで次のページに進ん
でください。
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1

ドメイン名
対象とするドメイン名の範囲を半角英数字80文字
以内で指定します。範囲指定には、以下のように、
'*' または '?' が使用できます。なお、ドメイン名の
チェックには大文字／小文字の区別はありません。

'*': 0文字以上の任意の文字に一致する 。
'?': 1文字の任意文字に一致する。

          《例》
               条件：
                    www.*.com
               一致：
                    www.testa.com
                    www.test1.test.com

               条件：
                    *test*
               一致：
                    www.test.com
                    test.com
                    test.co.jp

               条件：
                    www.test?.com
               一致：
                    www.test1.com
                    www.test2.com
                    www.testA.com

ProxyDNS情報設定（順引き）

ProxyDNS情報
ProxyDNS情報設定（順引き）

タイプ
対象とする問い合わせタイプを以下の５つから選ん
でください。
　　　・すべて（PTRを除く）
　　　・A（1）
　　　・SOA（6）
　　　・SRV（33）
　　　・その他
“その他”を選択した場合、問い合わせタイプを1
～11,13～65535の10進数で指定してくださ
い。

送信元IPアドレス／マスク
フィルタリング条件として送信元 IPアドレスとア
ドレスマスクを設定してください。チェック対象と
なったパケットの IPアドレスマスクと定義したア
ドレスマスクの論理積と、定義した IPアドレスと
アドレスマスクの論理積が等しい場合に条件に一致
したことになります。

動作
対象ドメインに対する動作を指定します。以下の3
つの動作から選択します。

廃棄する
該当ドメインの転送を無効にするフィルタを設定し
ます。URLフィルタとして利用する場合に指定し
ます。

接続先のDNSサーバへ問い合わせる
接続先情報で設定されたDNSサーバへ問い合わせ
ます。どのネットワークで使用するかを指定しま
す。指定したネットワークに複数の接続先が登録さ
れている場合は、マルチルーティングと優先順位に
従って接続先を決定します。

設定したDNSサーバへ問い合わせる
特定のDNSサーバへ問い合わせます。問い合わせ
るDNSサーバの IPアドレスを指定します。
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IPアドレス／アドレスマスク
対象とするネットワークの範囲を IPアドレスとア
ドレスマスクの組み合わせで指定します。

動作
対象ドメインに対する動作を指定します。以下の3
つの動作から選択します。

廃棄する
該当ネットワークの転送を無効にするフィルタを設
定します。

接続先のDNSサーバへ問い合わせる
接続先情報で設定されたDNSサーバへ問い合わせ
ます。どのネットワークで使用するかを指定しま
す。指定したネットワークに複数の接続先が登録さ
れている場合は、マルチルーティングと優先順位に
従って接続先を決定します。

設定したDNSサーバへ問い合わせる
特定のDNSサーバへ問い合わせます。問い合わせ
るDNSサーバの IPアドレスを指定します。

ProxyDNS情報設定（逆引き）
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1

登録されているホストデータベース情報の一覧です。必
要な処理のボタンを選んで次のページに進んでくださ
い。

ホストデータベース情報

ProxyDNS情報（逆引き）
ホストデータベース情報

HintHint ホストデータベースには以下の機能が
あります。

・DNSサーバ機能
「ホスト名」「IPアドレス」のペアを登録することにより、
ProxyDNSのDNSサーバ機能を使用することができま
す。
・リモートパワーオン機能
「MACアドレス」「Wake-up-ID」のペアを登録すること
により、Wakeup on LAN機能を使用することができま
す。
・DHCPスタティック機能
「IPアドレス」「MACアドレス」のペアを登録することに
より、DHCPで割り当てられるIPアドレスを端末固有の
ものとすることができます。
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ホスト名
DNSサーバ機能で使用されます。80文字以内で設
定します。使える文字は半角のアルファベット・数
字・ハイフン・ピリオドのみで、その他の記号は使
用できません。

IPアドレス
DNSサーバ機能およびDHCPスタティック機能で
使用されます。

MACアドレス
DHCPスタティック機能およびリモートパワーオ
ン機能で使用されます。MACアドレスは以下の形
式で設定します。
 xx:xx:xx:xx:xx:xx （xxは2桁の16進数）

Wake-up-ID
NetVehicleは、ISDN接続を契機にして、NetVehicle
と同じセグメント上に存在するMagic Packet対応シス
テムの電源を投入することができます。リモートパワーオ
ン機能使用時に、Magic Packetを送出するLAN機器の
識別IDを半角英数字を使用して19文字以内で設定しま
す。
Wake-up-IDを指定していなければISDN接続先か
らのリモートパワーオン指指示は行えません。

ホストデータベース情報設定
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1

［月間／週間予約一覧］
現在設定されている月間または週間の予約が表示されて
います。必要な処理のボタンを選んで次のページに進ん
でください。

［電話番号変更予約一覧］
現在設定されている電話番号変更の予約が表示されてい
ます。必要な処理のボタンを選んで次のページに進んで
ください。

スケジュール情報

スケジュール機能を使用する前に、必ずNetVehicleの時刻

設定を操作メニューから行ってください。

ホストデータベース情報設定
スケジュール情報
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動作
以下の中から予約する処理動作を選択します。
　・発信抑止
　・着信抑止
　・テレホーダイ
　・課金情報クリア
　・強制切断
　・スタンバイモードへ移行
　・スタンバイモードを解除
　・留守モードへ移行
　・留守モードを解除
　

予約時刻
選択した動作を実行（開始）する時刻と実行周期を
設定します。

終了時刻
選択した動作を終了する時刻を設定します。動作と
して発信抑止、着信抑止、テレホーダイを選択した
場合にのみ設定可能です。ここで予約時刻よりも早
い時刻を指定した場合、それは翌日の時刻になりま
す。

月間／週間予約設定
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1

全構成定義情報で定義されている電話番号について、指
定時刻に電話番号の変更を行うことができます。なお、
指定時刻にデータ通信を行っていると、いったん通信が
切れ、設定反映されます。

実行日時
電話番号を変更する日時を西暦で指定します。

電話番号変更情報
変更前と変更後の電話番号をそれぞれ32桁以内で
指定します。

電話番号変更予約設定

月間／週間予約設定
電話番号変更予約設定



54 第1章　設定リファレンス

第1章　設定リファレンス

この機能は、LANで接続されたパソコンから仮想ダイ
アルアップアダプタを通じてISDNのBチャネルへダイ
レクトに接続できるサービスです。

パソコン側は、Microsoft® Windows® のダイヤルアップネッ

トワークにおけるVPN（仮想プライベートネットワーク）

機能を使用します。

マルチTAの使用
マルチTAを使用するかどうかを選択します。

使用しない
マルチTAを使用しません。以下の設定は無効とな
ります。

使用する
マルチTAを使用します。以下の項目を設定します。

同時アクセス数
マルチTAとして使用するISDNのBチャネルの数
を設定します。

アクセス制限
全て許可する

すべてのパソコンが利用できます。
下記のパソコンのみ許可する

定義した IPアドレスとアドレスマスクの論理積に
合致するパソコンのみ利用できます。

マルチTA情報

強制切断タイマ
データ通信時の強制切断タイマを0～24時間の範
囲で設定します。
0を設定した場合には切断は行われません。

・ブラウザ画面からの強制切断操作ではマルチTA接続は

切断されません。ダイヤルアップネットワークの切断操

作を行ってください。

・スケジュールによる発呼抑止 /強制切断はマルチTA接
続では無効です。

接続先情報
接続先の電話番号、サブアドレスを設定します。電
話番号は32桁以内、サブアドレスは19桁以内で
設定します。

Microsoft® Windows®のダイヤルアップネットワークにおける
VPN機能に設定した電話番号、サブアドレスよりNetVehicle
に設定した電話番号、サブアドレスが優先されます。
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1

［網契約に関連する設定項目］
ISDN回線加入契約の内容に関する情報を設定します。

電話番号
自局の電話番号を半角数字32桁以内で指定しま
す。区切り文字として、－、（、）が使用できます。
この番号は、発信者番号通知機能を使用する場合、
アナログ発信時に網に通知されます。また、着信時
には網から自局番号が通知されない場合、当番号を
システムログにて表示します。

フレックスホン
フレックスホン

フレックスホンを使用するにはNTTと契約する必
要があります。

疑似フレックスホン
疑似フレックスホン機能を使用します。疑似フレッ
クスホン機能を使用すると、NTTとの契約がなく
ても疑似的にフレックスホン（三者通話、通信中転
送）を利用できます。

三者通話
通話中にその通話を保留して、別の相手に電話をか
けることができます。同時に三者で通話することも
できます。

通信中転送
通話中に別の相手に電話を転送することができま
す。

着信転送
かかってきた電話を、契約者番号、ダイヤルイン番
号、または鳴り分け番号ごとに別の電話に自動で転
送することができます。転送先電話番号を半角数字
32桁以内で指定します。区切り文字として、－、
（、）が使用できます。

使用しない
着信転送を行いません。

着信転送
着信転送を使用するにはNTTと契約する必要があ
ります。
着信転送を使用する場合に、以下の「転送元トーキ」
を流すかどうかを指定します。
「電話が転送されます。」等
着信転送を使用する場合に、以下の「転送トーキ」
を流すかどうかを指定します。
「ただいま電話を転送しますので、そのままお待ち
ください。」等

アナログ共通情報

マルチTA情報
アナログ共通情報
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疑似着信転送
疑似着信転送機能を使用して着信転送を行います。
疑似着信転送機能を使用すると、NTTとの契約が
なくても疑似的に着信転送を利用できます。

ｉ・ナンバー
電話番号を追加し、電話機ごとに鳴り分けができま
す。ｉ・ナンバーを使用するにはNTTと契約する
必要があります。

使用しない
ｉ・ナンバーを使用しません。

使用する
ｉ・ナンバーを使用します。鳴り分け番号および
動作モードを指定します。
鳴り分け番号１には、契約者番号を半角数字32
桁以内で指定してください。鳴り分け番号2、3
には、ｉナンバーサービス契約時に通知される契
約者番号以外の番号を半角数字32桁以内で指定
してください。

［装置の動作に関連する設定項目］
NetVehicleにつないだアナログ機器を利用する際、そ
の接続機器の動作に関する情報を設定します。

設定変更用暗証番号
外線からの設定変更時に使用する暗証番号を0～9
までの数字4桁で設定します。

留守状態設定
「在宅」または「留守」を選択します。
「留守」を設定した場合、外線からサブアドレス
（留守確認用番号）付き発信することで、無課金で
留守状態を確認することができます。留守確認用
番号の設定が必要です。

留守確認用番号
外線からの留守状態確認時に使用する確認用番号を
0～9までの数字４桁で設定します。

ダイヤル桁間タイマ
アナログポートに接続した電話やFAXからダイヤ
ルしたときに、最後のダイヤル入力からINSネット
64に発信するまでの時間を変更することができま
す。

フッキング時間
電話機のキャッチボタン（フックボタン、フラッ
シュボタン）が正常に動作しない場合に認識時間を
変更することができます。

＃機能ボタン使用
「＃」を機能ボタンとして使用するかどうかを設定
します。

外線/内線リング音
外線用、内線用のリング音を選択できます。リング
音1は「リーン・リーン」、リング音2は「リンリ
ン・リンリン」、リング音3は「リンリンリン・リ
ンリンリン」です。
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1

［網契約に関連する設定項目］
ISDN回線加入契約の内容に関する情報を設定します。

ダイヤルイン番号
ダイヤルイン番号を32桁以内で設定します。
INSネット64の契約時にダイヤルインサービスを
契約されている場合は、ダイヤルイン番号を設定す
ることにより、装置背面のTEL1、TEL2に接続さ
れているアナログ機器を呼び分けることができま
す。

アナログポート1／2情報

ダイヤルイン番号をいずれかのポートに割り振り、
割り振った側の設定を行ってください。
なお、ダイヤルインサービスの契約で、「グローバ
ル着信利用を選択しない」場合は、契約者回線番号
もダイヤルイン番号としてご利用になれます。
INSネット64の契約内容（ダイヤルインサービス、
グローバル着信利用）、本装置の設定内容（ダイヤ
ルイン番号、グローバル着信）、および相手がダイ
ヤルした番号によって着信条件が変わります。

グローバル着信
INSネット64契約の内容が以下のいずれかに該当
し、相手が契約者回線番号をダイヤルした場合、こ
の設定により、装置背面のTEL1、TEL2に接続さ
れているアナログ機器の呼び出しを選択することが
できます。
・ダイヤルインサービスを契約していない
・ダイヤルインで「グローバル着信利用」で契約し
ている

する
呼び出すポートには、“する”を設定します。
INSネット64の契約内容（ダイヤルインサービス、
グローバル着信利用）、本装置の設定内容（ダイヤ
ルイン番号、グローバル着信）、および相手がダイ
ヤルした番号によって着信条件が変わります。

しない
グローバル着信しません。

発信者番号通知
発信者番号（契約者回線番号、ダイヤルイン番号、
または鳴り分け番号）を着信者側に通知するサービ
スです。発信者はポートごとに通知するかしない
か、または網契約内容に従うかを選択することがで
きます。
ダイヤルイン番号または鳴り分け番号を通知する場
合は、「ダイヤルイン番号」に通知する電話番号を
設定してください。

する
発信者番号を相手に通知します。

しない
発信者番号を相手に通知しません。

網契約に従う
INSネット64申込時の契約内容に従います。

アナログ共通情報
アナログポート1／2情報



58 第1章　設定リファレンス

キャッチホン
通話中に別の相手からの着信があると、その通話を
保留して新しい相手と通話することができます。

キャッチホン
キャッチホンを使用します。
キャッチホンを使用するにはNTTと契約する必要
があります。

使用しない
キャッチホンを使用しません。

疑似キャッチホン
フレックスホン未契約の場合は、“疑似キャッチホ
ン”を選択すると疑似的にキャッチホンが使用でき
ます。
接続機器でモデム／FAXを指定したポートには、
通信を妨げないためにキャッチホン動作は行いませ
ん。

［装置の動作に関連する設定項目］
NetVehicleのアナログポート1（TEL1）につないだ
アナログ機器を利用する際、その接続機器の動作に関す
る情報を設定します

接続機器
アナログポート1に接続する機器を以下の中から選
択します。

電話
電話を接続する場合に指定します。

FAX（キャッチホン着信）
電話つきFAXを接続し、発信時はFAXの動作、着
信時は電話として動作させる場合に指定します。

モデム
モデムを接続する場合に指定します。

FAX
FAXを接続する場合に指定します。

FAX（無鳴動強制着信）
無鳴動着信機能（FAXを受信したときに、着信音を
鳴らさずに応答する機能）を備えたFAXを接続す
る場合に指定します。

FAX（無鳴動識別着信）
無鳴動着信機能を備えたFAXを接続する場合に指
定します。相手がG3FAXの場合だけ無鳴動着信を
行います。

なし
アナログポート1は使用できません。

サブアドレス
サブアドレスを半角英数字19文字以内で指定しま
す。
サブアドレス番号を設定し、相手が発信する時にそ
のサブアドレスを指定することで、装置背面の

TEL1、TEL2に接続されているアナログ機器を呼
び分けることができます。
なお、相手がアナログ電話網から発信する場合に
は、サブアドレスが使えないので、この指定による
呼び分けはご利用になれません。
NetVehicleのサブアドレス設定および、相手側の
サブアドレスの利用状況によって着信条件が変わり
ます。

発信／着信選択
該当するポートが発信専用／着信専用または発着信
可能か指定します。

受話音量
該当するアナログポートの受話音量を指定します。

リバースパルス送出
該当するアナログポートにてリバースパルス信号を
送出するかどうかを選択します。リバースパルス
は、外から電話がかかってきて通話中に相手から電
話を切った場合に、通話が終了したことを通知する
信号です。例えば、留守番電話で相手が切断したら
同時にメッセージの録音を終了する機能を備えてい
るときに有効です。

送出する
リバースパルス信号を送出します。

送出しない
リバースパルス信号を送出しません。

通話中着信音送出時間
外線通話中に第三者からの着信があると通話中に
着信音が聞こえます。この通話中に着信音を送出
し続ける時間を0～30秒の範囲で選択できま
す。0を指定すると、第三者が切断するまで送出
し続けます。
なお、指定時間が経過し、通話中に着信音が聞こ
えなくなっても第三者が切断しなければ、フレッ
キングにより第三者と通話ができます。

フレックスホン自動切替
フレックスホンを利用して通話中に、話している相
手が電話を切断した場合、自動的に保留になってい
た相手と通話できるようにする機能です。

使用する
フレックスホン自動切替機能を使用します。

使用しない
フレックスホン自動切替機能を使用しません。

通信前情報通知
アナログポートでの通信（通話）を開始する前にア
ナログ通信機器に対して情報を通知する機能です。
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1
使用しない

通信前情報通知機能を使用しません。
モデム信号での通知

ナンバー・ディスプレイ対応アナログ機器をご使用
の場合、“ナンバー・ディスプレイを使用する”を
チェックすることにより、アナログ機器に相手番号
を表示することができます。リング音の異常や回線
切断等のトラブルが起こる場合がありますので、ナ
ンバー・ディスプレイ未対応のアナログ機器をご使
用の際には、チェックしないでください。
NTTのナンバー・ディスプレイサービスを契約さ
れていない場合、アナログ電話網からの電話に関し
ては、相手番号は表示されません。
また、相手側の契約内容により相手番号が表示され
ない場合もあります。
使用モード設定を“モード1”にして正常に動作し
ない場合は、“モード2”にしてください。

モデムダイヤルイン対応アナログ機器をご使用の場
合、“モデムダイヤルインを使用する”をチェック
することにより、電話やFAXなど機能ごとに個別
の番号を持つことができます。着信したときに、モ
デム信号で着信番号を電話機に通知します。
使用モード設定を“モード1”にして正常に動作し
ない場合は、“モード2”にしてください。

PB信号での通知
アナログダイヤルイン対応アナログ機器をご使用の
場合、電話やFAXなど機能ごとに個別の番号を持
つことができます。着信したときに、PB信号で着
信番号を電話機に通知します。

キャッチホン・ディスプレイ
キャッチホン・ディスプレイ対応アナログ通信機器
をご使用の場合、「キャッチホン・ディスプレイ」の
設定を「使用する（モード1）」にすることにより、
アナログ通信機器に話中着信相手番号を表示するこ
とができます。 キャッチホン・ディスプレイ機能を
ご使用の際は、キャッチホンの設定を行う必要があ
ります。NTTのナンバー・ディスプレイサービス
を契約されていない場合、アナログ電話網からの電
話に関しては、相手電話番号は表示されません。ま
た、相手側の契約内容により相手電話番号が表示さ
れない場合もあります。 「使用する（モード1）」で
正常に動作しない場合は、「使用する（モード2）」、
「使用する（モード3）」または「使用する（モード
4）」にしてください。

［発信規制情報設定］
規制したい局番や電話番号を登録しておき、その番号に
対しての外線発信を規制することができます。ポートご
とに指定できます。必要な処理のボタンを選んで、次の
ページに進みます。

アナログポート1／2情報
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発信規制情報設定（発信抑止）

［外線発信抑止番号設定］
あらかじめ外線発信を抑止したい局番や電話番号を登録
しておきます。ポートごとに発信を許可する番号を指定
できます。

抑止番号
外線発信を抑止する番号を半角数字32桁以内で指
定します。
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1発信規制情報設定（発信許可）

［外線発信許可番号設定］
あらかじめ外線発信を規制したい局番や電話番号を登録
しておきます。ポートごとに発信を許可する番号を指定
できます。

許可番号
外線発信を許可する番号を半角数字32桁以内で指
定します。

発信規制情報設定（発信抑止）
発信規制情報設定（発信許可）
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送出着信番号情報

［送出着信番号情報］
モデムダイヤルイン、アナログダイヤルイン時に、接続
機器に送出する着信番号についての設定ができます。

番号送出方法設定
接続機器に対して送出する着信番号の送出方法を設
定できます。

送出番号設定
それぞれの着信番号ごとに、機器に対して送出する
番号を指定することができます。
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1

［識別着信共通情報］
着信時に相手の発信者番号によって異なる着信時の呼び
出し動作を指定できます。ここでは、識別着信情報の一
覧にある相手先すべてに共通する動作を設定します。

識別着信優先リング回数
優先ポートとして指定したポートのみ呼び出すリン
グの回数を指定します。指定回数呼び出しても受話
器を取らない場合は、両ポートの呼び出しを行いま
す。
設定範囲は1～10です。

識別リング音
相手電話番号によって識別するか、着信電話番号
によって識別するかを選択できます。
識別着信用のリング音を選択できます。リング音
1は「リーン・リーン」、リング音2は「リンリ
ン・リンリン」、リング音3は「リンリンリン・
リンリンリン」です。

識別着信情報

［識別着信情報一覧］
現在設定されている識別着信情報が表示されています。
デフォルト定義、公衆電話着信、発信者番号非通知着信
と、それ以外に10個まで設定できます。必要な処理の
ボタンを選んで次のページに進んでください。

デフォルト定義
識別着信情報で、相手先に設定されていない相手か
らかかってきた電話の着信時の動作を指定します。

公衆電話着信
公衆電話からかかってきた電話の着信時の動作を指
定します。

発信者番号非通知着信
発信者番号を通知してこない電話の着信時の動作を
指定します。

送出着信番号情報
識別着信情報
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［識別着信情報］
デフォルト定義には、相手先に設定されていない相手か
らの着信の場合の動作を指定します。

動作モード
相手先に設定されていない相手からの着信があった
時の動作を指定します。

識別着信情報設定（デフォルト定義）
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1識別着信情報設定（公衆電話着信）

［識別着信情報］
公衆電話着信には、公衆電話からの着信の場合の動作を
指定します。

動作モード
公衆電話からの着信があった時の動作を指定しま
す。

識別着信情報設定（デフォルト定義）
識別着信情報設定（公衆電話着信）
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識別着信情報設定
（発信者番号非通知着信）

［識別着信情報］
発信者番号非通知着信には、相手から発信者番号が通知
されない場合の動作を指定します。公衆電話からの着信
は、発信者番号非通知着信に含まれません。

動作モード
発信者番号非通知の着信があった時の動作を指定し
ます。
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1

［識別着信情報］
相手電話番号および相手サブアドレスをキーとして相手
を特定し、着信時の呼び出し動作を変えることができま
す。
相手先の定義は10個まで指定できます（識別着信用リ
ング音で呼び出します）。

識別定義名
登録する識別着信情報の名称を半角英数字16文字
以内で設定します。

相手電話番号
登録する相手の電話番号を市外局番から半角数字
32桁以内で指定します。

相手サブアドレス
必要に応じて、着信相手を識別するためのサブアド
レスを半角英数字19文字以内で指定します。

動作モード
該当相手からの着信があった時の動作を指定しま
す。

利用する際には、NTTのナンバー・ディスプレイサービス

の契約が必要です。ただし、相手の方がINSネット64から

発信者番号を通知して電話をかけて来た場合は未契約の場

合でも利用できます。

識別着信情報設定

識別着信情報設定（発信者番号非通知着信）
識別着信情報設定
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この章では、
NetVehicleの代表的な接続形態のいくつかを紹介します。

NetVehicle をいろいろ
な接続形態で使う2

複数プロバイダと端末型接続する .................................................... 70
事業所LANどうしを ISDNで接続する .......................................... 73

事業所AのNetVehicleを設定する ......................................... 74
事業所BのNetVehicleを設定する ......................................... 78

インターネットとLANに同時接続する .......................................... 79
外部のパソコンと接続する（TA&PHS）........................................ 83
事業所LANどうしを専用線で接続する .......................................... 88

本社のNetVehicleを設定する .................................................. 89
支店のNetVehicleを設定する .................................................. 91

OCNエコノミーと接続する .............................................................. 92
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複数プロバイダと端末型接続する

「マルチルーティング（ソースアドレスルーティング）機能」を使うと、パソコンのIPアドレスごとに接続
先を変えることができます。
ここでは、パソコンが複数あって、それぞれのパソコンが別のプロバイダに加入しているような場合、
NetVehicleの「マルチルーティング（ソースアドレスルーティング）機能」を使って、それぞれ自分が加
入するプロバイダに接続する場合を例に説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

設定を行う前に、必ずNetVehicleをご購入時の状態に戻してください。以前の設定が残っていると、設定例の

手順で設定できなかったり手順どおり設定しても通信できないことがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

参 照� ■基本編　「ご購入時の状態に戻すには」（P.106）

ISDNの回線網�

プロバイダA プロバイダB

パソコンB,CはプロバイダBへ�パソコンAはプロバイダAへ�

A B C

通信条件
パソコンAはプロバイダA（ISP-A）へ接続する
パソコンAの IPアドレス ：192.168.1.2/32
プロバイダA（ISP-A）の接続先 ：03-2222-1111
パソコンA以外はプロバイダB（ISP-B）へ接続する
マルチNATを使用する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

文字入力フィールドには半角文字（0～9、A～Z、a～z、および記号）だけを使用してください。ただし、空

白文字、「”」、「<」、「>」、「&」、「%」は入力しないでください。入力した場合、ブラウザでの設定が不可能とな

ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○かんたん設定で基本的な設定を行う

1. かんたん設定のインターネットへの「ISDN接続」でプロバイダBの設定を行います。

参 照� プロバイダの登録→■基本編　「「かんたん設定」で設定する（インターネットへ ISDN接続のとき）」（P.61）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○詳細設定でプロバイダAの情報を追加する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］で「internet」欄の［修正］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［接続先一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「接続先情報設定」ページが表示されます。

4. プロバイダAの情報を指定します。
［基本情報］で以下の項目を指定します。

接続先名 → ISP-A（プロバイダAの名称）
ダイヤル1（電話番号） →03-2222-1111（プロバイダAより提示された接続先の電話番号）

［マルチルーティング］で以下の項目を指定します。
ソースアドレスルーティング（ローカルホスト IPアドレス） →192.168.1.2

（パソコンAの IPアドレス）
ソースアドレスルーティング（アドレスマスク） →32

補 足�� この例では対象となるパソコンが1台のため、255.255.255.255となります。IPアドレスとアドレスマスクを

組み合わせることにより、複数の IPアドレスを対象とすることができます。

［発信情報］で以下の項目を指定します。
送信認証情報（送信認証 ID） →プロバイダAから提示された内容
送信認証情報（認証パスワード） →プロバイダAから提示された内容

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

複数プロバイダと端末型接続する
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5. ［更新］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページに戻ります。

6. ISP-Aの優先順位が「1」でない場合は、移動先の優先順位に「1」を入力し［移動］ボタ
ンをクリックします。すでに優先順位が「1」になっている場合は、手順9.へお進みくだ
さい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

接続先には優先度があるため、マルチルーティングの設定をしない接続先の優先度を高くすると、優先度の低い

マルチルーティング設定は無効となります。接続先の優先順位に気をつけてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7. ［NAT情報］で以下の項目を指定します。
NATの使用 →マルチNAT

補 足�� このマルチNATは、動的NATを意味します。

参 照� 動的NAT→「マルチNAT機能（アドレス変換機能）を使う」（P.98）

8. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

◆「ソースアドレスルーティング機能」を使うとき、IPアドレスの割り当てはどう
するの？
「DHCPサーバ機能」を利用すると、DHCPサーバは空いているIPアドレスを要求のあったパソコ
ンに順次割り当てていきます。このため、パソコンの IPアドレスが変わることがあります。

ところで、NetVehicleがサポートしている「IPフィルタリング機能」、「静的NAT機能」、「マルチ
ルーティング機能」などは、パソコンのIPアドレスが常に固定されていないと使いにくい場合があ
ります。そこで、これらの機能を使用しながらNetVehicleのDHCPサーバも利用できるように、
「DHCPスタティック機能」が用意されています。

LAN（Ethernet）で通信する機器にはMACアドレスという固有のアドレスが設定されています。
MACアドレスは世界中で絶対に重複しないように管理されているため、この値から機器を特定でき
るのです。

参 照� DHCPスタティック機能の設定→「DHCPスタティック機能を使う」（P.135）

HintHint



73

第2章　NetVehicleをいろいろな接続形態で使う

2

事業所LANどうしをISDNで接続する

ここでは、ISDN回線を介して2つの事業所（事業所A、事業所B）のネットワークを接続する場合を例に
説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

設定を行う前に、必ずNetVehicleをご購入時の状態に戻してください。以前の設定が残っていると、設定例の

手順で設定できなかったり手順どおり設定しても通信できないことがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

参 照� ■基本編　「ご購入時の状態に戻すには」（P.106）

ISDNの回線網�

LAN側のIPアドレス�
192.168.1.1

LAN側のIPアドレス�
192.168.2.1

192.168.1.32 192.168.2.32

事業所B事業所A

Tel.044-999-9999Tel.03-7777-7777

通信条件
ユーザ認証 IDとユーザ認証パスワード（事業所A：東京事業所）

送信時 kawasaki、kawapass
受諾時 tokyo、tokyopass

ユーザ認証 IDとユーザ認証パスワード（事業所B：川崎事業所）
送信時 tokyo、tokyopass
受諾時 kawasaki、kawapass

電話番号
東京事業所：03-7777-7777
川崎事業所：044-999-9999

 NetVehicleのLAN側のネットワークアドレス/ネットマスク
東京事業所：192.168.1.0/24
川崎事業所：192.168.2.0/24

スタティックルーティング機能を使用する
DHCPサーバ機能は使用しない

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

文字入力フィールドには半角文字（0～9、A～Z、a～z、および記号）だけを使用してください。ただし、空

白文字、「”」、「<」、「>」、「&」、「%」は入力しないでください。入力した場合、ブラウザでの設定が不可能とな

ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

複数プロバイダと端末型接続する
事業所LANどうしを ISDNで接続する
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事業所AのNetVehicleを設定する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○回線接続情報（事業所A）を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「回線情報」をクリックします。
「回線情報設定」ページが表示されます。

2. ［回線情報］で以下の項目を指定します。
回線インタフェース → ISDN

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

3. ［更新］ボタンをクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○LAN情報（事業所A）を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「LAN情報」をクリックします。
「LAN情報設定」ページが表示されます。

2. ［IPアドレス］で以下の項目を指定します。
IPアドレス →192.168.1.1 （NetVehicleの LAN側の IPアドレス）
ネットマスク →24
ブロードキャストアドレス →ネットワークアドレス+オール1

［DHCP機能］で以下の項目を指定します。
DHCPサーバ機能 →使用しない

必要に応じて上記以外の項目を設定します。
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2

3. ［更新］ボタンをクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○接続先の情報（事業所B）を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［基本情報］で以下の項目を指定します。
ネットワーク名 → kaisya（接続するネットワークの名称）
自動ダイヤル →する

［NAT情報］で以下の項目を指定します。
NATの使用 →使用しない

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

4. ［接続先一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「このページの情報が変更されています。更新しますか？」というメッセージが表示されたら［OK］ボタ
ンをクリックします。
「接続先情報設定」ページが表示されます。

事業所LANどうしを ISDNで接続する
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5. ［基本情報］で以下の項目を指定します。
接続先名 →kawasaki
ダイヤル1（電話番号） →044-999-9999

［発信情報］で以下の項目を指定します。
送信認証情報（送信認証 ID） →tokyo
送信認証情報（認証パスワード） →tokyopass

［着信情報］で以下の項目を指定します。
着信許可 →する
受諾認証情報（認証 ID） →kawasaki
受諾認証情報（認証パスワード） →kawapass

［発信者番号識別による着信情報］で以下の項目を指定します。
発信者番号による識別 →番号チェックをする

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

6. ［更新］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページに戻ります。

7. ［スタティックルーティング情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「ルーティング情報設定」ページが表示されます。
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8. 以下の項目を指定します。
ネットワーク →ネットワーク指定
宛先 IPアドレス →192.168.2.1（接続先となるNetVehicleの IPアドレス）
宛先アドレスマスク →24（接続先となるNetVehicleのアドレスマスク）
メトリック値 →1

9. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

事業所LANどうしを ISDNで接続する
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事業所BのNetVehicleを設定する
「事業所AのNetVehicleを設定する」を参考に、事業所BのNetVehicleを設定します。その際、特に
指定のないものは、東京事業所と同じ設定にします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○回線接続情報（事業所B）を設定する

［回線情報］
回線インタフェース → ISDN

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ LAN情報（事業所B）を設定する

［IPアドレス］
IPアドレス →192.168.2.1（NetVehicleのLAN側の IPアドレス）
ネットマスク →24
ブロードキャストアドレス→ネットワークアドレス+オール1

［DHCP機能］
DHCPサーバ機能 →使用しない

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○接続先の情報（事業所A）を設定する

「ネットワーク情報設定」
［基本情報］

ネットワーク名 →kaisya（接続するネットワークの名称）
自動ダイヤル →する

［NAT情報］
NATの使用 →使用しない

「接続先情報設定」
［基本情報］

接続先名 →tokyo
ダイヤル1（電話番号） →03-7777-7777

［発信情報］
認証 ID → kawasaki
認証パスワード →kawapass

［着信情報］
着信許可 →する
認証 ID → tokyo
認証パスワード →tokyopass

「ルーティング情報設定」
ネットワーク →ネットワーク指定
宛先 IPアドレス →192.168.1.1（接続先となるNetVehicleの IPアドレス）
宛先アドレスマスク →24（接続先となるNetVehicleのアドレスマスク）
メトリック値 →1
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2

インターネットとLANに同時接続する

ISDNのBチャネルを2つ使うと、インターネットとLANをシームレスに使えます。ここでは、インター
ネットでWWWを利用しながら会社のLANにも接続する場合を例に説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

設定を行う前に、必ずNetVehicleをご購入時の状態に戻してください。以前の設定が残っていると、設定例の

手順で設定できなかったり手順どおり設定しても通信できないことがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

参 照� ■基本編　「ご購入時の状態に戻すには」（P.106）

ISDNの回線網�
LAN側のIPアドレス�
192.168.1.1

LAN側のIPアドレス�
192.168.2.1

会社のLAN自宅のLAN

Tel.03-1111-1111Tel.03-3333-3333

アクセスポイント�
Tel.03-2222-2222�

�

Internet

サーバ�

通信条件
スモールオフィスで新規にLANを構築する
会社にはネットワーク型ダイヤルアップ接続を行う

会社のルータが接続されている電話番号 ：03-1111-1111
送信認証 ID／送信認証パスワード ：officeid、officepass

プロバイダには端末型ダイヤルアップ接続する
接続先の電話番号 ：03-2222-2222
DNSサーバ ：192.10.10.10
ユーザ認証 ID ：tokyoid
ユーザ認証パスワード ：tokyopass

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

文字入力フィールドには半角文字（0～9、A～Z、a～z、および記号）だけを使用してください。ただし、空

白文字、「”」、「<」、「>」、「&」、「%」は入力しないでください。入力した場合、ブラウザでの設定が不可能とな

ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

事業所LANどうしを ISDNで接続する
インターネットとLANに同時接続する
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○かんたん設定でインターネット接続の設定を行う

1. かんたん設定でインターネットへの「ISDN接続」をクリックします。
「かんたん設定（インターネットへ ISDN接続）」ページが表示されます。

2. ［必須設定］で以下の項目を指定します。
接続先の電話番号 →03-2222-2222（プロバイダから提示された内容）
ユーザ認証 ID → tokyoid（プロバイダから提示された内容）
ユーザ認証パスワード →tokyopass（プロバイダから提示された内容）

［オプション設定］で以下の項目を指定します。
DNSサーバ →192.10.10.10（プロバイダから提示されたDNSサーバのIPアドレス）
接続ネットワーク名 → internet（接続するネットワークの名称）
接続先名 → ISP-A （プロバイダの名称）

3. ［設定終了］ボタンをクリックします。
再起動後に、通信できる状態になります。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○接続先の情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［基本情報］で以下の項目を指定します。
ネットワーク名 →kaisya（接続するネットワークの名称）
自動ダイヤル →する

［NAT情報］で以下の項目を指定します。
NATの使用 →使用しない

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

4. ［接続先一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「このページの情報が変更されています。更新しますか？」というメッセージが表示されたら［OK］ボタ
ンをクリックします。
「接続先情報設定」ページが表示されます。

5. ［基本情報］で以下の項目を指定します。
接続先名 →office（接続先の名称）
ダイヤル1（電話番号） →03-1111-1111（接続先の電話番号）

インターネットとLANに同時接続する
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［発信情報］で以下の項目を指定します。
送信認証情報（認証 ID） →officeid
送信認証情報（認証パスワード） →officepass

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

6. ［更新］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページに戻ります。

7. ［スタティックルーティング情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「ルーティング情報設定」ページが表示されます。

8. 以下の項目を指定します。
ネットワーク →ネットワーク指定
宛先 IPアドレス →192.168.2.0（接続先のネットワークアドレス）
宛先ネットマスク →24（接続先のネットマスク）
メトリック値 →1

9. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

NetVehicleの IPアドレスを変更した場合、再起動後にNetVehicleにアクセスするためには、URLを変更す

る必要があります。 また、パソコン側の設定変更および再起動を行ってください。

会社LAN上のホスト名の名前解決を行う場合は、ProxyDNSの設定が必要です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

参 照� ProxyDNSの設定のしかた→「DNSサーバを使いこなす（ProxyDNS）」（P.125）
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2

外部のパソコンと接続する（TA&PHS）

ここでは、ISDN回線経由で外部からNetVehicleへの着信接続とLAN側から外部のパソコンへの発信接
続を許可した接続形態の場合を例に説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

設定を行う前に、必ずNetVehicleをご購入時の状態に戻してください。以前の設定が残っていると、設定例の

手順で設定できなかったり手順どおり設定しても通信できないことがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

参 照� ■基本編　「ご購入時の状態に戻すには」（P.106）

ISDNの回線網�

LAN側のIPアドレス�
192.168.1.1

サーバ�

TA
192.168.1.35�

�

　192.168.1.34
PHS網�

PHS

ノートパソコン�
+�

PIAFS対応通信カード�

通信条件
< ノートパソコン + PHS （NTT DoCoMo）>
受諾認証 ID ：mobileid
受諾認証パスワード ：mobilepass�
送信認証 ID ：phsid
送信認証パスワード ：phspass�
割り当て IPアドレス ：192.168.1.34
電話番号 ：070-1234-5678
PHS通信速度 ：64Kbps

< パソコン + TA >
受諾認証 ID ：sohoid
受諾認証パスワード ：sohopass�
送信認証 ID ：homeid
送信認証パスワード ：homepass
割り当て IPアドレス ：192.168.1.35
電話番号 ：03-1234-5678
NetVehicleのLAN側のネットワークアドレス/ネットマスク：192.168.1.0/24

参 照� アクセスサーバの設定について（着信接続のみの場合）→「外部のパソコンから着信接続する（アクセスサーバ

機能）」（P.136）

インターネットとLANに同時接続する
外部のパソコンと接続する(TA&PHS)
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補 足�� NetVehicleのLAN側のネットワークと同一のネットワークアドレスを別ネットワークのパソコンに割り当てる

ことによって、Proxy ARPが自動的に動作し、ISDN回線経由で接続されたパソコンがLAN上に存在するよう
に扱えます。

◆Proxy ARPとは
Ethernet上で通信する場合、相手を識別するためにMACアドレスが使用されます。このとき、IP
アドレスとMACアドレスの対応付けを行う手段としてARP（Address Resolution Protocol）
が使用されます。

ブロードキャストでARP要求を発行することにより、LAN上で自分のIPアドレスに関連するARP
要求であると認識したパソコンは、自分のMACアドレスを送り返します。Proxy ARPとは、パソ
コンから送られてくるARP要求に対して、実際のパソコンの代わりに応答する機能です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

文字入力フィールドには半角文字（0～9、A～Z、a～z、および記号）だけを使用してください。ただし、空

白文字、「”」、「<」、「>」、「&」、「%」は入力しないでください。入力した場合、ブラウザでの設定が不可能とな

ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○回線情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「回線情報」をクリックします。
「回線情報設定」ページが表示されます。

2. ［回線情報］で以下の項目を指定します。
回線インタフェース → ISDN

3. ［更新］ボタンをクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○接続先（ノートパソコン＋PHS）情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

HintHint
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3. ［基本情報］で以下の項目を指定します。
ネットワーク名 →outside（接続するネットワークの名称）
WAN側 IPアドレス →設定する
相手 IPアドレス →192.168.1.34
自側 IPアドレス →192.168.1.1
自動ダイヤル →する

［NAT情報］で以下の項目を指定します。
NATの使用 →使用しない

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

4. ［接続先一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「このページの情報が変更されています。更新しますか？」というメッセージが表示されたら［OK］ボタ
ンをクリックします。
「接続先情報設定」ページが表示されます。

5. ［基本情報］で以下の項目を指定します。
接続先名 →PHS（接続先の名称）
ダイヤル1（電話番号） →070-1234-5678
ダイヤル1（相手種別） →64kPIAFS（NTT DoCoMo方式）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

PIAFS 64Kbpsを使用する場合、発信側からサブアドレスを発信しても通知されないため、着信時の接続先情

報でサブアドレスを指定しても無効となります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外部のパソコンと接続する(TA&PHS)
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［発信情報］で以下の項目を指定します。
送信認証情報（送信認証 ID） →phsid
送信認証情報（認証パスワード） →phspass

［着信情報］で以下の項目を指定します。
着信許可 →する
受諾認証情報（認証 ID） →mobileid
受諾認証情報（認証パスワード）→mobilepass

［発信者番号識別による着信情報］で以下の項目を指定します。
発信者番号による識別 →番号チェックをする

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

6. ［更新］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページに戻ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○接続先（パソコン＋TA）情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［基本情報］で以下の項目を指定します。
ネットワーク名 →home（接続するネットワークの名称）
WAN側 IPアドレス →設定する
相手 IPアドレス →192.168.1.35
自側 IPアドレス →192.168.1.1
自動ダイヤル →する

［NAT情報］で以下の項目を指定します。
NATの使用 →使用しない

必要に応じて上記以外の項目を設定します。
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4. ［接続先一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「このページの情報が変更されています。更新しますか？」というメッセージが表示されたら［OK］ボタ
ンをクリックします。
「接続先情報設定」ページが表示されます。

5. ［基本情報］で以下の項目を指定します。
接続先名 →TA（接続先の名称）
ダイヤル1（電話番号） →03-1234-5678
ダイヤル1（相手種別） → ISDN

［発信情報］で以下の項目を指定します。
送信認証情報（認証 ID） →homeid
送信認証情報（認証パスワード） →homepass

［着信情報］で以下の項目を指定します。
着信許可 →する
受諾認証情報（認証 ID） →sohoid
受諾認証情報（認証パスワード） →sohopass

［発信者番号による着信識別］で以下の項目を指定します。
発信者番号による識別 →番号チェックをする

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

6. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

外部のパソコンと接続する(TA&PHS)
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第2章　NetVehicleをいろいろな接続形態で使う

事業所LANどうしを専用線で接続する

ここでは、高速ディジタル専用線（DA128）を介して2つの事業所（本社、支店）のネットワークを接続
する場合を例に説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

設定を行う前に、必ずNetVehicleをご購入時の状態に戻してください。以前の設定が残っていると、設定例の

手順で設定できなかったり手順どおり設定しても通信できないことがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

参 照� ■基本編　「ご購入時の状態に戻すには」（P.106）

DA128

ネットワークIPアドレス�
192.168.1.0

ネットワークIPアドレス�
192.168.2.0

LAN側のIPアドレス�
192.168.1.1

192.168.1.2

LAN側のIPアドレス�
192.168.2.1

支店�本社�

基幹ネットワーク側ルータ�
IP アドレス�

192.168.1.3

DNSサーバ�

基幹ネットワーク�

通信条件
［本社］

専用線（128Kbps）を使用する
DHCPサーバ機能は使用しない
アドレス変換機能は使用しない
DNSサーバ ：192.168.1.2
LAN側のネットワークアドレス/ネットマスク ：192.168.1.0/24
NetVehicleの IPアドレス ：192.168.1.1
基幹ネットワーク側ルータ IPアドレス ：192.168.1.3

［支店］
LAN側のネットワークアドレス/ネットマスク ：192.168.2.0/24
NetVehicleの IPアドレス ：192.168.2.1

補 足�� この例では、本社にDNSサーバが存在しIPアドレスを固定にする必要があるので、本社側ではDHCPサーバ機

能は使用しない条件にしました。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

文字入力フィールドには半角文字（0～9、A～Z、a～z、および記号）だけを使用してください。ただし、空

白文字、「”」、「<」、「>」、「&」、「%」は入力しないでください。入力した場合、ブラウザでの設定が不可能とな

ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



89

2

本社のNetVehicleを設定する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○回線情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「回線情報」をクリックします。
「回線情報設定」ページが表示されます。

2. ［回線情報］で以下の項目を指定します。
回線インタフェース                →HSD（128Kbps）

3. ［更新］ボタンをクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○LAN情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「LAN情報」をクリックします。
「LAN情報設定」ページが表示されます。

2. ［IPアドレス］で以下の項目を指定します。
IPアドレス →192.168.1.1（NetVehicleの LAN側の IPアドレス）
ネットマスク →24
ブロードキャストアドレス →ネットワークアドレス+オール1

［DHCP機能］で以下の項目を指定します。
DHCPサーバ機能 →使用しない

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

3. ［スタティックルーティング情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「ルーティング情報設定」ページが表示されます。

事業所LANどうしを専用線で接続する
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4. 以下の項目を指定します。
ネットワーク →デフォルトルート
中継ルータアドレス →192.168.1.3（基幹ネットワーク側 IPアドレス）
メトリック値 →1

5. ［更新］ボタンをクリックします。
「LAN情報設定」ページに戻ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○接続先の情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［基本情報］で以下の項目を指定します。
ネットワーク名              → Siten1（接続するネットワークの名称）

［NAT情報］で以下の項目を指定します。
NATの使用                →使用しない

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

4. ［スタティックルーティング情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「このページの情報が変更されています。更新しますか？」というメッセージが表示されたら［OK］ボタ
ンをクリックします。
「ルーティング情報設定」ページが表示されます。
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5. 以下の項目を指定します。
ネットワーク →ネットワーク指定
宛先 IPアドレス →192.168.2.1（接続先の IPアドレス）
宛先アドレスマスク →24（接続先のアドレスマスク）
メトリック値 →1

6. ［更新＋再起動］ボタンをクリックします。
再起動後に、通信できる状態になります。

支店のNetVehicleを設定する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○「かんたん設定（インターネットへ専用線接続）」で設定する

［必須設定］
NetVehicleの IPアドレス →192.168.2.1（NetVehicleの LAN側の IPアドレス）
NetVehicleのネットマスク →24
使用する回線速度 →128Kbps
DNSサーバ →192.168.1.2

［オプション設定］
接続ネットワーク名  → kaisya（接続するネットワークの名称）
アドレス変換  →使用しない

補 足�� 「かんたん設定（インターネットへ専用線接続）」の省略値ではデフォルトルートを設定します。また、「かんた
ん設定（オフィスへ専用線接続）」の省略値では相手ルータのIPアドレスとネットマスクを元にスタティックルー
トを設定します。この設定例では本社のネットワーク内に基幹ネットワークにつながるルータが存在します。こ
のため本社側への経路をデフォルトルートとする必要があります。それでここでは「かんたん設定（インター
ネットへ専用線接続）」を使用しています。ただし、この場合DHCPサーバが動作するので、DHCPサーバ機能
を使用しない場合は「詳細設定」で設定を変更してください。本社のネットワークに基幹ネットワークにつなが
るルータが存在しない場合は、「かんたん設定（オフィスへ専用線接続する）」で設定できます。

参 照� ■基本編　「かんたん設定（インターネットへ専用線接続）」の省略値について（P.73）

参 照� ■基本編　「かんたん設定（オフィスへ専用線接続）」の省略値について（P.80）

事業所LANどうしを専用線で接続する
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第2章　NetVehicleをいろいろな接続形態で使う

OCNエコノミーと接続する

ここでは、OCNエコノミーと接続する際に、LAN側に接続されたパソコンの台数が割り当てられたIPア
ドレスより多い場合を例に説明します。パソコンの台数が割り当てIPアドレス以下の場合については、基本
編の「かんたん設定で設定する（インターネットへ専用線接続のとき）」（P.70）を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

設定を行う前に、必ずNetVehicleをご購入時の状態に戻してください。以前の設定が残っていると、設定例の

手順で設定できなかったり手順どおり設定しても通信できないことがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

参 照� ■基本編　「ご購入時の状態に戻すには」（P.106）

OCNの回線網�

Internet

LAN側のパソコンのIPアドレス�
192.168.1.2～192.168.1.254

LAN側のIPアドレス�
192.168.1.1

OCN側のIPアドレス�
172.16.184.33

通信条件
ネットワークアドレス ：172.16.184.32/29
NetVehicleの IPアドレス ：172.16.184.33
OCNエコノミー（専用線：128Kbps）を使用する
OCN側のDNSサーバを使用する ：192.10.10.10
OCNより提示されたドメイン名 ：domain.ocn.ne.jp
接続されたパソコンの台数が割り当てられた IPアドレス（5+1）よりも多い（253+1）
割り当て IPアドレス
       ネットワークアドレス ：172.16.184.32
       ホストアドレス ：172.16.184.33～172.16.184.38
       ブロードキャストアドレス ：172.16.184.39
プライベートアドレスでLANを構築する
        LAN側のネットワークアドレス ：192.168.1.0/24
        LAN側のNetVehicleの IPアドレス ：192.168.1.1
        LAN側のパソコンの IPアドレス ：192.168.1.2～192.168.1.254

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

文字入力フィールドには半角文字（0～9、A～Z、a～z、および記号）だけを使用してください。ただし、空

白文字、「”」、「<」、「>」、「&」、「%」は入力しないでください。入力した場合、ブラウザでの設定が不可能とな

ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○かんたん設定で専用線接続の設定を行う

1. かんたん設定でインターネットへの「専用線接続」をクリックします。
「かんたん設定（インターネットへ専用線接続）」ページが表示されます。

2. ［必須設定］で以下の項目を指定します。
NetVehicleの IPアドレス →192.168.1.1
ネットマスク →24
使用する回線速度 →128Kbps
DNSサーバ →192.10.10.10（OCNより提示された内容）

［オプション設定］で以下の項目を指定します。
接続ネットワーク名 →接続するネットワークの名称
ドメイン名 →domain.ocn.ne.jp（OCNより提示されたドメイン名）
アドレス変換 →マルチNAT
グローバルアドレス →172.16.184.34（アドレス変換でパソコンに割り当てる連続し

た IPアドレスの先頭）
アドレス個数 →5（連続したグローバルアドレスの個数）

補 足�� �この例ではOCNより割り当てられるIPアドレスは8個です。そのうちネットワークアドレス（1個）、ブロード

キャストアドレス（1個）、NetVehicleの IPアドレス（1個）を除いた5個がバソコンに割り当てることのでき
る IPアドレスとなります。

3. ［設定終了］ボタンをクリックします。
再起動後に、通信できる状態になります。

OCNエコノミーと接続する



94 第2章　NetVehicleをいろいろな接続形態で使う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アドレス変換情報を設定する

補 足�� OCNサポートからNetVehicleに向かってPINGのテストを行う場合があるため、NetVehicleにはグローバルア

ドレスを割り当てておく必要があります。

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］でかんたん設定で設定したネットワーク名の欄の［修正］ボタン
をクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. 「静的NAT情報一覧」で［追加］ボタンをクリックします。
「静的NAT情報設定」ページが表示されます。

4. 以下の項目を指定します。
プライベート IP情報（IPアドレス） →192.168.1.1
プライベート IP情報（ポート番号） →すべて
グローバル IP情報（IPアドレス） →172.16.184.33
グローバル IP情報（ポート番号） →すべて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

NetVehicleの IPアドレスを変更した場合、再起動後にNetVehicleにアクセスするためには、パソコンの再

起動およびURLを変更する必要があります。

動的NATと静的NATが混在する場合、動的NATで使用する IPアドレスと静的NATで使用する IPアドレス

は重複しないようにしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5. ［更新］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページに戻ります。

6. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

ネットワーク型接続でマルチNATを使用する際には、グローバルアドレスの設定が必須となります。なお、端

末型接続では、接続時にグローバルアドレスが割り当てられるため、設定は不要です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ログインパスワードを設定する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

OCNエコノミーを使用する場合、NetVehicleにグローバル IPアドレスを割り振られtelnetなどで接続が可

能となるため、ログインパスワードを設定してアクセスを制限しなくてはなりません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「パスワード情報」をクリックします。
「パスワード情報設定」ページが表示されます。

2. 以下の項目を指定します。
新しいログインパスワード                → himitu
ログインパスワードの確認                → himitu

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

OCNエコノミーと接続する
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この章では、
NetVehicleの便利な機能の活用方法について説明します。
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第3章　NetVehicleの便利な機能を活用する

マルチNAT機能（アドレス変換機能）を使う

NetVehicleはアドレス変換機能（NAT機能）をサポートしています。NAT機能はLAN内に接続された
複数台のパソコンで使用するプライベートアドレスをNetVehicleに割り当てたグローバルアドレスに変換
する機能です。NAT機能を使用すると限られた数のグローバルアドレスでそれ以上の数のパソコンを接続
できます。例えば、端末型接続でプロバイダからもらえる1台分のグローバルアドレスを使って、複数台の
パソコンからインターネットに接続できます。また、LAN内に接続されたパソコンのプライベートアドレス
は外部からわからないため、外部からの不正なアクセスを遮断できます。

ISDNの回線網�
アクセスポイント�

プロバイダ�

通信のたびに自動的に�
割り当てられる�
198.98.98.13

プライベートアドレス�
172.16.1.1

プライベートアドレス�
172.16.1.2

プライベートアドレス�
172.16.1.3

補 足�� ・プライベートアドレスとグローバルアドレスについて
　プライベートアドレスとは、ユーザが自由に割り当てることができる IPアドレスです。
　グローバルアドレスとは、インターネット上のホストを識別するために、InterNICなどのアドレス管理機構か
ら割り当てられる世界で唯一の IPアドレスです。プロバイダ接続の場合はプロバイダからもらえます。

・LANどうしを接続する場合（事業所間など）、両方プライベートアドレスとなることがあります。
　NetVehicleでは便宜上、WAN側のアドレスをグローバルアドレス、LAN側のアドレスをプライベートアドレ
スといいます。

・「端末型接続」と「ネットワーク型接続」はインターネットに接続する際のIPアドレスの割り当て方が異なります。
　端末型接続は、アクセスポイントに接続するごとにグローバルアドレスがプロバイダから動的に割り当てられ
ます。
　ネットワーク型接続は、LANを単位として接続する形態で、あらかじめプロバイダからグローバルアドレスが
割り当てられます。プロバイダ接続の場合は契約時の申し込み台数に応じてグローバルアドレスが割り当てら
れます。

NAT機能を使うと、すでにLANを構築している場合も、プライベートアドレスを変更することなくイン
ターネットに接続できるようになります。しかし、同時に接続できる台数は、割り当てられたグローバル
アドレスの個数に限られます。これを解決するために、マルチNAT機能があります。マルチNAT機能を
使うと、ポート番号を使って、割り当てられたグローバルアドレスの個数以上のパソコンを接続できます。
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マルチNAT機能とは、以下の2つの機能で構成されます。
動的NAT
静的NAT

補 足�� カタログ等で説明するマルチNAT機能は基本NAT、動的NAT、静的NATの総称です。

◆動的NATとは
基本NAT機能は、プライベートアドレスとグローバルアドレスを1対1に対応づけます。インター
ネットに同時に接続できるパソコンの台数はプロバイダと契約したグローバルアドレスの個数です。
「動的NAT」を使えば、使用可能なグローバルアドレスの個数以上のパソコンが同時に接続できま
す。

ISDNの回線網�
アクセスポイント�

プロバイダなど�

プライベートアドレス�
172.16.1.1

プライベートアドレス�
172.16.1.2

グローバルアドレス�
198.98.98.13�

172.16.1.1⇔198.98.98.13�
172.16.1.2⇔198.98.98.13

◆静的NATとは
基本NAT機能は、通信発生のたびに空いているグローバルアドレスを割り当てます。そのため、
LAN上のWebサーバを公開するような場合には適していません。「静的NAT」を使えば、特定の
パソコンやアプリケーションに同じIPアドレス、ポート番号を割り当てるので、この問題が解決で
きます。

ISDNの回線網�
アクセスポイント�

プロバイダなど�

プライベートアドレス�
172.16.1.1�
ポート番号�

80

プライベートアドレス�
172.16.1.2�
ポート番号�

23

グローバルアドレス�
198.98.98.13�
198.98.98.14�

ポート番号�
80�
23�
�172.16.1.1/80⇔198.98.98.13/80�

172.16.1.2/23⇔198.98.98.14/23

マルチNAT機能（アドレス変換機能）を使う

HintHint
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NAT機能の選択基準
ネットワーク環境および使用目的によって、適切なNAT機能を設定する必要があります。選択基準を以下
に示します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○NAT機能が必要な場合

端末型ダイヤルアップ接続する場合
プロバイダから割り当てられたグローバルアドレスより多くのパソコン（端末）を接続する場合
（ここでいう端末にはNetVehicleも含まれます）
既存のネットワークのアドレスをそのまま使用する場合
自側のネットワークのアドレスを隠す場合

●基本NATで十分な場合

端末型ダイヤルアップ接続で、同時に接続するパソコン台数が1台の場合
ネットワーク型接続で、同時に接続するパソコン台数がグローバルアドレス数以下の場合

●動的NATが必要な場合

端末型ダイヤルアップ接続で、同時に複数のパソコンから接続する場合
同時に接続するパソコンの台数がグローバルアドレス数を超える場合

●静的NATが必要な場合

外部にサービスを公開する場合（WWWサーバ、FTPサーバなど）
IPアドレスを意識して動作するアプリケーションを使用する場合

IPアドレスを意識して動作するアプリケーションの一つとしてインターネットゲームがあります。インター
ネットゲームはそれぞれ独自のデータ形式を持ち、データ中に IPアドレスを含むものがあります。
アドレス変換をする場合には、データ中の IPアドレスも意識しなくてはならないため、インターネット
ゲームごとの個別対応が必要となります。
NetVehicleでは、すべてのインターネットゲームに個別対応しているわけではありません。対応している
ものは、特別な設定をせずに動作が可能となります。また、未対応のものでも、静的NAT機能を利用する
ことで動作が可能になるものがあります。

補 足�� ・インターネットゲームを行う場合、マルチNATを設定しても同時接続台数は1台になる場合があります。

・対応確認済みのゲームやその他のアプリケーションについては、NetVehicleのサポートページを参照してくだ
さい。
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端末型接続でインターネットゲームをする
ここでは、個別対応していないインターネットゲームをするために、静的NAT機能を使用する例を説明し
ます。

ISDNの回線網�
アクセスポイント�
Tel.03-1234-5678

Internet

NetVehicleのIPアドレス�
192.168.1.1

ネットワークIPアドレス�
192.168.1.0

PC1:192.168.1.2

PC2:192.168.1.3

PC3:192.168.1.4

ゲームをするパソコン�

通信条件
ISDNに接続する
端末型ダイヤルアップ接続を行う
既存のLANを使用する
ゲームをするパソコンの IPアドレス ：192.168.1.2
接続先の電話番号 ：03-1234-5678
ユーザ認証 ID ：userid
ユーザ認証パスワード ：userpass
ネットワークアドレス/ネットマスク ：192.168.1.0/24
ブロードキャストアドレス ：192.168.1.255

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

文字入力フィールドには半角文字（0～9、A～Z、a～z、および記号）だけを使用してください。ただし、空

白文字、「”」、「<」、「>」、「&」、「%」は入力しないでください。入力した場合、ブラウザでの設定が不可能とな

ります。

データの中に IPアドレスを含むゲームはこの方法でもご利用になれません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補 足�� ・この設定例の方法でゲームを行えるのは1台のパソコンだけです。

・対応確認済みのゲームについては、NetVehicleのサポートページを参照してください。

マルチNAT機能（アドレス変換機能）を使う
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○かんたん設定でダイヤルアップ接続の情報を設定する

1. かんたん設定でインターネットへの「ISDN接続」をクリックします。
「かんたん設定（インターネットへ ISDN接続）」ページが表示されます。

2. ［必須設定］で以下の項目を指定します。
接続先の電話番号 →03-1234-5678（プロバイダから提示された内容）
ユーザ認証 ID →userid（プロバイダから提示された内容）
ユーザ認証パスワード →userpass（プロバイダから提示された内容）

3. ［設定終了］ボタンをクリックします。
再起動後に、通信できる状態になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ルータ設定でアドレス変換情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］でかんたん設定で登録したネットワーク情報の欄の［修正］ボタ
ンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［静的NAT情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「静的NAT情報設定」ページが表示されます。

4. 以下の項目を指定します。
プライベート IP情報（IPアドレス） →192.168.1.2
プライベート IP情報（ポート番号） →すべて
グローバル IP情報（IPアドレス） →なにも設定しない
グローバル IP情報（ポート番号） →すべて
プロトコル →すべて

5. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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ネットワーク型接続でサーバを公開する
ここでは、静的NATを使ってサーバを公開する場合を例に説明します。

ISDNの回線網�
アクセスポイント�
Tel.03-1234-5678

Internet

NetVehicleのIPアドレス�
192.168.1.1

ネットワークアドレス�
192.168.1.0

PC1:192.168.1.2

PC3:192.168.1.4

PC4:192.168.1.5

WWWサーバ�

PC2:192.168.1.3
ftpサーバ�

通信条件
ISDNに接続する
ネットワーク型接続を行う
既存のLANを使用する
割り当てネットワークアドレス ：10.10.10.96/29
www、ftpに割り当てる IPアドレス ：10.10.10.100
接続先の電話番号 ：03-1234-5678
ユーザ認証 ID ：userid
ユーザ認証パスワード ：userpass
ネットワークアドレス/ネットマスク ：192.168.1.0/24
ブロードキャストアドレス ：192.168.1.255

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

文字入力フィールドには半角文字（0～9、A～Z、a～z、および記号）だけを使用してください。ただし、空

白文字、「”」、「<」、「>」、「&」、「%」は入力しないでください。入力した場合、ブラウザでの設定が不可能とな

ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マルチNAT機能（アドレス変換機能）を使う
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○かんたん設定でダイヤルアップ接続の情報を設定する

1. かんたん設定でインターネットへの「ISDN接続」をクリックします。
「かんたん設定（インターネットへ ISDN接続）」ページが表示されます。

2. ［必須設定］で以下の項目を指定します。
接続先の電話番号 →03-1234-5678（プロバイダから提示された内容）
ユーザ認証 ID →userid（プロバイダから提示された内容）
ユーザ認証パスワード →userpass（プロバイダから提示された内容）

3. ［設定終了］ボタンをクリックします。
再起動後に、通信できる状態になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ルータ設定でアドレス変換情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］でかんたん設定で登録したネットワーク情報の欄の［修正］ボタ
ンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［NAT情報］で以下の項目を設定します。
NATの使用 →マルチNAT
グローバルアドレス →10.10.10.100
アドレス個数 →3
NATセキュリティ →高い

補 足�� NATセキュリティで「高い」を選択した場合、ftpやDNSが要求した相手からの応答かどうかをチェックしま
す。相手サーバがNATを使用している場合など、要求先とは別のアドレスから応答する場合には、「通常」を選
択してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

ネットワーク型接続でマルチNATを使用する際には，グローバルアドレスの設定が必須となります。なお、端

末型接続では、接続時にグローバルアドレスが割り当てられるため、設定は不要です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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4. ［静的NAT情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「このページの情報は変更されています。更新しますか？」というメッセージが表示されたら［OK］ボタ
ンをクリックします。
「静的NAT情報設定」ページが表示されます。

5. 以下の項目を指定します。
プライベート IP情報（IPアドレス） →192.168.1.2
プライベート IP情報（ポート番号） →www
グローバル IP情報（IPアドレス） →10.10.10.98
グローバル IP情報（ポート番号） →www

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

動的NATと静的NATが混在する場合、動的NATで使用する IPアドレスと静的NATで使用する IPアドレス

は重複しないようにしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6. ［更新］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページに戻ります。

7. 上記の手順 4.～ 5.を参考に、以下の情報を設定します。
プライベート IP情報（IPアドレス） →192.168.1.3
プライベート IP情報（ポート番号） → ftp
グローバル IP情報（IPアドレス） →10.10.10.99
グローバル IP情報（ポート番号） → ftp

8. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

◆同時に接続できる台数
能�機� び�よ�お�数�台�続�接�時�同�

数�ン�ョ�シ�ッ�セ�
考�備�

本�基� TAN 能�機� ル�バ�ー�ロ�グ� PI 数�ス�レ�ド�ア�
し�な�限�制�数�ン�ョ�シ�ッ�セ�

可�も�信�通�の�ら�か�部�外�は�内�間�時�て�当�り�割�
能�

的�動� TAN 能�機� し�な�限�制�数�台�続�接�
大�最� 652 で�ま�ン�ョ�シ�ッ�セ�

能�可�不�は�信�通�の�ら�か�部�外�

的�静� TAN 能�機� 大�最� 23 能�可�て�当�り�割�で�ま�個�
的�動�＋� TAN

ロ�グ�を�ト�ー�ポ�と�ス�レ�ド�ア�ト�ー�ベ�イ�ラ�プ�
で�て�当�り�割�に�ト�ー�ポ�と�ス�レ�ド�ア�ル�バ�ー�

る�き�

か�部�外�は�
て�し�関�に�ス�レ�ド�ア�た�て�当�り�割�

能�可�も�信�通�の�ら�
ト�ー�ポ�と�

HintHint

マルチNAT機能（アドレス変換機能）を使う
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第3章　NetVehicleの便利な機能を活用する

IPフィルタリング機能を使う

NetVehicleを経由してインターネットに送出される、またはインターネットから受信したパケットをIPア
ドレスとポート番号の組み合わせで制御することにより、ネットワークのセキュリティを向上させたり、回
線への異常課金を防止することができます。

Internet

悪意のある利用者�

法的に好ましくないサーバ�

アクセスを許可された利用者�

一般のサーバ�

IPフィルタリング�

意図しない接続�

誤ったアクセス�

遮断�

遮断�

遮断�

透過�

透過�

ネットワークのセキュリティを向上させるには、以下の要素について考える必要があります。
ネットワークのセキュリティ方針
ルータ以外の要素（ファイアウォール、ユーザ認証など）

NetVehicleは、パスワードを設定したり「IPフィルタリング機能」などを使って、ネットワークのセキュ
リティを向上させることができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

ProxyDNSを設定している場合、IPフィルタを設定しても効果はありません。

NetVehicleなどのルータでは、コンピュータウィルスの感染を防ぐことはできません。パソコン側でウィルス

対策ソフトを使うなど、別の手段が必要です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補 足�� NAT機能にも、セキュリティを向上させる効果があります。

参 照� NAT機能を使う→「マルチNAT機能（アドレス変換機能）を使う」（P.98）
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接続形態に応じたセキュリティ方針を決める
インターネットに接続する場合でもLANどうしを接続する場合でも、データの流れには「外部から内部へ」
「内部から外部へ」という2つの方向があります。セキュリティを決める場合は、2つの方向について考慮
する必要があります。

●「外部から内部へ流れるデータ」に対するセキュリティ方針の例
インターネット（ネットワーク型接続）の場合

特定のパケットを受け取らないようにする
インターネット（専用線接続）の場合

非公開ホストへのアクセスを拒否する
LANどうしを接続する（ISDN回線を使用）場合

アクセスポイント電話番号が外部に知られたときの対策を立てる
LANどうしを接続する（専用線を使用）場合

内部ユーザによる不要なアクセスを防ぐ

●「内部から外部へ流れるデータ」に対するセキュリティ方針の例
インターネットの場合

法的に問題のあるサイトなどへのアクセスを制限する
LANどうしを接続する場合

内部ユーザによる不要なアクセスを防ぐ

補 足�� IPフィルタリング機能は「外部から内部へ」流れるデータと「内部から外部へ」流れるデータに対し機能します。
内部にあるパソコン間のデータ（LAN内のデータ）に対しては機能しません。

IPフィルタリングの条件
NetVehicleでは、以下の条件を指定することで、データの流れを制限できます。
動作
プロトコル
送信元情報（IPアドレス/アドレスマスク/ポート番号）
宛先情報（IPアドレス/アドレスマスク/ポート番号）
TCP接続要求

作�動� 断�遮� elciheVteN 能�可�不�が�信�通�た�し�介�を�

過�透� elciheVteN 能�可�が�信�通�た�し�介�を�

）�中�続�接�（�過�透� elciheVteN て�れ�さ�続�接�が�線�回�が�信�通�た�し�介�を�
能�可�け�だ�時�る�い�

ル�コ�ト�ロ�プ� て�べ�す� PI 象�対�て�べ�す�は�信�通�

PDU PDU 象�対�み�の�信�通�

PCT PCT 象�対�み�の�信�通�

PMCI PMCI （�信�通� GNIP 象�対�み�の�）�ド�ン�マ�コ�

他�の�そ� 定�指�の�外�以�記�上�

報�情�元�信�送� PI ス�レ�ド�ア� る�な�と�象�対� PI ス�レ�ド�ア�

報�情�先�宛� ク�ス�マ�ス�レ�ド�ア� 用�利�に�の�る�す�出�算�を�積�理�論�

）�通�共�目�項�（� 号�番�ト�ー�ポ� 号�番�ト�ー�ポ�る�な�と�象�対�

PCT 求�要�続�接� 象�対�

対象外� TCPコネクション確立パケットのみ対象外�
�

すべて対象�

IPフィルタリング機能を使う
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◆TCP接続要求とは
TCPプロトコルでのコネクション確立要求を、フィルタリングの対象にするかどうかを指定するも
のです。フィルタリングの動作に透過、プロトコルにTCPを指定した場合に有効です。TCPプロ
トコルはコネクション型であるため、コネクション確立要求を発行し、それに対する応答を受信す
ることにより、コネクションを開設します。したがって、一方からのコネクションを禁止する場合
でも、コネクション確立要求だけを遮断し、その他の応答や通常データなどを透過させるように設
定しないと通信できません。

フィルタリングの動作に透過、TCP接続要求に対象外を指定した場合、コネクション確立要求だけ
を禁止する設定となり、対象となるアドレスからのコネクション接続を禁止できます。
次に、TCPパケットとフラグ設定について説明します。TCPパケット内にはSYNフラグとACK
フラグの2つの制御フラグがあります。このフラグの組み合わせにより、TCPパケットの内容が分
かります。以下、対応表を示します。

NYS KCA

1 0 求�要�立�確�の�ン�ョ�シ�ク�ネ�コ�

1 1 答�応�認�承�の�後�立�確�

0 1 タ�ー�デ�の�常�通�、�答�応�認�確�

TCPパケットの内容�
制御フラグ�

この表から、制御フラグの組み合わせがSYN=1 ACK=0 の場合に、TCPパケットがコネクショ
ンの確立要求を行うことが分かります。つまり、IPパケットが禁止されているIPアドレスからの送
信を禁止すれば、TCP/IPサービスのフィルタリングが行えます。

以下に、telnet（ポート番号23）の例を説明します。

・外部ネットワークからのコネクション確立要求は遮断
・内部ネットワークからのコネクション確立要求は透過

Internet

外部ネットワークのパソコン�

外部ネットワークのサーバ�
IPフィルタリング�

コネクション確立要求�

コネクション確立要求�

遮断�

透過�

内部ネットワーク�
のパソコン�

◆ IPアドレスとアドレスマスクの決め方
フィルタリング条件の要素として「IPアドレス」と「アドレスマスク」があります。制御対象とな
るパケットはNetVehicleに届いたパケットのIPアドレスとアドレスマスクの論理積の結果が、指
定した IPアドレスと一致したものに限ります。

参 照� アドレスマスクとは→「用語集」（P.296）

HintHint
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◆アドレス変換(NAT)機能利用時の IPフィルタリングのかかるタイミング
プライベートネットワークからインターネット上に向かう場合は、アドレス変換でアドレスが変更
される前にフィルタリング処理を通過します。また、インターネットからプライベートネットワー
クに向かう場合は、アドレス変換でアドレスが変更されたあとでフィルタリング処理を通過します。
つまり、IPフィルタリングは「プライベートアドレス」を対象に行います。

NetVehicleの IPフィルタリングとアドレス変換の位置付けは以下のとおりです。

InternetIPフィルタリング機能� NAT機能�

外部へのデータ�

外部からのデータ�

プライベート�
ネットワーク�
のパソコン�

補 足�� IPフィルタリング機能とNAT機能を同時に使用する場合、回線切断時にNAT機能の情報が消えてしまう
ため、回線切断後に再度接続してもサーバからの応答が正しくアドレス変換されず、IPフィルタリング機
能によってパケットは破棄されます。

フィルタリングの設計方針には大きく分類して以下の2つがあります。
A.基本的にはパケットをすべて遮断し、特定の条件のものだけを透過させる。
B.基本的にはパケットをすべて透過させ、特定のものだけを遮断する。

設計方針Aの例として、以下の設定例について説明します。
外部の特定サービスへのアクセスのみ許可する
外部から特定サーバへのアクセスのみ許可する

設計方針Bの例として、以下の設定例について説明します。
利用者が意図しない発信を防ぐ
特定アドレスへのアクセスを禁止する
回線が接続している時だけ許可する

補 足�� TCP接続要求の設定は、プロトコルにTCPまたはすべてを指定した場合にだけ有効です。それ以外のプロトコ
ルを指定した場合は無効となります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて
フィルタリング条件が複数存在する場合、それぞれの条件に優先順位がつき、数値の小さいものから優先的に採

用されます。設定内容によっては通信できなくなる場合がありますので、優先順位を意識して設定してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

HintHint

IPフィルタリング機能を使う
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外部の特定サービスへのアクセスのみ許可する
ここでは、LAN上のパソコンからインターネット上のすべてのFTPサーバに対してアクセスすることのみ
を許可し、他のサーバ（WWWサーバなど）へのアクセスを禁止する場合の設定方法を説明します。ただ
し、FTPサーバ名を解決するためにDNSサーバへのアクセスを許可する設定にします。

補 足�� ・ftpでホスト名を指定する場合、DNSサーバに問い合わせが発生するため、DNSサーバへのアクセスを許可す
る必要があります。DNSサーバへのアクセスを許可することによって、ftpサービス以外でもドメイン名で指
定されると DNS サーバへの発信が発生します。あらかじめ接続する ftp サーバが決まっている場合は、
NetVehicleのDNSサーバ機能を利用することによって、DNSサーバへの発信を抑止することができます。

・NetVehicleは、ftp-dataの転送に関するフィルタルールを自動的に作成します。

Internet

DNSサーバ�

FTPサーバ�

WWWサーバ�

IPフィルタリング�

192.168.1.0/24

遮断�

透過�

透過�

●フィルタリング設計
LAN上のホスト（192.168.1.0/24）から任意のFTPサーバへのアクセスを許可
LAN上のホスト（192.168.1.0/24）からWANの先のDNSサーバへのアクセスを許可
その他はすべて遮断

●フィルタリングルール
FTPサーバへのアクセスを許可するには

　（1）192.168.1.0/24の任意のポートから、任意のアドレスのポート21（ftp）へのTCPパケット
を透過させる

　（2）（1）の応答パケットを透過させる
DNSサーバへのアクセスを許可するには

　（1） 192.168.1.0/24の任意のポートから、DNSサーバのポート53（domain）へのUDPパケッ
トを透過させる

　（2）（1）の応答パケットを透過させる
その他をすべて遮断するには

　（1） すべてのパケットを遮断する

補 足�� このルールではpassiveモードによるデータ転送はできません。
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上記のフィルタリングルールの設定を行う場合を例に説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○任意のFTPサーバのポート21へのTCPパケットを透過させる（LAN→インターネット）

1. 詳細設定メニューのルータ設定の「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］でフィルタリングの設定を行うネットワーク情報の欄の［修正］
ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［IPフィルタリング情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「IPフィルタリング情報設定」ページが表示されます。

4. ［IPフィルタリング情報］で以下の項目を指定します。
動作 →透過
プロトコル →tcp
送信元情報（IPアドレス） →192.168.1.0
送信元情報（アドレスマスク） →24
送信元情報（ポート番号） →なにも設定しない
宛先情報（IPアドレス） →なにも設定しない
宛先情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
宛先情報（ポート番号） →21（ftpのポート番号）
TCP接続要求 →対象

5. ［更新］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページに戻ります。

IPフィルタリング機能を使う
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○FTPサーバからの応答パケットを透過させる（インターネット→LAN）

6. 手順 3.～5.を参考に、以下の情報を指定します。
［IPフィルタリング情報］

動作 →透過
プロトコル →tcp
送信元情報（IPアドレス） →なにも設定しない
送信元情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
送信元情報（ポート番号） →21（ftpのポート番号）
宛先情報（IPアドレス） →192.168.1.0
宛先情報（アドレスマスク） →24
宛先情報（ポート番号） →なにも設定しない
TCP接続要求 →対象外

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○DNSサーバのポート53へのUDPパケットを透過させる（LAN→インターネット）

7. 手順 3.～5.を参考に、以下の情報を指定します。
［IPフィルタリング情報］

動作 →透過
プロトコル →udp
送信元情報（IPアドレス） →192.168.1.0
送信元情報（アドレスマスク） →24
送信元情報（ポート番号） →なにも設定しない
宛先情報（IPアドレス） →なにも設定しない
宛先情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
宛先情報（ポート番号） →53（domainのポート番号）
TCP接続要求 →対象

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○DNSサーバからの応答パケットを透過させる（インターネット→LAN）

8. 手順 3.～5.を参考に、以下の情報を指定します。
［IPフィルタリング情報］

動作 →透過
プロトコル →udp
送信元情報（IPアドレス） →なにも設定しない
送信元情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
送信元情報（ポート番号） →53（domainのポート番号）
宛先情報（IPアドレス） →192.168.1.0
宛先情報（アドレスマスク） →24
宛先情報（ポート番号） →なにも設定しない
TCP接続要求 →対象
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○残りのパケットはすべて遮断する

9. 手順 3.～5.を参考に、以下の情報を指定します。
［IPフィルタリング情報］

動作 →遮断
プロトコル →すべて
送信元情報（IPアドレス） →なにも設定しない
送信元情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
送信元情報（ポート番号） →なにも設定しない
宛先情報（IPアドレス） →なにも設定しない
宛先情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
宛先情報（ポート番号） →なにも設定しない
TCP接続要求 →対象

10.［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

外部から特定サーバへのアクセスのみ許可する
ここでは、LAN上のWWWサーバに対する外部のパソコンからのアクセスを許可し、LAN上の他のパソ
コンへのアクセスは禁止する場合の設定方法を説明します。また、LAN上の他のパソコンはインターネッ
ト上のWWWサーバに対してアクセスすると想定されるため、そのアクセスには制限はつけません。

Internet

外部のパソコン�

DNSサーバ�

WWWサーバ�

IPフィルタリング�
192.168.1.2/32

192.168.1.3/32
遮断�

透過�

透過�

透過�

内部のパソコン�

WWWサーバ�

192.168.1.0124

●フィルタリング設計
 LAN上のホスト（192.168.1.2/32）をWWWサーバとして利用することを許可
 LAN上のホスト（192.168.1.3/32）から任意のWWWサーバへのアクセスを許可
 LAN上のホスト（192.168.1.0/24）からWANの先のDNSサーバの問い合わせは許可
その他はすべて遮断

IPフィルタリング機能を使う
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●フィルタリングルール
LAN上のホストのWWWサーバとしての利用を許可するには

　（1）192.168.1.2/32のポート80（www-http）へのパケットを透過させる
　（2）（1）の応答パケットを透過させる
任意のWWWサーバへのアクセスを許可するには

　（1）192.168.1.3/32の任意のポートから任意のWWWサーバのポート80（www-http）へのパケッ
トを透過させる

　（2）（1）の応答パケットを透過させる
DNSのサーバへのアクセスを許可するには

　（1）192.168.1.0/24の任意のポートからDNSサーバのポート53（domain）へのUDPパケット
を透過させる

　（2）（1）の応答パケットを透過させる
その他をすべて遮断するには

　（1）すべてのパケットを遮断する

上記のフィルタリングルールの設定を行う場合を例に説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○LAN上のホストにポート80へのパケットを透過させる（インターネット→LAN）

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］でフィルタリングの設定を行うネットワーク情報の欄の［修正］
ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［IPフィルタリング情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「IPフィルタリング情報設定」ページが表示されます。

4. ［IPフィルタリング情報］で以下の項目を指定します。
動作 →透過
プロトコル →tcp
送信元情報（IPアドレス） →なにも設定しない
送信元情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
送信元情報（ポート番号） →なにも設定しない
宛先情報（IPアドレス） →192.168.1.2
宛先情報（アドレスマスク） →32
宛先情報（ポート番号） →80（WWW-httpのポート番号）
TCP接続要求 →対象

5. ［更新］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページに戻ります。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○LAN上のホストからの応答パケットを透過させる（LAN→インターネット）

6. 手順 3.～5.を参考に、以下の情報を指定します。
［IPフィルタリング情報］

動作 →透過
プロトコル →tcp
送信元情報（IPアドレス） →192.168.1.2
送信元情報（アドレスマスク） →32
送信元情報（ポート番号） →80（WWW-httpのポート番号）
宛先情報（IPアドレス） →なにも設定しない
宛先情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
宛先情報（ポート番号） →なにも設定しない
TCP接続要求 →対象外

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○任意のWWWサーバのポート80へのパケットを透過させる（LAN→インターネット）

7. 手順 3.～5.を参考に、以下の情報を指定します。
［IPフィルタリング情報］

動作 →透過
プロトコル →tcp
送信元情報（IPアドレス） →192.168.1.3
送信元情報（アドレスマスク） →32
送信元情報（ポート番号） →なにも設定しない
宛先情報（IPアドレス） →なにも設定しない
宛先情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
宛先情報（ポート番号） →80（WWW-httpのポート番号）
TCP接続要求 →対象

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○任意のWWWサーバからの応答パケットを透過させる（インターネット→LAN）

8. 手順 3.～5.を参考に、以下の情報を指定します。
［IPフィルタリング情報］

動作 →透過
プロトコル →tcp
送信元情報（IPアドレス） →なにも設定しない
送信元情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
送信元情報（ポート番号） →80（www-httpのポート番号）
宛先情報（IPアドレス） →192.168.1.3
宛先情報（アドレスマスク） →32
宛先情報（ポート番号） →なにも設定しない
TCP接続要求 →対象外

IPフィルタリング機能を使う
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○DNSサーバのポート53へのUDPパケットを透過させる（LAN→インターネット）

9. 手順 3.～5.を参考に、以下の情報を指定します。
［IPフィルタリング情報］

動作 →透過
プロトコル →udp
送信元情報（IPアドレス） →192.168.1.0
送信元情報（アドレスマスク） →24
送信元情報（ポート番号） →なにも設定しない
宛先情報（IPアドレス） →なにも設定しない
宛先情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
宛先情報（ポート番号） →53（domainのポート番号）
TCP接続要求 →対象外

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○DNSサーバからの応答パケットを透過させる（インターネット→LAN）

10. 手順 3.～5.を参考に、以下の情報を指定します。
［IPフィルタリング情報］

動作 →透過
プロトコル →udp
送信元情報（IPアドレス） →なにも設定しない
送信元情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
送信元情報（ポート番号） →53（domainのポート番号）
宛先情報（IPアドレス） →192.168.1.0
宛先情報（アドレスマスク） →24
宛先情報（ポート番号） →なにも設定しない
TCP接続要求 →対象外

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○残りの通信はすべて遮断する

11. 手順 3.～5.を参考に、以下の情報を指定します。
［IPフィルタリング情報］

動作 →遮断
プロトコル →すべて
送信元情報（IPアドレス） →なにも設定しない
送信元情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
送信元情報（ポート番号） →なにも設定しない
宛先情報（IPアドレス） →なにも設定しない
宛先情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
宛先情報（ポート番号） →なにも設定しない
TCP接続要求 →対象

12.［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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利用者が意図しない発信を防ぐ
LAN上のパソコンは、利用者の意志とは無関係に実体のないNetBIOSサーバにアクセスすることがあり
ます。その際、回線が接続され、利用者が意識しないところで通信料金がかかってしまいます。
ここでは、上記のような、回線に対する無駄な発信を抑止するフィルタリング設定方法について説明します。

Internet
実体のない�

NetBIOSサーバ�

IPフィルタリング�

遮断�
利用者の意図しないデータ�

●フィルタリング設計
ポート137～139（NetBIOSサービス）へのアクセスを禁止

●フィルタリングルール
ポート137～139へのアクセスを禁止するには

　（1）任意のアドレスのポート137～139へのすべてのパケットを遮断する
　（2）任意のアドレスのポート137～139からのすべてのパケットを遮断する

補 足�� Windows®（TCP上のNetBIOS）環境のネットワークでは、セキュリティ上の問題と無駄な課金を抑えるために、
ポート番号137～139の外向きの転送経路をふさいでおく必要があります（「かんたん設定」の「かんたんフィ
ルタ」では、自動的にこれらのポートをふさぐように設定されます）。

上記のフィルタリングルールの設定を行う場合を例に説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○任意のアドレスのポート137～139へのすべてのパケットを禁止する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］でフィルタリングの設定を行うネットワーク情報の欄の［修正］
ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［IPフィルタリング情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「IPフィルタリング情報設定」ページが表示されます。

IPフィルタリング機能を使う
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4. ［IPフィルタリング情報］で以下の項目を指定します。
動作 →遮断
プロトコル →すべて
送信元情報（IPアドレス） →なにも設定しない
送信元情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
送信元情報（ポート番号） →なにも設定しない
宛先情報（IPアドレス） →なにも設定しない
宛先情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
宛先情報（ポート番号） →137-139
TCP接続要求 →対象

5. ［更新］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページに戻ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ポート137～139からのすべてのパケットを遮断する

6. 手順 3.～5.を参考に、以下の情報を設定します。
［IPフィルタリング情報］

動作 →遮断
プロトコル →すべて
送信元情報（IPアドレス） →なにも設定しない
送信元情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
送信元情報（ポート番号） →137-139
宛先情報（IPアドレス） →なにも設定しない
宛先情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
宛先情報（ポート番号） →なにも設定しない
TCP接続要求 →対象

7. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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特定アドレスへのアクセスを禁止する
ここでは、インターネット上の不当なサーバ（法的に問題となるようなサーバなど）に対するアクセスを
禁止する場合の設定方法について説明します。

Internet
法的に問題となるサーバ�

一般のサーバ�

IPフィルタリング�

遮断�

透過�

内部のパソコン�

�100.100.100.100

192.168.1.0124

●フィルタリング設計
LAN上のホスト（192.168.1.0/24）からアドレス100.100.100.100へのアクセスを禁止する

●フィルタリングルール
特定アドレスへのアクセスを禁止するには

　（1）192.168.1.0/24から100.100.100.100の任意のポートへのすべてのパケットを遮断する

上記のフィルタリングルールの設定を行う場合を例に説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○特定アドレス（100.100.100.100）へすべてのパケットを遮断する（LAN→インターネット）

1. 詳細設定メニューのルータ設定の「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］でフィルタリングの設定を行うネットワーク情報の欄の［修正］
ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［IPフィルタリング情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「IPフィルタリング情報設定」ページが表示されます。

IPフィルタリング機能を使う
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4. ［IPフィルタリング情報］で以下の項目を指定します。
動作 →遮断
プロトコル →すべて
送信元情報（IPアドレス） →192.168.1.0
送信元情報（アドレスマスク） →24
送信元情報（ポート番号） →なにも設定しない
宛先情報（IPアドレス） →100.100.100.100
宛先情報（アドレスマスク） →32
宛先情報（ポート番号） →なにも設定しない
TCP接続要求 →対象

5. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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回線が接続している時だけ許可する
一部のパソコンでは、ネットワークの設定によって、ログイン時に自動的にPINGを発行して回線を接続
してしまうものがあります。回線接続を必要とする ICMPパケットを遮断することにより、意図しない
PINGによる無駄な発信を抑止することができます。ここでは、回線が接続されているときのみ ICMPパ
ケットを透過させる場合の設定方法について説明します。

補 足�� IPアドレスを直接指定せず、DNSによる名前アドレス変換を利用した場合、発信を抑止することはできません。

InternetIPフィルタリング�

遮断�

透過�

内部のパソコン�
PINGパケット�

PINGパケット�

回線切断時�

回線接続時�

●フィルタリング設計
すでに回線が接続している場合だけPINGを許可

●フィルタリングルール
すでに回線が接続している場合だけPINGを許可するには

（1）回線接続中だけ ICMPパケットを透過させる

上記のフィルタリングルールの設定を行う場合を例に説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○回線が接続している場合だけICMPパケットを透過させる

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］でフィルタリングの設定を行うネットワーク情報の欄の［修正］
ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［IPフィルタリング情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「IPフィルタリング情報設定」ページが表示されます。

IPフィルタリング機能を使う
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4. ［IPフィルタリング情報］で以下の項目を指定します。
動作 →透過（接続中）
プロトコル → icmp
送信元情報（IPアドレス） →なにも設定しない
送信元情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
送信元情報（ポート番号） →なにも設定しない
宛先情報（IPアドレス） →なにも設定しない
宛先情報（アドレスマスク） →なにも設定しない
宛先情報（ポート番号） →なにも設定しない
TCP接続要求 →対象外

5. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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3

マルチルーティングを利用する

マルチルーティング機能を使うと、設定した条件によって接続先を変更することができます。
NetVehicleには以下の3種類のマルチルーティング機能があります。

・パソコンごとに別々のプロバイダを利用する（ソースアドレスルーティング機能）
・目的ごとに別々のプロバイダに接続する（ポートルーティング機能）
・課金単位でプロバイダを切り替える

これらの機能は組み合わせて利用できます。

パソコンごとに別々のプロバイダを利用する（ソースアドレスルーティング機能）
ソースアドレスルーティング機能では、パソコンの IPアドレスごとに接続先を変えることができます。
例えばパソコンが複数あって、それぞれ別のプロバイダに接続する場合、NetVehicleのソースアドレス
ルーティング機能を使うと便利です。

ISDNの回線網�

プロバイダA プロバイダB

パソコンB,CはプロバイダBへ�パソコンAはプロバイダAへ�

A B C

参 照�「複数プロバイダと端末型接続する」（P.70）

目的ごとに別々のプロバイダに接続する（ポートルーティング機能）
ポートルーティング機能では、インターネットで利用するアプリケーション（WWW、電子メールなど）ご
とに接続先を変えることができます。
例えば電子メールはプロバイダAで、WWWブラウザはプロバイダBで利用するといったことも可能です。

ISDNの回線網�

プロバイダA プロバイダB

電子メール�

電子メール以外�

IPフィルタリング機能を使う
マルチルーティングを利用する
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通信条件
電子メール利用時はプロバイダAに接続
プロバイダAのメールサーバホスト名：mailhost.provider.or.jp
電子メール以外（WWW利用など）はプロバイダBに接続

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○�� こんな事に気をつけて

ProxyDNSを使う設定にする必要があります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

参 照� ProxyDNS とは→「DNSサーバを使いこなす（ProxyDNS）」（P.127）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○マルチルーティング情報を設定する

ここでは、ネットワーク名（internet）配下の「接続先情報」としてプロバイダA（接続先名：ISP-A）、プ
ロバイダＢ（接続先名：ISP-B）がすでに登録してある場合を例に説明します。

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］で「internet」欄の［修正］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［接続先一覧］で接続先「ISP-A」欄の［修正］ボタンをクリックします。
「接続先情報設定」ページが表示されます。

4. ［マルチルーティング］の「ポートルーティング」で［追加］ボタンをクリックします。
「ポートルーティング情報設定」ページが表示されます。

5. 電子メール利用時の設定を行います。
［ポートルーティング情報］で以下の項目を指定します。

ポート番号 →POP3
サーバホスト名 →mailhost.provider.or.jp（プロバイダから提示されたメールサーバホスト名）

6. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

��補 足�� この例ではサーバホスト名で設定した以外のDNSへの要求は、ISP-Bに発信します。
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課金単位でプロバイダを切り替える
複数のプロバイダに加入していて、プロバイダのサービスによって通信料金の算定方法が違っている場合、
プロバイダを有効に使い分けることができます。
例えば、2つのプロバイダ（プロバイダA、プロバイダB）に加入していて、契約が以下に示す内容だとし
ます。

名�ダ�イ�バ�ロ�プ� 金�料�本�基� 金�料�加�追�

����プロバイダA 000,2 円�
間�時�続�接�（� 009 で�ま�分� ）�

01 分�／�円�
間�時�続�接�（� 109 ）�降�以�分�

���プロバイダB� 079 円�
間�時�続�接�（� 006 ）�で�ま�分�

01 分�／�円�
間�時�続�接�（� 106 ）�降�以�分�

1か月に20時間（1,200分間）インターネットを利用すると、プロバイダに支払う料金は以下のように
なります。

　・プロバイダAだけを利用

　2,000円（プロバイダAの基本料金）＋1,000円（プロバイダAの追加料金）
　＋970円（プロバイダBの基本料金）＝3,970円

　・プロバイダBだけを利用

　2,000円（プロバイダAの基本料金）＋970円（プロバイダBの基本料金）
　＋6,000円（プロバイダBの追加料金）＝8,970円

　・プロバイダAを900分間利用し、プロバイダBを残り300分間利用

　2,000円（プロバイダAの基本料金）＋970円（プロバイダBの基本料金）
　＋0円（プロバイダBの追加料金）＝2,970円

このような使い方をすると、プロバイダに支払う金額はそれぞれのプロバイダの基本料金2,970円で済み
ます（どちらかのプロバイダを解約するよりも安くなります）。
�この場合を例に設定方法を説明します。

通信条件
接続時間900分までプロバイダA（ISP-A）を利用する
接続時間901分以降はプロバイダB（ISP-B）を利用する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○メインに使用するプロバイダの制限時間を指定する�

ここではネットワーク名（internet）配下の「接続先情報」としてプロバイダA（接続先名：ISP-A）、プ
ロバイダB（接続先名：ISP-B）がすでに登録してある場合を例に説明します。

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］で「internet」欄の［修正］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

マルチルーティングを利用する
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3. ［接続先一覧］の接続先「ISP-A」の優先順位が「1」でない場合は、移動先の優先順位に
「1」を入力し［移動］ボタンをクリックします。すでに優先順位が「1」になっている場合
は、手順4.へお進みください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

接続先には優先度があるため、マルチルーティングの設定をしない接続先の優先度を高くすると、優先度の低い

マルチルーティング設定は無効となります。接続先の優先順位に気をつけてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4. ［接続先一覧］で接続先「ISP-A」欄の［修正］ボタンをクリックします。
「接続先情報設定」ページが表示されます。

5. ［マルチルーティング］で以下の項目を指定します。
接続制限 →指定した時間を超えて接続しない／15時間

6. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○�� こんな事に気をつけて

回線切断されるまでは接続制限処理が行われないため、900分を超えてプロバイダに接続される場合がありま

す。

本装置の電源を切ると、課金情報（通信時間累計、通信料金累計）はすべてクリアされます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3

DNSサーバを使いこなす（ProxyDNS）

NetVehicleのProxyDNSには、以下のような機能があります。
・DNSサーバの自動切り替え機能
・DNSサーバアドレスの自動取得機能
・DNS問い合わせタイプフィルタ機能
・DNSサーバ機能

DNSサーバの自動切り替え機能
複数のプロバイダに接続するような場合、パソコン側でDNSサーバのIPアドレスを変更して、再起動す
る必要がありました。
「ProxyDNS」を使えば、このような手続きはありません。パソコン側がDNS サーバを呼び出すと、
ProxyDNSが自動的に接続するネットワークを選択し、DNSサーバを切り替えて中継します。

ISDNの回線網�

DNSサーバ�DNSサーバ�

会社のネットワーク� プロバイダ�

NetVehicleが自動的に接続する�
ネットワークを選択し、DNSサーバ�
を切り替えて、DNS要求を中継します�

パソコンからDNS要求を出す�

�
ここでは、会社のネットワークとプロバイダに接続する設定がすでにされている場合を例に説明します。ま
た、ProxyDNS情報は一切設定されていないものとします。
�
ネットワーク条件
［会社のネットワーク］

ネットワークアドレス ：172.16.0.0/16
ネットワークの名前 ：kaisya
会社のドメイン名 ：＊ .kaisya.co.jp

［プロバイダ］
ネットワークの名前 ：internet

マルチルーティング機能を使う
DNSサーバを使いこなす（ProxyDNS）
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○会社のProxyDNS情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で、「ProxyDNS情報」をクリックします。
「ProxyDNS情報」ページが表示されます。

2. 「順引き情報一覧」で［追加］ボタンをクリックします。
「ProxyDNS情報設定（順引き）」ページが表示されます。

3. 以下の項目を指定します。
ドメイン名　　　 → ＊ .kaisya.co.jp
動作 → 接続先のDNSサーバへ問い合わせる
ネットワーク名 → kaisya

4. ［更新］ボタンをクリックします。
「ProxyDNS情報」ページに戻ります。

5. 「逆引き情報一覧」で［追加］ボタンをクリックします。
「ProxyDNS情報設定（逆引き）」ページが表示されます。

6. 以下の項目を指定します。
IPアドレス → 172.16.0.0
アドレスマスク → 16（255.255.0.0）
動作 → 接続先のDNSサーバへ問い合わせる
ネットワーク名 → kaisya

7. ［更新］ボタンをクリックします。
「ProxyDNS情報」ページに戻ります。
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3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○internetのProxyDNS情報を設定する

8. 手順 2.～4.を参考に、以下の情報を設定します。
［ProxyDNS情報設定（順引き）］

ドメイン名 → ＊
動作 → 接続先のDNSサーバへ問い合わせる
ネットワーク名 → internet

9. 手順 5.～7.を参考に、以下の情報を設定します。
［ProxyDNS情報設定（逆引き）］

IPアドレス → なにも指定しない
アドレスマスク → 0（0.0.0.0）
動作 → 接続先のDNSサーバへ問い合わせる
ネットワーク名 → internet

10.［設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

補 足�� かんたん設定のインターネットへの「ISDN接続」で、DNSサーバを「自動取得」にすると、ProxyDNS情報が
自動的に設定されます。

�参 照�■基本編　「かんたん設定（インターネットへ ISDN接続）」の省略値（P.64）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○パソコン側の設定を行う

ここではWindows® 98の場合を例に説明します。

1. ［コントロールパネル］ウィンドウで［ネットワーク］アイコンをダブルクリックします。

2. ［ネットワーク］ダイアログボックスで［ネットワークの設定］タブをクリックします。

3. 一覧から「TCP/IP」を選択し、［プロパティ］ボタンをクリックします。

4. ［TCP/IPのプロパティ］画面で［DNS設定］タブをクリックします。

5. 「DNSを使う」を選択します。

6. 「DNSサーバーの検索順」に、NetVehicleの IPアドレスを入力します。

補 足�� 必要に応じて、ホスト名にパソコンの名前（任意）を入力します。

7. ［OK］ボタンをクリックします。

8. パソコンを再起動します。
再起動後に、設定した内容が有効になります。

DNSサーバを使いこなす（ProxyDNS）
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HintHint ◆ NetVehicleの「DHCPサーバ機能」を使わない場合の設定は？
かんたん設定のインターネットへの「ISDN接続」で、DNSサーバを「自動取得」にした場合、自
動的にProxyDNS機能が有効になってます。パソコン側の「DNSサーバの設定」でNetVehicle
のIPアドレスを設定すると、ProxyDNS機能だけ利用できます。また、NetVehicle以外のDHCP
サーバを使用している場合でも、DHCP サーバで広報するDNS サーバの IP アドレスとして
NetVehicleの IPアドレスを設定するとProxyDNSが利用できます。

DNSサーバアドレスの自動取得機能
ProxyDNSがDNSサーバのアドレスを回線の接続時に接続先より自動的に取得するため、DNS サーバ
のアドレスをあらかじめ設定しておく必要がなくなります。
なお、この機能は接続先がDNSサーバアドレスの配布機能（RFC1877）に対応している場合にのみ利
用できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○NetVehicle側の設定を行う

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「ProxyDNS情報」をクリックします。
「ProxyDNS情報」ページが表示されます。

2. ［順引き情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「ProxyDNS情報設定（順引き）」ページが表示されます。

3. 以下の項目を指定します。
ドメイン名 →＊
動作 →接続先のDNSサーバへ問い合わせる
ネットワーク名 →DNSサーバを使用するネットワーク名

4. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○パソコン側の設定を行う

「 DNSサーバの自動切り替え機能」の「パソコンの設定を行う」を参照して、パソコンの設定を行います。
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DNS問い合わせタイプフィルタ機能
端末が送信するDNSパケットのうち特定の問い合わせタイプ（QTYPE）のパケットを破棄することがで
きます。
例えば、Windows® 2000が送信する予期せぬDNSパケットにより自動発信してしまう問題を回避する
ために、かんたん設定のかんたんフィルタを「使用する」に設定した場合は、問い合わせタイプがSOA（6）
とSRV（33）のパケットは廃棄する設定を行います。

�参 照�■基本編　「かんたん設定（インターネットへ ISDN接続）」の省略値について（P.64）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○�� こんな事に気をつけて

ProxyDNS機能を使用する場合、問い合わせタイプがA（1）のDNS問い合わせパケットを破棄する設定にす

ると、正常な通信が行えない状態になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

問い合わせタイプがSOA（6）のDNS問い合わせパケットを破棄する設定を以下に示します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○NetVehicle側の設定を行う

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「ProxyDNS情報」をクリックします。
「ProxyDNS情報」ページが表示されます。

2. ［順引き情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「ProxyDNS情報設定（順引き）」ページが表示されます。

3. 以下の項目を指定します。
ドメイン名 →＊
タイプ →SOA
動作 →廃棄する

4. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○パソコン側の設定を行う

「 DNSサーバの自動切り替え機能」の「パソコンの設定を行う」を参照して、パソコンの設定を行います。

DNSサーバを使いこなす（ProxyDNS）
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DNSサーバ機能
NetVehicleのホストデータベースにホスト名とIPアドレスのペアを登録しておきます。登録されたホス
トに対するDNSリクエストがあった場合は、ProxyDNSがDNSサーバの代わりに応答します。LAN内
の情報をあらかじめホストデータベースに登録しておくと、LAN内のホストのDNSリクエストによって
回線が接続されてしまうといったトラブルを防止できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○NetVehicle側の設定を行う

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「ホストデータベース情報」をクリックします。
「ホストデータベース情報」ページが表示されます。

2. 未設定の欄の［修正］ボタンをクリックします。
「ホストデータベース情報設定」ページが表示されます。

3. 以下の項目を指定します。
ホスト名 →パソコンの名前
IPアドレス →パソコンの IPアドレス

補 足�� ホストデータベース情報は「リモートパワーオン機能」、「DHCPスタティック機能」、「DNSサーバ機能」で使
われており、それぞれ必要な項目だけを設定します。

4. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○パソコン側の設定を行う
「 DNSサーバの自動切り替え機能」の「パソコンの設定を行う」を参照して、パソコンの設定を行います。
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3

DHCPサーバ機能を使う

DHCPサーバ機能は、ネットワークに接続されているパソコンに対してIPアドレスの自動割り当てを行う
機能です。IPアドレスは重複が許されず、また、パソコンが増えるたびに管理者が設定する必要があります
が、この機能を利用するとDHCPクライアント機能を持つパソコンにはIPアドレスの設定が不要になり、
管理者の手間を大幅に省くことができます。
NetVehicleのDHCPサーバ機能は、以下の情報を広報することができます。

・IPアドレス
・ネットマスク
・デフォルトルータの IPアドレス
・DNSサーバの IPアドレス
・ドメイン名

ISDNの回線網�

パソコンが接続すると自動的にIPアドレス割り振る�

DHCPサーバは空いている IPアドレスを一定期間（またはパソコンが返却するまで）�割り当て、不要に
なった IPアドレスは自動的に再利用します。このため、パソコンの IPアドレスが変わることがあります。
NetVehicle では、IPアドレスとMACアドレスを対応づけることによって、登録されたパソコンから
DHCP要求が発行されると、常に同じIPアドレスを割り当てることができます。これを「DHCPスタティッ
ク機能」といいます。
DHCPスタティック機能を利用する場合は、ホストデータベース情報にIPアドレスとMACアドレスを設
定します。

補 足�� ・MACアドレスとは、LAN機器に設定されていて世界中で重複されないように管理されている固有のアドレス
です。

・NetVehicleがサポートしている「IPフィルタリング機能」、「静的NAT機能」、「マルチルーティング機能」な
どはパソコンのIPアドレスが固定されていないと使いにくい場合があります。これらの機能とDHCPサーバ機
能の併用を実現するために、「DHCPスタティック機能」をサポートしています。

DNSサーバを使いこなす（ProxyDNS）
DHCPサーバ機能を使う
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DHCPサーバ機能を使う
DHCPサーバ機能を使う場合を例に説明します。
通信条件
NetVehicleの IPアドレス ：192.168.1.1
DHCPサーバ機能を使用する
パソコンに割り当てる IPアドレス ：192.168.1.2～192.168.1.33
パソコンに割り当てる IPアドレス数 ：32個
LAN側のネットワークアドレス/ネットマスク ：192.168.1.0/24

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「LAN情報」をクリックします。
「LAN情報設定」ページが表示されます。

2. ［IPアドレス］で以下の項目を指定します。
IPアドレス →192.168.1.1（NetVehicleのLAN側の IPアドレス）
ネットマスク →24
ブロードキャストアドレス→ネットワークアドレス+オール1

［DHCP機能］で以下の項目を指定します。�
DHCPサーバ機能 →使用する
割当て先頭 IPアドレス →192.168.1.2
割当てアドレス数 →32

補 足�� DHCPサーバ機能で割り当てることのできる最大数は32です。

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

3. ［設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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DHCPスタティック機能を使う
DHCPスタティック機能を使う場合を例に説明します。
通信条件
DHCPサーバ機能を使用する
LAN側のネットワークアドレス/ネットマスク ：192.168.1.0/24
IPアドレスを固定したいパソコンのMACアドレス ：00:00:0e:12:34:56
割当て IPアドレス ：192.168.1.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

詳細設定の「LAN情報」でDHCPサーバ機能を使用する設定をしていない場合は、DHCPスタティック機能の

設定は有効になりません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「ホストデータベース情報」をクリックします。
「ホストデータベース情報」ページが表示されます。

2. 未設定の欄の［修正］ボタンをクリックします。
「ホストデータベース情報設定」ページが表示されます。

3. 以下の項目を設定します。
IPアドレス →192.168.1.2
MACアドレス →00:00:0e:12:34:56

補 足�� ホストデータベース情報は「リモートパワーオン機能」、「DHCPスタティック機能」、「DNSサーバ機能」で使
われており、それぞれ必要な項目だけを設定します。

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

4. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

補 足�� DHCPスタティック機能で設定できるホストの最大数は32です。

DHCPサーバ機能を使う
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第3章　NetVehicleの便利な機能を活用する

外部のパソコンから着信接続する　　
（アクセスサーバ機能）

ISDN回線経由で外部のパソコンからNetVehicleに着信接続する場合、NetVehicleをリモートアクセス
サーバとして使うこともできます。このようなアクセスができる環境は、以下のものが考えられます。

・デスクトップパソコン+TA →（ISDN） →NetVehicle
・ノート型パソコン+ISDNカード →（ISDN） →NetVehicle
・ノート型パソコン+PIAFS通信カード+PHS →（PHS網）→（ISDN）→NetVehicle
・NetVehicle →（ISDN） →NetVehicle

補 足�� 　 接続確認済みのPHS端末およびPIAFS対応通信カードの組み合わせについては、NetVehicleのサポートペー
ジを参照してください。

参 照� 設定方法→「外部のパソコンと接続する（TA&PHS）」（P.83）

本社のNetVehicleを設定する場合を例に説明します。LAN情報に関する説明は省略しています。

ISDNの回線網�

TA

サーバ�

192.168.1.1

※着信時にどちらかのIPアドレスが割り当てられる�

192.168.1.35※�
or�

192.168.1.34

　192.168.1.34※�
or�

192.168.1.35

PHS網�

PHS

ノートパソコン�
+�

PIAFS対応通信カード�

本社�

外出先�
自宅�

ISDNの回線網�

TA

サーバ�

192.168.1.1

※着信時にどちらかのIPアドレスが割り当てられる�

192.168.1.35※�
or�

192.168.1.34

　192.168.1.34※�
or�

192.168.1.35

PHS網�

PHS

ノートパソコン�
+�

PIAFS対応通信カード�

本社�

外出先�
自宅�

通信条件
<ノートパソコン＋PHS>で外出先から接続
認証 IDと認証パスワード

受諾認証 ：mobile
受諾認証パスワード ：mobilepass

PHSの電話番号は未登録
<パソコン＋TA>で自宅から接続
認証 IDと認証パスワード

受諾認証 ：soho
受諾認証パスワード ：sohopass

自宅の電話番号は未登録
本社のLAN側のネットワークアドレス/ネットマスク ：192.168.1.0/24
外部のパソコンに割り当てる IPアドレス ：192.168.1.34、192.168.1.35
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HintHint ◆不正なアクセスを防止するには
NetVehicleには公衆電話からもアクセスできます。ただし公衆電話では、アクセスしてきた相手
の電話番号を特定できないので、NetVehicleで使っている電話番号などの情報が外部に漏れてし
まった場合はどうするのかといった問題が生じます。

NetVehicleを使ってセキュリティを向上させる方法としては、以下のようなものがあります。
・認証情報（受諾認証 IDやパスワードなど）を設定する
・コールバック機能を使う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○回線情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「回線情報」をクリックします。
「回線情報設定」ページが表示されます。

2. ［回線情報］で以下の項目を指定します。
回線インタフェース → ISDN

［ISDN情報］で以下の項目を指定します。
着信動作 →相手毎に設定

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

3. ［更新］ボタンをクリックします。

外部のパソコンから着信接続する（アクセスサーバ機能）



138 第3章　NetVehicleの便利な機能を活用する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○不特定な相手と着信接続するために必要な情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］の「不特定相手着信」の欄の［修正］ボタンをクリックします。
「不特定相手情報設定」ページが表示されます。

3. ［基本情報］で以下の項目を指定します。
割当先頭アドレス →192.168.1.34
同時接続許可数 →2

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

4. ［更新］ボタンをクリックします。
「相手情報設定」ページに戻ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○着信相手を識別するために必要な情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［着信相手識別情報］で以下の項目を指定します。
着信許可 →する
認証方式 →「PAP」および「CHAP」
MP接続 →しない
コールバック応答 →しない

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

3. ［更新］ボタンをクリックします。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○受諾認証情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［受諾認証 ID情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「PPP受諾認証情報」ページが表示されます。

3. ［受諾認証情報］で以下の項目を指定します。
受諾認証 ID →mobile
受諾認証パスワード →mobilepass

4. ［更新］ボタンをクリックします。
「相手情報設定」ページに戻ります。

5. 手順 2.～4.を参考に、<パソコン＋TA>の情報も追加してください。
受諾認証 ID →soho
受諾認証パスワード →sohopass

6. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

外部のパソコンから着信接続する（アクセスサーバ機能）
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第3章　NetVehicleの便利な機能を活用する

認証IDによる接続相手の識別

NetVehicleは着信時の相手識別を発信者番号通知によって行っています。
しかし、発信者番号から相手を特定できないことがあります。このような相手と通信する場合、PPPの認証
プロトコルを利用することにより、認証 IDによる接続相手の識別が必要となります。
認証 IDによる相手識別は以下の場合に必要となります。

・着信時に発信者番号が通知されない場合
・同一相手からの着信時の発信者番号が毎回異なる場合

ここでは、東京事業所のNetVehicleの設定で、設定済みの接続先情報（川崎事業所）に認証IDで特定す
るための情報を追加する場合を例に説明します。ISDN回線を介して2つの事業所（東京、川崎）のネット
ワークを接続します。
一方の事業所でサーバを公開していて、着信接続します。

ISDNの回線網�

192.168.1.32 192.168.2.32

川崎事業所�東京事業所�

Tel.044-999-9999Tel.03-7777-7777

通信条件
認証 IDと認証パスワード（川崎事業所用）

受諾認証 ：kawasaki
受諾認証パスワード ：kawapass

東京事業所でサーバを公開している
川崎事業所では電話番号を通知しない設定をしている

電話番号から特定できない相手との着信処理
認証方式PAP/CHAP
MP接続しない
コールバック応答しない

参照する情報
［東京事業所］

川崎事業所のネットワークの名前 ：kaisya
接続先の名前 ：kawasaki

参 照� 接続先情報の設定→「事業所LANどうしを ISDNで接続する」（P.73）
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○回線接続情報（東京事業所）を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「回線情報」をクリックします。
「回線情報設定」ページが表示されます。

2. ［ISDN情報］で以下の項目を指定します。
着信動作 →相手毎に設定

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

3. ［更新］ボタンをクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○着信相手を識別するために必要な情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［着信相手識別情報］で以下の項目を指定します。
着信許可 →する
認証方式 →「PAP」および「CHAP」
MP接続 →しない
コールバック応答 →しない

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

3. ［更新］ボタンをクリックします。

認証 IDによる接続相手の識別
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○接続先の情報（川崎事業所）を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］で「kaisya」欄の［修正］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［接続先一覧］で「kawasaki」欄の［修正］ボタンをクリックします。
「接続先情報設定」ページが表示されます。

4. ［着信情報］で以下の項目を指定します。
着信許可 →する
受諾認証情報（認証 ID） →kawasaki
受諾認証情報（認証パスワード） →kawapass

［発信者番号識別による着信情報］で以下の項目を指定します。
発信者番号による識別 →番号チェックをしない

必要に応じて上記以外の項目を設定します。

5. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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3

外出先や自宅から会社のパソコンを起動
させる（リモートパワーオン機能）

NetVehicleの「リモートパワーオン機能」は、Wakeup on LAN機能を使用して電源OFF状態のパソコ
ンを、外出先や自宅のサブアドレスを使用できる電話機（PHSを含む）から起動させることができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

サブアドレスを指定できないアナログ電話からはこの機能を利用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ISDNの回線網�

TA

サーバ�

PHS網�

PHS

ノートパソコン�
+�

PIAFS対応通信カード�

「NetVehicleの電話番号�
　+Wake-up-ID」をダイヤル�
�
電源投入指示を出す�

パソコンが起動する�

◆Wakeup on LAN機能とは？
AMD社が開発したネットワーク上の電源OFF状態のパソコンを遠隔操作で起動する機能です。起
動はMagic Packetと呼ばれるパケットを送付して行います。なお、Wakeup on LAN機能はパ
ソコンを起動するだけで電源OFFは行いません。
電源OFFする場合は、別途、電源制御用ソフトウェアが必要になります。

補 足�� ・本機能は、Wakeup on LANに対応したパソコンだけで利用できます。Wakeup on LAN対応機種について
は、パソコンのメーカーにお問い合わせください。

・本機能は、サブアドレスを指定できる ISDN機器（電話、PHS等）で利用できます。

・本機能を使用するだけでは、課金されません。

HintHint

認証 IDによる接続相手の識別
外出先や自宅から会社のパソコンを起動させる（リモートパワーオン機能）
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○起動条件を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「ホストデータベース情報」をクリックします。
「ホストデータベース情報」ページが表示されます。

2. 未設定の欄の［修正］ボタンをクリックします。
「ホストデータベース情報設定」ページが表示されます。

3. 以下の項目を指定します。
MACアドレス →起動させるパソコンのMACアドレス
Wake-up-ID →起動させるためのキー番号（任意の英数字で19文字まで）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

「Wake-up-ID」と実際に存在する ISDN機器のサブアドレスが重複しないようにしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補 足�� ・この「Wake-up-ID」による依頼を受けたNetVehicleは、同じ「Wake-up-ID」を持つ、すべてのパソコンに
Magic Packetを送信し電源投入指示を行います。

・複数のパソコンに同じ「Wake-up-ID」を設定すると、一回のリモートパワーオン依頼で複数のパソコンを起
動することができます。

・ホストデータベース情報は「リモートパワーオン機能」、「DHCPスタティック機能」、「DNSサーバ機能」で使
われており、それぞれ必要な項目だけを設定します。

参 照� MACアドレス→■基本編　「補足」（P.56）

4. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○リモートパワーオン機能を使う

1. パソコンまたは電話機で、NetVehicleの電話番号（ISDN契約者番号）を入力します。

2. 相手先サブアドレスに、起動させるパソコンの「Wake-up-ID」を指定します。
NetVehicleが該当するパソコンに対して「Magic Packet」を送信し、パソコンが起動します。

補 足�� パソコンがMagic Packetを受信してから起動が完了するまで、数十秒から数分かかります（お使いの機種やOS
によって異なります）。
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3

コールバック機能を利用する

NetVehicleには「コールバック機能」があります。コールバック先をあらかじめ登録しておきます。登録
済みの相手からアクセス要求があった場合は、まず認証を行い、いったん回線を切断したあと、NetVehicle
から電話をかけ直します。
自宅や出張先などの遠隔地から事業所のサーバにアクセスする際、通信料金を事業所持ちにしたい場合に
「コールバック機能」が便利です。また、NetVehicle側で通信料金を一括管理できます。
「コールバック機能」を使うと、不特定多数の人間によるアクセスを防止することもできます。

ISDNの回線網�

TA

  接続（コールバック要求）�

切断�

NetVehicle側から再接続�

NetVehicleには以下の2種類のコールバック機能があります。

●CBCP方式を使用する

Windows® 95/98/2000/Me、WindowsNT® 3.51/4.0のダイヤルアップ機能に対応しています。着
信要求があった場合、いったんISDN回線を接続して、IDおよびパスワードの入力による認証を行います。
認証が終わるとNetVehicleは回線を切断し、ダイヤル発信をやり直します。
この方式では、認証が終わるまでの通信料金がかかります。

●無課金コールバックを使用する

NetVehicleどうしの場合だけ使用できます。ISDNのＤチャネルを使って「発信者番号」による認証を行
います。このとき回線は接続されません。認証が終わると、NetVehicleはダイヤル発信をやり直します。
ここではじめて回線が接続されます。この方式では、発信側にまったく通信料金がかかりません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて
無課金コールバックは、公衆電話では利用できません。また、NTTの「発信者番号通知サービス」の契約が必

要です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補 足�� ・Microsoft製品やCBCP方式をサポートしている装置とコールバックを行う場合、「CBCP」を選択してくださ
い。NetVehicleどうしでコールバックを行う場合、「無課金」も選択できます。

・コールバック応答時は、コールバック要求時に相手先より通知された通信速度で応答します。つまり、64Kbps
で要求があった場合には64Kbpsで、32Kbpsで要求があった場合には32Kbpsで応答します。

外出先や自宅から会社のパソコンを起動させる（リモートパワーオン機能）
コールバック機能を利用する
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以下にコールバック機能を利用した設定例を記述します。
（1）CBCP方式でコールバック要求する
（2）CBCP方式でコールバック応答する
（3）無課金コールバックでコールバック要求する
（4）4無課金コールバックでコールバック応答する

ここでは、設定済みの接続先にコールバックを追加する場合を例に説明します。

CBCP方式でコールバック要求する
出張先のパソコンから会社のサーバにアクセスする際、コールバック要求を発行する例について説明しま
す。

ISDNの回線網�

Tel.03-3333-3333

出張先のLAN 会社のLAN

サーバ�

コールバック要求�

通信条件
コールバックはCBCP方式を指定
コールバック時の電話番号 ：03-3333-3333
コールバックウェイトタイマ ：60秒

参照する情報
会社のネットワークの名前 ：kaisya
接続先の名前 ：office

参 照� �接続先情報の設定→「インターネットとLANに同時接続する」（P.79）
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○�コールバックを要求する接続先の情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］で「kaisya」欄の［修正］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［接続先一覧］で「office」欄の［修正］ボタンをクリックします。
「接続先情報設定」ページが表示されます。

4. ［発信情報］で以下の項目を指定します。
コールバック要求 →する
コールバック方式 →CBCP
コールバックウェイトタイマ →60秒
コールバック電話番号 →03-3333-3333

�補 足�� ��・「コールバック電話番号」および「コールバックサブアドレス」で設定した番号は、コールバック元に対して
通知するかけ直し電話番号およびサブアドレスを設定します。

�・「コールバックウェイトタイマ」とはコールバック要求発行後、相手からのコールバック着信までの待ち時間
です。この時間内に着信が行われない場合、コールバックは失敗となります（推奨値：60秒）。
　コールバックがうまく動作しないときは、この時間を長くしてください。

5. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

コールバック機能を利用する
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CBCP方式でコールバック応答する
出張先から会社のサーバに<ノートパソコン＋PHS>からアクセスがあった場合に、コールバック応答す
る例について説明します。

ISDNの回線網�
Tel.070-1234-5678 サーバ�

PHS網�

ノートパソコン�
+�

PIAFS対応通信カード�

コールバック応答�

通信条件
ノートパソコン+PHSで出張先からアクセスする
コールバックはCBCP方式を指定
コールバックウェイトタイマ ：10秒

参照する情報
出張時のネットワークの名前 ：outside
接続先の名前 ：PHS

参 照� ��接続先情報の設定→「外部のパソコンと接続する（TA&PHS）」（P.83）
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○�コールバック応答する接続先の情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］でネットワーク名「outside」欄の�［修正］ボタンをクリックし
ます。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［接続先一覧］で「PHS」欄の［修正］ボタンをクリックします。
「接続先情報設定」ページが表示されます。

4. ［発信者番号識別による着信情報］で以下の項目を指定します。
コールバック応答 →する
コールバック方式 →CBCP
コールバックウェイトタイマ →10秒
コールバック電話番号 →070-1234-5678

補 足�� �・着信情報で「コールバック電話番号」および「コールバックサブアドレス」を設定した場合、コールバック時
には、着信時に相手から通知される電話番号とサブアドレスではなく、ここに設定された番号を優先して使用
します。

�・「コールバックウェイトタイマ」とはコールバック要求を受け取ってからかけ直すまでの待ち時間です。回線
が切断されても交換機でしばらくは回線空き状態に戻ら�ないため、それを待ち合わせるために使用します（推
奨値：10秒）。
　コールバックがうまく動作しないときは、この時間を長くしてみてください。

5. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

補 足�� 上記のように出張先からの着信接続を行うための設定方法として�「外部のパソコンから着信接続する（アクセ
スサーバ機能）」（P.136）があります。�その設定方法でも、コールバック応答を指定することができます。

コールバック機能を利用する
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無課金コールバックでコールバック要求する
NetVehicleどうしを使って、ISDN回線を介して2つの事業所（東京、川崎）のネットワークを接続した
場合を例に説明します。川崎事業所から東京事業所に接続する際、コールバック要求をする情報を追加し
ます。

ISDNの回線網�

川崎事業所� 東京事業所�

コールバック要求�

通信条件
コールバックは無課金方式を使用
コールバックウェイトタイマ ：60秒

参照する情報
［川崎事業所］

東京事業所のネットワークの名前 ：kaisya
接続先の名前 ：tokyo

�参 照�「事業所LANどうしを ISDNで接続する」（P.73）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○コールバック要求する接続先の情報を設定する（川崎事業所）

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］でネットワーク名「kaisya」欄の［修正］ボタンをクリックしま
す。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［接続先一覧］で「tokyo」欄の［修正］ボタンをクリックします。
「接続先情報設定」ページが表示されます。

4. ［発信情報］で以下の項目を指定します。
コールバック要求 →する
コールバック方式 →無課金
コールバックウェイトタイマ →60秒

�補 足�� 無課金コールバックでは［発信情報］で「コールバック電話番号」および�「コールバックサブアドレス」を設
定しても、これらの番号は相手に通知されません。
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5. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

無課金コールバックでコールバック応答する
NetVehicleどうしを使って、ISDN回線を介して2つの事業所（東京、川崎）のネットワークを接続した
場合を例に説明します。川崎事業所から東京事業所に接続する際、東京事業所からコールバック応答をす
る情報を追加します。

ISDNの回線網�

川崎事業所� 東京事業所�

コールバック応答�

通信条件
コールバックは無課金方式を使用
コールバックウェイトタイマ ：10秒

参照する情報
［東京事業所］

川崎事業所のネットワークの名前 ：kaisya
接続先の名前 ：kawasaki

�参 照�「事業所LANどうしを ISDNで接続する」（P.73）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○�コールバック応答する接続先の情報を設定する（東京事業所）

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］で「kaisya」欄の［修正］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［接続先一覧］で「kawasaki」欄の［修正］ボタンをクリックします。
「接続先情報設定」ページが表示されます。

4. ［発信者番号識別による着信情報］で以下の項目を指定します。
コールバック応答 →する
コールバック方式 →無課金
コールバックウェイトタイマ →10秒

コールバック機能を利用する
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5. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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マルチTA機能を使う

NetVehicleはマルチTA機能をサポートしています。マルチTA機能を使用すると、LAN上につながれた
パソコンからNetVehicleを擬似的なTAとして共有できます。マルチTA機能とルータ機能を同時に使用
することもできます。パソコンから、NATを使用せずに通信が行えるので、NATを利用すると通信できな
いアプリケーション（例えば、電子会議やインターネットゲームなど）を使用する際に便利です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

マルチTA機能は、Windows® 95/98/2000のダイヤルアップネットワークに含まれるVPNの機能を利用

して、装置にRS232C接続されたTAからの発信と同等のPPPセッションを確立を行うことが可能です。動

作確認済みのOSは、Windows® 95/98/2000です。Windows® 95の場合は、Microsoft® Windows® 95

ダイヤルアップネットワーク1.3アップグレードが必要です。

マルチTA機能を使用する場合、着信、コールバック、MP、課金制御機能、スケジュール機能の動作は行えま

せん。

マルチTA機能の使用中は、かんたん操作の「強制切断」は使用できません。

パソコン側の設定でDNSサーバが指定されており、かつ、ルータ設定で「相手情報」の「自動ダイヤル」に「す

る」が設定されている場合にマルチTA機能を使用すると、2回線（Bチャネル1本をルータ機能、もう1本を

マルチTA機能）接続されるため異常課金の原因になることがあります。また、アナログ機器で先に回線を1本

使用している場合、マルチTA機能を使用できない場合があります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ここでは、ある特定のパソコンでマルチTA機能を利用して電子会議を行う場合を例に説明します。

ISDNの回線網�

会社のネットワーク�

電子会議�

マルチTA機能を使う�
パソコンのIPアドレス�

 192.168.1.2

LAN側のIPアドレス�
192.168.1.1

LAN側のIPアドレス�
192.168.2.1

Tel.03-1111-1111

通信条件

コールバック機能を利用する
マルチTA機能を使う
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ISDNに接続する
端末型ダイヤルアップ接続を行う
電子会議をするパソコンの IPアドレス ：192.168.1.2
会社のルータが接続されている電話番号 ：03-1111-1111
会社のルータの IPアドレス ：192.168.2.1
5時間経過した場合回線を強制切断する
ユーザ認証 ID（会社） ：user1
ユーザ認証パスワード（会社） ：userpass

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○マルチTA情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「マルチTA情報」をクリックします。
「マルチTA情報」ページが表示されます。

2. 以下の項目を指定します。
マルチTAの使用 →使用する
同時アクセス数 →1
アクセス制限 →下記のパソコンのみ許可する
IPアドレス →192.168.1.2
アドレスマスク →32
強制切断タイマ →5

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○VPNアダプタを準備する（Windows® 95／98の場合）

Windows® 95をお使いの場合は、Microsoft® Windows® 95ダイヤルアップネットワーク1.3アップ
グレードのマニュアルを参照してください。
Windowsデスクトップの設定で「Webスタイル」を指定してある場合は、「ダブルクリック」と記載して
あるところは「シングルクリック」で操作できます。

1. 「コントロールパネル」ウィンドウを開き、「アプリケーションの追加と削除」アイコンをダ
ブルクリックします。

2. 「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ダイアログボックスで「Windowsファイ
ル」タブをクリックして選択します。「ファイルの種類」ボックスで「通信」を選択し、［詳
細］ボタンをクリックします。

「通信」ダイアログボックスが表示されます。
ここで「ファイルの種類」ボックスに「ダイヤルアップネットワーク」および「仮想プライベートネット
ワーク」が選択されているかを確認し、なければ以下に示す手順で準備します。

3. 「ダイヤルアップネットワーク」および「仮想プライベートネットワーク」をチェックし、
［OK］ボタンをクリックします。

マルチTA機能を使う
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4. 「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ダイアログボックスで［OK］ボタンをク
リックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ダイヤルアップネットワークの設定をする（Windows® 95／98の場合）

1. Windows®の画面左上の「マイコンピュータ」をダブルクリックします。

2. 「マイコンピュータ」の「ダイヤルアップネットワーク」をダブルクリックします。

3. 「ダイヤルアップネットワーク」の「新しい接続」をダブルクリックします。

4. 「新しい接続」で以下の項目を指定します。
接続名 → ISP仮想接続
モデム →Microsoft VPN Adapter

5. ［次へ］ボタンをクリックします。

6. 以下の項目を指定します。
ホスト名または IPアドレス →192.168.1.1 03-1111-1111（IPアドレスと電話番号の間に

半角空白を入れます）

補 足�� 相手先のサブアドレスを指定する場合は、電話番号の後ろに "*"で続けて指定します。

7. ［次へ］ボタンをクリックします。
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8. ［完了］ボタンをクリックします。
「ダイヤルアップネットワーク」に「ISP仮想接続」のアイコンが作成されます。

9. 「ISP仮想接続」のアイコンを選択し、「ファイル」メニューから「プロパティ」を選択しま
す。

10.「サーバーの種類」タブをクリックします。

11. 以下の項目を指定します。
使用できるネットワークプロトコル →TCP/IP

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

［詳細オプション］の「データの暗号化を使う」は選択（使用）しないでください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12.［TCP/IP設定］をクリックします。

マルチTA機能を使う
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13. 以下の項目を指定します。
サーバーが割り当てた IPアドレス →選択する
サーバーが割り当てたネームサーバアドレス →選択する
IPヘッダー圧縮を使用 →選択する
リモートネットワークでデフォルトのゲートウェイを使用 →選択する

14.［OK］ボタンをクリックします。

15.「ISP仮想接続」ダイアログボックスで［OK］ボタンをクリックします。
設定を終了します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○マルチTA機能を使って会社のネットワークに接続する（Windows® 95／98の場合）

1. Windowsの画面左上の「マイコンピュータ」の「ダイヤルアップネットワーク」アイコン
をダブルクリックします。

2. 「ダイヤルアップネットワーク」の「ISP仮想接続」をダブルクリックします。
［接続］ダイアログボックスが表示されます。

3. 「ユーザー名」と「パスワード」を指定します。
ユーザー名 →user1
パスワード →userpass
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4. ［接続］ボタンをクリックします。
「ユーザ名」と「パスワード」の確認処理が終わると、回線が接続されます。
タスクバーにダイヤルアップネットワークのインジケータが表示されます。

5. 回線を切断するときは、ダイヤルアップネットワークのインジケータをダブルクリックし
て、表示されたダイアログボックスで［切断］ボタンをクリックします。

補 足�� NetVehicle、パソコン間がLANでつながっているため、「ISP仮想接続に接続」画面上には、「10,000,000bps
で接続」と表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ダイヤルアップネットワークの設定をする（Windows® 2000の場合）

 1.「コントロールパネル」ウィンドウを開き、「ネットワークとダイヤルアップ」アイコンをダ
ブルクリックします。

 2.「ネットワークとダイヤルアップ接続」の「新しい接続」をダブルクリックします。

 3.［次へ］ボタンをクリックします。

 4.「ネットワーク接続の種類」で「インターネット経由でプライベートネットワークに接続す
る」を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。

マルチTA機能を使う
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 5.「パブリックネットワーク」で「最初の接続にダイヤルしない」のラジオボタンがチェック
されていることを確認します。「パブリックネットワーク」設定画面が表示されない場合、
手順7.に進みます。

 6.［次へ］ボタンをクリックします。

 7.「接続先のアドレス」で以下の項目を指定します。
・ホスト名または IPアドレス →192.168.1.1 03-1111-1111

（IPアドレスと電話番号の間に半角空白を入れます）
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 8.［次へ］ボタンをクリックします。
「接続の利用範囲」で「すべてのユーザ」のラジオボタンがチェックされている
ことを確認します。

 9.［次へ］ボタンをクリックします。

10.［完了］ボタンをクリックします。

11. 接続画面が表示されたら、「プロパティ」を選択します。

マルチTA機能を使う
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12.「セキュリティ」タブをクリックします。

13.「セキュリティオプション」で「データの暗号化を必ず要求する（データが暗号化されてい
ない場合は切断する）」のチェックボックスのチェックを外します。

14.［OK］ボタンをクリックします。

15.［キャンセル］ボタンをクリックして設定を終了します。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○マルチTA機能を使って会社のネットワークに接続する（Windows® 2000の場合）

 1.「コントロールパネル」ウィンドウを開き、「ネットワークとダイヤルアップ」アイコンをダ
ブルクリックします。

 2.「仮想プライベートネットワーク」アイコンをダブルクリックします。

 3.「ユーザ名」と「パスワード」を指定します。
    ユーザー名→user1
    パスワード→userpass

 4. [接続]ボタンをクリックします。
「ユーザ名」と「パスワード」の確認処理が終わると、回線が接続されます。
タスクバーにダイヤルアップネットワークのインジケータが表示されます。

 5. 回線を切断するときは、ダイヤルアップネットワークのインジケータをダブルクリックし
て、表示されたダイアログボックスで［切断］ボタンをクリックします。

マルチTA機能を使う
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第3章　NetVehicleの便利な機能を活用する

特定のURL へのアクセスを禁止する
（URLフィルタ機能）

NetVehicleの「URLフィルタ機能」を利用すると、特定のURLへのアクセスを禁止することができます。
URLフィルタ機能を使用する場合は、「ProxyDNS情報」で設定します。
以下に設定例を説明します。

Internet

WWWサーバ�

URLフィルタリング�

遮断�
ドメイン www.danger.ne.jp

通信条件
アクセスを禁止するドメイン名：www.danger.ne.jp

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○URLの情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「URLフィルタ情報」をクリックします。
「ProxyDNS情報」ページが表示されます。

2. ［順引き情報一覧］の［追加］ボタンをクリックします。
「ProxyDNS情報設定（順引き）」ページが表示されます。

3. 以下の項目を指定します。
ドメイン名 →www.danger.ne.jp
動作 →破棄する
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4. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

◆「＊」は使えるの？
例えば「www.danger.ne.jp」と「XXX.danger.ne.jp」の両方をURLフィルタの対象とする場合
は「＊ .danger.ne.jp」と指定することで両方を対象にできます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○� こんな事に気をつけて
ProxyDNS（順引き）条件が複数存在する場合、それぞれの条件に優先順位がつき、数値の小さいものから優先

的に採用されます。優先順位を意識した設定を行わないと、通信ができなくなる場合がありますので、注意して

ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

HintHint

特定のURLへのアクセスを禁止する（URLフィルタ機能）
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第3章　NetVehicleの便利な機能を活用する

通信料金を節約する（課金制御機能）

NetVehicleは通信料金を節約するための機能を備えています。�通信料金の無駄、使い過ぎを防ぐことがで
きます。
ISDN回線やプロバイダの多くは一定時間を単位として料金を算定する従量課金制度を利用して料金を決め
ています。�通信料金が3分10円で計算される場合、3分の中で何度も切断／接続を繰り返すと、料金額
はその回数×10円になります。
そこで課金単位時間（通信料金が計算されるときの単位時間）を設定し、無通信監視タイマ（初期値設定：
60秒）と連動することで、�単位時間内は回線を切断させないようにします。無通信監視タイマとは、アク
セスがなければ自動的に切断するときの単位時間です。
課金単位時間に3分間を指定した場合、以下のようになります。

▼ここで料金が変わる� ▼ここで料金が変わる�課金単位時間の設定�

設定しない場合�

３分を設定した場合�

10円�

20円�

10円� 10円�

0 1 2 3 4 5 6 7

：接続� ：データ送受信� ：接続中� ：切断�

(分)

また、データ通信に費やした通信時間や通信料金が一定の値を超えた場合、�接続を禁止したり、ログにア
ラームを出したりする機能もあります（課金制御機能）。�無意識のうちに通信料金を使いすぎてしまうのを
防げます。

補 足�� ・超過課金対策のため、初期設定において1週間（毎週金曜日に課金情報をクリアする）で通信料金の累計が
3,000円を超えると発信抑止されるように設定されています。

・�通信時間や通信料金が設定した値を超え接続できなくなった場合でも�アナログ機器の動作には影響しません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　こんな事に気をつけて

設定前にNetVehicleの内部時計を正しくセットしてください。

課金制御機能は、指定された料金を超えた場合に発呼を抑制する機能ですが、運用中の回線を切断する機能では

ありません。回線の接続中に指定された料金を超えても回線が接続中のままだと料金がかかり続けます。その結

果、通信料金が指定された金額を超えるのでご注意ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○��課金単位時間を設定する

ここでは、ネットワーク名（internet）配下の「接続先情報」としてプロバイダA（ISP-A）がすでに登録
してある場合を例に説明します。
通信条件
無通信監視タイマ ：60秒
課金単位時間

昼間（08:00～19:00） ：180秒
夜間（19:00～23:00） ：180秒
深夜・早朝（23:00～08:00） ：240秒

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックします。
「相手情報設定」ページが表示されます。

2. ［ネットワーク情報一覧］で「internet」欄の［修正］ボタンをクリックします。
「ネットワーク情報設定」ページが表示されます。

3. ［接続先一覧］で［修正］ボタンをクリックします。
「接続先情報設定」ページが表示されます。

4. ［基本情報］で以下の項目を指定します。
無通信監視タイマ →60秒
課金単位時間（昼間） →180秒
課金単位時間（夜間） →180秒
課金単位時間（深夜・早朝） →240秒

5. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

通信料金を節約する（課金制御機能）
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○�課金制御機能を設定する

ここでは、接続累計時間が50時間、または通信料金の合計が10,000円になったら接続要求の抑止を設
定する場合を例に説明します。

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「回線情報」をクリックします。
「回線情報設定」ページが表示されます。

2. ［ISDN情報］で以下の項目を指定します。
課金制御 →する
上限時間 →50時間
制御動作 →発信抑止（通信時間累計が上限値になった場合の動作）
上限金額 →10,000円
制御動作 →発信抑止（通信料金累計が上限値になった場合の動作）

補 足�� 「システムログ出力のみ」を選択した場合は、通信時間が「上限時間」で設定した値を超えた、または通信料金
が「上限金額」で設定した値を超えたときに、システムログ情報に警告通知を記録します。

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

補 足�� ・現在の課金情報は、表示メニューで「課金情報」をクリックすると表示されます。

・課金情報をクリアすることで、再度、発信ができるようになります。課金情報をクリアするには、表示メニュー
の「課金情報」から行います。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○� こんな事に気をつけて
本書の表記で使われる通信料金とは、INS ネット64基本サービスの「料金情報通知」をもとに、  NetVehicle

のソフトウェアが算出した値です。算出される値は、お客様の契約や回線利用状況により異なりますので、請求

金額とは必ずしも一致しません。

例えば以下のような場合があります。

- INSテレホーダイサービス利用時

- NTT DoCoMo以外の自動車電話・携帯電話と通話した場合

- PHSと通話した場合（PIAFSによるデータ通信も含む）

本装置の電源を切ると、課金情報（通信時間累計、通信料金累計等）はすべてクリアされます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3

Eメールエージェント機能を使う

NetVehicleのEメールエージェント機能には、以下の機能があります。
・メールチェック機能
・リモートメールチェック機能
・メール転送機能
・メール一覧送信機能
・TELメール機能
・メール着信通知機能

ISDNの回線網�

PHS網�

公衆電話網�

メール端末�

Internet

電話をかけて�
メールをチェック�
→リモートメール�
　チェック機能�

メールサーバ�

メールの着信履歴�

電話の着信履歴�

他のメールアドレス�
へ転送�
→メール転送機能�

メールの着信履歴を転送�
→メール一覧転送機能�

電話の着信履歴を転送�
→TELメール機能�

定期的にメールを�
チェック�
→メールチェック機能�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○� こんな事に気をつけて

設定前にNetVehicleの内部時計を正しくセットしてください。

文字入力フィールドには半角文字（0～9、A～Z、a～z、および記号）だけを使用してください。ただし、空

白文字、「”」、「<」、「>」、「&」、「%」は入力しないでください。入力した場合、ブラウザでの設定が不可能とな

ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補 足�� Eメールエージェント機能は、スタンバイモードでも動作します。NetVehicleは、指定時刻になると動作し、終
了するとスタンバイモードに戻ります。

通信料金を節約する（課金制御機能）
Eメールエージェント機能を使う
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メールチェック機能
NetVehicleのメールチェック機能は、NetVehicleが定期的にダイヤルアップし、メールサーバにメール
が着信しているかどうか確認する機能です。メールが届いていた場合、CHECKランプが緑色に点滅しま
す。
ここでは、NetVehicleから定期的にメールサーバに接続し、メールの着信を確認する場合を例に説明しま
す。

ISDNの回線網�

Internet

午前10時と午後3時に�
メールをチェック�

メールサーバ�
  POPサーバ：�
  pop.server.ne.jp

通信条件
メールの着信を1日2回（午前10時と午後3時）確認する
メールサーバ名（POPサーバ） ：pop.server.ne.jp
メールのユーザ名 ：user1
メールのパスワード ：himitu

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「Eメールエージェント情報」をクリックします。
「Eメールエージェント情報設定」ページが表示されます。

2. ［メールチェック情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「メールチェック情報設定」ページが表示されます。
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3. ［メールチェック情報］で以下の項目を指定します。
ユーザ名 →user1
パスワード →himitu
POP3サーバ（ホスト名）→pop.server.ne.jp
確認時間 →時刻で指定（毎日　10:00、毎日　15:00）

4. ［更新］ボタンをクリックします。
「Eメールエージェント情報設定」ページに戻ります。

5. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○メールチェックの確認方法

NetVehicleは、指定した時刻になるとメールチェックを行います。以下の方法で確認できます。
表示メニューで件数と差出人/題名/時刻を確認できます。

参 照�「電子メール着信通知を見る」（P.263）

Eメールエージェント機能を使う



172 第3章　NetVehicleの便利な機能を活用する

リモートメールチェック機能
NetVehicleのリモートメールチェック機能は、PHSからNetVehicleに電話をかけて、NetVehicleに
メールチェックさせる機能です。リモートメールチェック機能とメール転送機能もしくはメール一覧送信
機能を使って、離れた所から必要なときにメールを受けたり、メールの一覧を確認したりできます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○� こんな事に気をつけて

サブアドレスを指定できない携帯電話等のアナログ機器からは、この機能を利用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ここでは、PHSからNetVehicleに電話をかけて、メールの着信を確認する場合を例に説明します。

ISDNの回線網�

Internet

メールサーバ�
  POPサーバ：�
  pop.server.ne.jp

PHS網�

PHS

電話をかけて�
メールをチェック�

通信条件
PHSを使ってNetVehicleにメールチェックさせる
リモートチェック ID（サブアドレス） ：1234
メールサーバ名 ：pop.server.ne.jp
メールのユーザ名 ：user1
メールのパスワード ：himitu

補 足�� この例では、メールが届いていた場合、表示メニューに表示、またはNetVehicleのCHECKランプが緑色に点滅
します。離れた場所からメール端末等でメールを受け取ったり、メールの一覧を確認するには、メール転送機能
またはメール一覧送信機能を使う必要があります。

参 照� メール転送機能（P.174）、メール一覧送信機能（P.177）

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「Eメールエージェント情報」をクリックします。
「Eメールエージェント情報設定」ページが表示されます。

2. ［メールチェック情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「メールチェック情報設定」ページが表示されます。
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3. ［メールチェック情報］で以下の項目を指定します。
ユーザ名 →user1
パスワード →himitu
メールサーバ（ホスト名） →pop.server.ne.jp
リモートメールチェック ID →1234

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○� こんな事に気をつけて

リモートメールチェックIDは、アナログ設定の「アナログポート情報」の「サブアドレス」、「留守確認用番号」、

および「アナログ共通情報」の「設定変更用暗証番号」と別の番号を設定してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○メールチェックの操作方法

外からPHS等の ISDN機器を使って、NetVehicleに電話をかけます。
正常に受け付けられた場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。

相手電話番号 サブアドレス（リモートメールチェック ID）

　例）03-1111-1111 1234

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○メールチェックの確認方法

NetVehicleに電話をかけるとメールチェックを行います。確認のしかたには以下の方法があります。
表示メニューで確認する

参 照�「電子メール着信通知を見る」（P.263）

Eメールエージェント機能を使う
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メール転送機能
NetVehicleのメール転送機能は、メールサーバに着信しているメールを指定した別のメールアドレスに転
送する機能です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○� こんな事に気をつけて

メール転送機能を使って転送できるメールは、メールチェックで取得した新着メールのみです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ここでは、着信しているメールをメール端末へ転送する場合を例に説明します。

ISDNの回線網�

メールを転送�

メールサーバ�
  POPサーバ：�
  pop.server.ne.jp�
  SMTPサーバ：�
  smtp.server.ne.jp

Internet

午前10時と午後3時に�
メールをチェック�

PHS網�

メール端末�
user2@mail.ne.jp

from: friend@mail.ne.jp

通信条件
特定の人からのメールを1日2回（午前10時と午後3時）別のメールアドレスへ転送する
特定の人のメールアドレス ：friend@mail.ne.jp
転送先のメールアドレス ：user2@mail.ne.jp
メールサーバ名（POPサーバ） ：pop.server.ne.jp
メールサーバ名（SMTPサーバ）：smtp.server.ne.jp
メールのユーザ名 ：user1
メールのパスワード ：himitu

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○メールチェック情報を設定する

メール転送機能を使用するには、メールチェック機能またはリモートメールチェック機能の設定が必要で
す。この例では、user1に対してメールチェックの設定を行っていることを前提に説明します。

参 照�「メールチェック機能」（P.170）、「リモートメールチェック機能」（P.172）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○メール転送情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「Eメールエージェント情報」をクリックします。
「Eメールエージェント情報設定」ページが表示されます。

2. ［メールチェック情報一覧］でuser1の欄の［修正］ボタンをクリックします。
「メールチェック情報設定」ページが表示されます。



175

3

3. ［メール転送/一覧送信情報］で以下の項目を指定します。
転送/一覧送信 →メールを転送する
SMTPサーバ（ホスト名）→smtp.server.ne.jp

4. 宛先メールアドレスの欄の［追加］ボタンをクリックします。
「このページの情報が変更されています。更新しますか？」というメッセージが表示されたら［OK］ボタ
ンをクリックします。
「宛先メールアドレス設定」ページが表示されます。

5. 以下の項目を指定します。
メールアドレス →user2@mail.ne.jp

6. ［更新］ボタンをクリックします。
「メールチェック情報設定」ページに戻ります。

7. ［メール転送条件］で以下の項目を指定します。
動作 →条件に従う
条件 →以下の条件を満たさない場合は転送しない

8. 条件の欄の［追加］ボタンをクリックします。
「このページの情報が変更されています。更新しますか？」というメッセージが表示されたら［OK］ボタ
ンをクリックします。
「条件設定」ページが表示されます。

Eメールエージェント機能を使う
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9. 以下の項目を指定します。
転送 →する
条件 →差出人にfriend@mail.ne.jpが含まれる

10.［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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メール一覧送信機能
NetVehicleのメール一覧送信機能は、メールサーバに着信しているメールの一覧情報をメールで送信する
機能です。
ここでは、着信しているメールの一覧情報をメール端末へ転送する場合を例に説明します。

ISDNの回線網�

PHS網�

メール端末�
user2@mail.ne.jp

メールの着信�
履歴を送信�

メールサーバ�
  POPサーバ：�
  pop.server.ne.jp�
  SMTPサーバ：�
  smtp.server.ne.jp

Internet

午前10時と午後3時に�
メールをチェック�

通信条件
メールの着信履歴を1日2回（午前10時と午後3時）送信する
メールサーバ名（POPサーバ） ：pop.server.ne.jp
メールサーバ名（SMTPサーバ）：smtp.server.ne.jp
メールのユーザ名 ：user1
メールのパスワード ：himitu
送信先のメールアドレス ：user2@mail.ne.jp

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○メールチェック情報を設定する

メール転送機能を使用するには、メールチェック機能またはリモートメールチェック機能の設定が必要で
す。この例では、user1に対してメールチェックの設定を行っていることを前提に説明します。

参 照�「メールチェック機能」（P.170）、「リモートメールチェック機能」（P.172）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○メール転送情報を設定する

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「Eメールエージェント情報」をクリックします。
「Eメールエージェント情報設定」ページが表示されます。

2. ［メールチェック情報一覧］でuser1の欄の［修正］ボタンをクリックします。
「メールチェック情報設定」ページが表示されます。

Eメールエージェント機能を使う
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3. ［メール転送/一覧送信情報］で以下の項目を指定します。
転送/一覧送信 →メール一覧を送信する
SMTPサーバ（ホスト名）→smtp.server.ne.jp
一覧形式 →1件を複数行で送信する

補 足�� PHSなど表示できる一行の文字数が少ないメール端末では、一覧形式を「1件を複数行で送信する」がおすすめ
です。

4. 宛先メールアドレスの欄の［追加］ボタンをクリックします。
「このページの情報が変更されています。更新しますか？」というメッセージが表示されたら［OK］ボタ
ンをクリックします。
「宛先メールアドレス設定」ページが表示されます。

5. 以下の項目を指定します。
メールアドレス →user2@mail.ne.jp

6. ［設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○メール一覧の受信例

この例では、以下のような一覧内容が届きます。

From: NetVehicle <user1@smtp.server.ne.jp>（※1）
Subject: Mail list （user1）
01. 02/29 10:00 （送信時刻が表示されます）
差出人:
girl@mail.ne.jp （※2）
題名:
Hello （メールの題名が表示されます）

※1）：< >内は差出人のメールアドレスが記入されます。差出人変更の欄の差出人メールアドレスを指定
した場合、指定したメールアドレスが記入されます。

※2）：差出人名が書かれているメールの場合は、差出人名が表示されます。書かれていない場合は差出人
メールアドレスが表示されます。

Eメールエージェント機能を使う
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TELメール機能
NetVehicleのTELメール機能は、かかってきた電話（アナログ）の着信履歴をメールで送信する機能で
す。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○� こんな事に気をつけて

TELメールの送信情報が「発信者番号のみ送信する」に設定されている場合、発信者番号通知が非通知になって

いる電話からの着信履歴は送信されません。

TELメールの送信情報が「発信者番号と着信番号を送信する」に設定されている場合、発信者番号と着信番号の

どちらも有効な情報がない時は、TELメールによる着信履歴は送信されません。

TELメールの着信番号は以下のように設定されます。

1）ダイヤルインサービスおよびｉ・ナンバーサービスを利用しない場合

回線から通知されないため、TELメールの情報に着信番号は含まれません。「アナログ共通情報」の「網契約

に関する設定項目」の「電話番号」に電話番号が設定されていれば、その番号がTELメールの着信番号とし

て送信されます。

2）ダイヤルインサービスを利用している場合

回線から通知された着信番号（ダイヤルイン番号）がTELメールの着信番号として送信されます。ただし、グ

ローバル着信を利用している場合、契約者番号にかかってくると回線から着信番号が通知されません。この場

合は、「アナログ共通情報」の「網契約に関する設定項目」の「電話番号」に電話番号が設定されていれば、そ

の番号がTELメールの着信番号として送信されます。

3）ｉ・ナンバーサービスを利用している場合

「鳴り分け1」、「鳴り分け2」、または「鳴り分け3」がTELメールの着信番号として送信されます。ただし、

「アナログ共通情報」の「網契約に関する設定項目」の「鳴り分け番号1/2/3」に電話番号が設定されていれ

ば、その番号がTELメールの着信番号として送信されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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ここでは、定期的に電話の着信履歴をメールで送信する場合を例に説明します。

ISDNの回線網�

PHS網�

公衆電話網�

電話の不在着信�
履歴を送信�

メール端末�
user2@mail.ne.jp

メールサーバ�
  SMTPサーバ：�
  smtp.server.ne.jp�
�

Internet

通信条件
ダイヤルインサービスを利用する
アナログポート1につながっている電話への着信履歴を1時間ごとにメールする
送信先のメールアドレス ：user2@mail.ne.jp
差出人のメールアドレス ：tel1@netvehicle
メールサーバ名 ：smtp.server.ne.jp

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「Eメールエージェント情報」をクリックします。
「Eメールエージェント情報設定」ページが表示されます。

2. ［TELメール情報］で以下の項目を指定します。
TELメール →使用する

3. 送信情報（アナログポート1）の欄の［修正］ボタンをクリックします。
「このページの情報が変更されています。更新しますか？」というメッセージが表示されたら［OK］ボタ
ンをクリックします。
[TELメール情報設定]ページが表示されます。

Eメールエージェント機能を使う
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4. ［アナログポート1］で以下の項目を指定します。
宛先メールアドレス →user2@mail.ne.jp
差出人メールアドレス →tel1@netvehicle
SMTPサーバ（ホスト名）→smtp.server.ne.jp
認証情報 →POP認証しない
送信周期 →一定周期（1時間毎）
送信情報 →発信者番号と着信番号を送信する

5. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○TELメールの受信例

この例では、以下のような一覧内容が届きます。

From: NetVehicle<tel1@netvehicle>
Subject: TEL1　Mail
01.  02/29 10:00 （着信した時刻が表示されます）
  発：0311112222（発信者番号が表示されます）
  着：0312345678（ダイヤルイン番号にかかってきた場合、着信番号が表示されます）
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HintHint

メール着信通知機能
メール着信通知機能を使用すると、メールが着信するとCHECKランプが緑色で点滅し、プロバイダにダ
イヤルアップしなくてもメール着信を知ることができます。
ここでは、プロバイダAに着信メールがあったら通知する場合を例に説明します。

補 足�� ・プロバイダと「メール着信通知」の契約をしておく必要があります。

・メール着信通知機能に対応しているプロバイダについては、NetVehicleのサポートページを参照してください。

・NTTと「ユーザ間情報通知サービス」で「着信許可」の契約をしておく必要があります。

・ダイヤルイン番号やサブアドレスを使用して着信させる場合は、「回線情報」の「着信番号チェック」でダイ
ヤルイン番号やサブアドレスを指定しておく必要があります。

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「Eメールエージェント情報」をクリックします。
「Eメールエージェント情報設定」ページが表示されます。

2. ［メール着信通知情報］で以下の項目を指定します。
メール着信通知 →使用する
サブアドレスチェック →チェックしない

補 足�� ��ダイヤルイン番号およびサブアドレスを使用して複数のISDN機器を識別している場合にチェックする内容を
指定します。

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

�◆ターミナルアダプタ（TA）とNetVehicleの両方を使用する場合には
TAとNetVehicleの両方を使用し、ダイヤルイン番号およびサブアドレスで複数のISDN機器を識
別している場合に、それぞれにあてられたメールを識別するには以下の方法があります。

・電話番号（「回線情報」の自局番号チェックで指定）＋サブアドレスで識別する

・メール着信用サブアドレスで識別する

Eメールエージェント機能を使う
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第3章　NetVehicleの便利な機能を活用する

スケジュール機能を使う

NetVehicleの「スケジュール機能」では、特定の動作とそれを行う時間を登録できます。スケジュール予
約情報を登録しておくと、特定の時間帯にデータの発着信を制限する、定期的に課金情報をクリアすると
いった作業をNetVehicleが自動的に行います。スケジュール予約情報は、最大16件まで登録できます。

補 足�� ・テレホーダイ時間以外の動作を発信抑止することで、テレホーダイ時間のみ発信可能な設定をすることができ
ます。

・初期設定では、毎週金曜日に課金情報がクリアされるように設定されています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○� こんな事に気をつけて

設定前にNetVehicleの内部時計を正しくセットしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○スケジュールを予約する

��ここでは、毎日午後11時以降テレホーダイを利用する場合を例に説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○� こんな事に気をつけて

「INSテレホーダイ」はNTTが提供するサービスです。利用の際は、NTTとの契約が必要です。

文字入力フィールドには半角文字（0～9、A～Z、a～z、および記号）だけを使用してください。ただし、空

白文字、「”」、「<」、「>」、「&」、「%」は入力しないでください。入力した場合、ブラウザでの設定が不可能とな

ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「スケジュール情報」をクリックします。
「スケジュール情報」ページが表示されます。

2. ［月間／週間予約一覧］で未設定の欄の［修正］ボタンをクリックします。
「月間／週間予約情報設定」ページが表示されます。
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3. 以下の項目を指定します。
動作 →テレホーダイ（動作は「発信抑止」、「着信抑止」、「テレホーダイ」、「課金情報クリア」、「強

制切断」、「スタンバイモードへ移行」、「スタンバイモードを解除」、「留守モードへ移行」、
「留守モードを解除」から選択できます。）

予約時刻 →23:00／毎日
終了時刻 →08:00

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○� こんな事に気をつけて

回線接続中に、発信抑止、着信抑止が実行されても回線は切断されません。

回線接続中に、スタンバイモードに移行した場合はデータ通信が切断されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○電話番号変更を予約する

ここでは、1999年1月1日に電話番号を「06-123-4567」から「06-6123-4567」に変更する場
合を例に説明します。

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「スケジュール情報」をクリックします。
「スケジュール情報」ページが表示されます。

2. ［電話番号変更予約一覧］で未設定の欄の［修正］ボタンをクリックします。
「電話番号変更予約設定」ページが表示されます。

3. 以下の項目を指定します。
実行日時 →1999年1月1日 /2時00分
電話番号変更情報（変更前1） →06-123-4567
電話番号変更情報（変更後1） →06-6123-4567

4. ［更新］ボタンをクリックします。
「スケジュール情報」ページに戻ります。

スケジュール機能を使う
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5. ［設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○� こんな事に気をつけて

指定時刻になると自動的に再起動され、電話番号が更新されます。その際、データ通信/電話を使用中の場合は

回線が切断されますのでご注意ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3

留守モードの動作を設定する

NetVehicleでは、あらかじめ「留守モード情報」に留守（外出）中の動作を設定しておくことにより、在
宅時の設定（留守モードOFF）と留守中の設定（留守モードON）をかんたんに切り替えることができます。
「留守モード情報」には、以下の設定項目があります。必要に応じて留守モード中の動作を設定してくださ
い。

・留守中は、スタンバイモードで動作する。
・留守中は、メールチェックで取得したメールを転送する。
・留守中は、メールチェックで取得したメールの一覧情報をメールで送信する。
・留守中は、アナログポート毎の着信履歴をメールで送信する。
・留守中は、アナログの着信転送または疑似着信転送を行う。
・留守中は、アナログの留守確認機能を使用する。
・留守モードを解除する時に、メールチェックを行う（メール転送およびメール一覧送信は行いませ
ん）。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○� こんな事に気をつけて

スタンバイモードの設定以外は、「留守モード情報」とは別にそれぞれの機能を使用するための設定が必要です。

参 照�「メール転送機能」（P.174）、「メール一覧送信機能」（P.177）、「TELメール機能」（P.180）、

　「フレックスホンを使う」（P.210）、「疑似着信転送を使う」（P.204）、「留守状態を確認する」（P.251）

なお、留守モードON/OFFの切り替えを行うには、以下の方法があります。

・NetVehicleの「操作メニュー」の「留守モード切り替え」から切り替える。
・アナログポートに接続された電話機から切り替える。
・スケジュール機能を使用して切り替える。

参 照�「留守モードのON/OFFを設定する」（P.258）、「留守モードの設定を行う」（P.246）、

　「スケジュール機能を使う」（P.184）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○留守モードの動作を設定する

ここでは、留守モード中はスタンバイモードで動作し、かつTELメールを送信する設定を行う場合を例に
説明します。

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「装置情報」をクリックします。
「装置情報設定」ページが表示されます。

2. ［留守モード情報］で以下の項目を指定します。
動作 →留守モード中は、スタンバイモードで動作する。

→留守モード中は、TELメールを送信する。

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

留守モードの動作を設定する
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第4章　NetVehicleのアナログ機能を利用する

スタンバイモードで使用する

データ通信を行わない場合などは、必要最小限の部分だけを動作させ、NetVehicleの消費電力を抑えるこ
とができます。「スタンバイモード」では、アナログ機器だけが使用できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

「スタンバイモード」にすると、10BASE-Tポートにつないだ機器どうしで通信ができなくなります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○スタンバイモードにする

「通常モード」と「スタンバイモード」の切り替えは、アナログポートにつないだアナログ機器から行いま
す。

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

 利用する回線に「専用線」を設定している場合は、「通常モード」と「スタンバイモード」の切り替えはできま

せん。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.  5  をダイヤルします。

3. ビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。

4. 受話器を置きます。
スタンバイモードで動作中は、NetVehicleのPOWERランプが緑色で点滅（点灯約2.5秒、消灯約0.5
秒）します。POWERランプ以外は消灯します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○通常モードにする

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2.  6  をダイヤルします。

3. ビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。

4. 受話器を置きます。

◆すぐにモードを変更するには
NetVehicle出荷時には番号をダイヤルして #を１回押すと、すぐにモードを変更するようになっ

ています。「＃機能ボタン使用」の設定はアナログ設定の「アナログ共通情報」で設定します。

HintHint
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4

アナログ機器を利用するにあたって

アナログ機器は、NetVehicleで設定を行うとさらに便利な使い方ができます。電話機をつなぐ場合は、ア
ナログポートにモジュラを差し込むだけで使用できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

電話機を1台だけつなぐ場合は、TEL1ポートにつないでください。また、TEL2ポートを使用しないように設

定を変更してください（アナログ設定の「アナログポート2情報」で「接続機器」を「なし」に設定してくださ

い）。

NetVehicleを専用線で利用している場合は、アナログ機器は使えません（電話機を使用してIPアドレスの設定

は行えます）。

ナンバー・ディスプレイ対応アナログ機器の機種によっては、発信者番号が正常に表示されない場合があります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○電話の受話音量を調節する

ここでは、電話機をつないだアナログポートがポート1で、電話の受話音量を設定する場合を例に説明し
ます。

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

2. ［装置の動作に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
受話音量 →「小」、「中」または「大」を選択する

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

◆すぐに発信するには
NetVehicle出荷時には、番号をダイヤルして #を1回押すと、すぐに発信するようになっていま
す。「＃機能ボタン使用」の設定は、アナログ設定の「アナログ共通情報」ページで設定します。

◆LCR機能等の付いた電話機を使うときには
LCR機能を備えた電話機で相手先とうまくつながらない場合は、アナログ設定の「アナログ共通情
報」の順に選択し、「ダイヤル桁間タイマ」の時間を長め（10秒程度）に設定してください。

電話機のダイヤルで操作する手順の一覧を付録に載せています。

参 照� ■基本編　「ダイヤル操作早見表」（P.117）

HintHint

スタンバイモードで使用する
アナログ機器を利用するにあたって
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第4章　NetVehicleのアナログ機能を利用する

内線通話・内線転送機能を使う

内線通話をする

1. 受話器を上げ、ツーッという音が聞こえることを確認します。

2.  0  と押すと、呼び出し音が鳴ります。

3. 受話器を置いて、通話を終了します。

外からかかってきた電話をもう一方のアナログポートに転送する
内線転送には、転送する側の電話に相手が出たあとに転送する場合と相手の応答を待たないでそのまま転
送する場合の2種類があります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○他のアナログポートが応答したあとに転送する

1. 通話中に受話器のフックを押し（以降フッキングと呼びます）、電話を保留にします。
第２ダイヤルトーン（プップップッという音）が聞こえてきます。

2.  0  と押して、もう一方のアナログポートにつないだ電話機を呼び出します。

補 足�� フッキングを行うと、保留中の相手と再度通話できます。

◆フッキングとは
受話器のフックを押してすぐに離すと、通話を保留できます。
これを「フッキング」といいます（フックを長く押しつづける
と通話が切れてしまいます）。アナログ設定の「アナログ共通情
報」の「フッキング時間」で、フックを押してから通話が切れ
るまでの時間を変えられます。

電話機にフックボタン、キャッチボタン、またはフラッシュボタンがある場合は、このボタンを使っ
て通話を保留にします。

3. 相手が出たら、転送することを伝えます。

4. 受話器を置いて、通話を転送します。
もう一方のアナログポートで、保留されていた相手と通話できるようになります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

もう一方のアナログポートが通話中の場合は、この機能を使うことができません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

HintHint
押す�
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4

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○他のアナログポートが応答する前に転送する

1. 通話中に受話器のフックを押し、電話を保留にします。
第２ダイヤルトーン（プップップッという音）が聞こえてきます。

2.  0  と押して、もう一方のアナログポートにつないだ電話機を呼び出します。

補 足�� フッキングを行うと、保留中の相手と再度通話できます。

3. 受話器を置くと、通話が転送されます。
もう一方のアナログポートで受話器を取ると、保留されていた相手と通話できるようになります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

もう一方のアナログポートが通話中の場合は、この機能を使えません。

受話器を置いたあとは、外線電話に戻ることができません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内線通話・内線転送機能を使う
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第4章　NetVehicleのアナログ機能を利用する

登録した番号への発信を規制する

あらかじめ登録しておいた局番や電話番号への外線発信を規制します。規制した局番の電話番号でも、特定
相手だけを外線発信を許可することもできます。また、ポートごとに発信を抑止する番号、発信を許可する
番号を設定できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○外線発信規制番号を設定する

ここでは、アナログポート1から局番「06」への発信を抑止するが、「06-2222-4444」への発信だけ
は許可する場合を例に説明します。

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

2. ［発信規制情報設定］で「外線発信を抑止する局番または電話番号」の欄の［追加］ボタン
をクリックします。
「発信規制情報（アナログポート1）」ページが表示されます。

3. ［外線発信抑止番号設定］で以下の項目を指定します。
抑止番号 →06

4. ［更新］ボタンをクリックします。
「発信規制情報（アナログポート1）」ページに戻ります。

5. ［発信規制情報設定］で「外線発信を許可する局番または電話番号」の欄の［追加］ボタン
をクリックします。
「発信規制情報（アナログポート1）」ページが表示されます。

6. ［外線発信許可番号設定］で以下の項目を指定します。
許可番号 →06-2222-4444

7. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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4

識別着信機能を使う

NetVehicleには、次のような識別着信機能があります。
・相手電話番号識別：相手先電話番号（10件まで）を登録しておけば、登録した番号からの電話が

かかってきたときに、呼び出し音を変えたり、指定のアナログポートだけを呼び
出すことができます。また、相手ごとに着信条件を設定したり、着信拒否を設定
できます。公衆電話からかけてきた電話や、発信者番号を通知してこない電話に
対しても着信拒否などの動作を設定できます。

動作モード� 明�説�

両ポート着信� 着信時、両方のポートに接続された電話機の着信音が�
鳴ります。�

ポート1優先�
ポート2優先�

着信時、指定したポートに接続された電話機を優先し�
て着信音が鳴ります。�

着信拒否� 着信しません。�

ポート1のみ着信�
ポート2のみ着信�

着信時、指定したポートに接続された電話機だけ、着�
信音が鳴ります。�

・着信電話番号識別：着信電話番号に応じて、呼び出し音を変えることができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて
相手電話番号識別機能を利用する際には、NTTとの「INSナンバー・ディスプレイ」契約が必要です。ただし、

相手の方が INSネット64から発信者番号を通知して電話をかけてきた場合は、未契約でも利用できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◆リング音（呼び出し音）で区別する
NetVehicleでは、アナログ機器への着信音（外線リング音、内線リング音、識別リング音）を3
種類のリング音（リング音1～3）で区別することができます。

リング音は、お好みに合わせて選択できます。ご購入時は以下のように設定されています。

・外線リング音 リーン・リーン（リング音1）

・内線リング音 リンリン・リンリン（リング音2）

・識別リング音 リンリンリン・リンリンリン（リング音3）

HintHint

登録した番号への発信を規制する
識別着信機能を使う
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相手電話番号識別機能を使う（優先着信機能）
ここでは、以下のような場合を例に説明します。
「03-5555-5555」からの電話
ポート1のみを識別リング音（リング音3）で呼び出す。このときポート1を5回以上呼び出しても受
話器を取らない場合はポート2も識別リング音（リング音3）で呼び出す。
「03-5555-5555」以外からかかってきた電話
ポート2のみを外線リング音（リング音1）で呼び出す。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○外線リング音を設定する

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログ共通情報」をクリックします。
「アナログ共通情報」ページが表示されます。

2. ［装置の動作に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
外線リング音 →リング音1

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○識別情報を設定する

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「識別着信情報」をクリックします。
「識別着信情報」ページが表示されます。

2. ［識別着信共通情報］で以下の項目を指定します。
識別着信優先リング回数 →5
識別リング音 →相手電話番号識別

→リング音3

3. ［識別着信情報一覧］でデフォルト定義のテーブルの欄の［修正］ボタンをクリックします。
「識別着信情報設定」ページが表示されます。

4. ［識別着信情報］で以下の項目を指定します。
動作モード →ポート2のみ着信

5. ［更新］ボタンをクリックします。
「識別着信情報」ページに戻ります。
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6. ［識別着信情報一覧］で公衆電話着信のテーブルの欄の［修正］ボタンをクリックします。
「識別着信情報設定」ページが表示されます。

7. ［識別着信情報］で以下の項目を指定します。
動作モード →ポート2のみ着信

8. ［更新］ボタンをクリックします。
「識別着信情報」ページに戻ります。

9. ［識別着信情報一覧］で発信者番号非通知着信のテーブルの欄の［修正］ボタンをクリック
します。
「識別着信情報設定」ページが表示されます。

10.［識別着信情報］で以下の項目を指定します。
動作モード →ポート2のみ着信

11.［更新］ボタンをクリックします。
「識別着信情報」ページに戻ります。

12.［識別着信情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「識別着信情報設定」ページが表示されます。

13.［識別着信情報］で以下の項目を指定します。
識別定義名 →sikibetu1（他の識別定義名と重複しない任意の定義名を指定します。）
相手電話番号 →03-5555-5555
動作モード →ポート1優先

14.［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

識別着信機能を使う
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着信電話番号識別機能を使う
ここでは、以下のような場合を例に説明します。
契約者回線番号（鳴り分け番号1）で着信したときは両ポートに着信し、リング音1で呼び出す。
追加番号（鳴り分け番号2）で着信したときはアナログポート1のみに着信し、リング音2呼び出す。
追加番号（鳴り分け番号3）で着信したときはアナログポート2のみに着信し、リング音3で呼び出す。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

利用する際には、NTTとの「i・ナンバーサービス」の契約が必要です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ｉ・ナンバーを設定する

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログ共通情報」をクリックします。
「アナログ共通情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
ｉ・ナンバー →使用する

［ｉ・ナンバー情報1］
動作モード →両ポート着信

［ｉ・ナンバー情報2］
動作モード →ポート1のみ着信

［ｉ・ナンバー情報3］
動作モード →ポート2のみ着信

3. ［更新］ボタンをクリックします。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○識別情報を設定する

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「識別着信情報」をクリックします。
「識別着信情報」ページが表示されます。

2. ［識別着信共通情報］で以下の項目を指定します。
識別リング音 →着信電話番号識別

鳴り分け電話番号1 →リング音1
鳴り分け電話番号2 →リング音2
鳴り分け電話番号3 →リング音3

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

識別着信機能を使う
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第4章　NetVehicleのアナログ機能を利用する

疑似迷惑電話お断りを使う

迷惑電話をかからないように設定することができます。かけてほしくない相手の電話番号を登録しておき、
その相手電話番号から電話がかかってきたときに、着信しないようにします。
また、かかってきた電話が迷惑電話だった場合などに、通話中にダイヤル操作で相手の電話番号を登録し、
以降、その電話番号からの電話は着信しないように設定できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて
利用する際には、NTTとの「INSナンバー・ディスプレイ」契約が必要です。ただし、相手の方がINSネット

64から発信者番号を通知して電話をかけてきた場合は、未契約でも利用できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○疑似迷惑電話お断りを設定する

ここでは、以下のような場合を例に説明します。
「03-9999-9999」からの電話を着信拒否する

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「識別着信情報」をクリックします。
「識別着信情報」ページが表示されます。

2. ［識別着信情報一覧］で［追加］ボタンをクリックします。
「識別着信情報設定」ページが表示されます。

3. ［識別着信情報］で以下の項目を指定します。
識別定義名 →meiwaku（他の識別定義名と重複しない任意の定義名を指定します。）
相手電話番号 →03-9999-9999
動作モード →着信拒否

4. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○疑似迷惑電話お断りに登録する

通話中の相手電話番号を疑似迷惑電話お断りの対象として登録します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

外線着信で通話中の相手のみ登録可能です。外線発信して通話した相手を登録することはできません。また、通

話中に相手から切断され、ビジートーン送出中の状態では登録できません。

識別着信情報にすでに10個の相手を設定してある場合は、この機能は利用できません。

相手の方が発信者番号を通知しない契約を結んでいる、または通知しない設定をしている場合は、登録すること

はできません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 迷惑電話との通話中に、 9 #  と押します。

補 足�� ダイヤル時、識別着信情報には、以下の内容が登録されます。

・識別定義名 ：meiwaku0～meiwaku9（登録済みの定義名は使用しません）
・相手電話番号 ：通話相手の電話番号
・相手サブアドレス：通話相手のサブアドレス
・動作モード ：着信拒否

2. 受話器を置きます。
以降、その相手からの電話は着信しません。

疑似迷惑電話お断りを使う
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疑似キャッチホンを使う

外線で話をしているときに別の人から電話がかかってきた場合、通話中の方を保留にして、かけてきた方と
お話しすることができます。フレックスホンサービスに含まれる「INSキャッチホン」と同様の機能ですが、
疑似キャッチホンではNTTとの契約は必要ありません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて
データ通信中、およびもう一方のアナログポート使用中は電話をかけてきた側で話中になるのでこの機能を利用

できません。

この機能を使用中は、もう一方のアナログポートは使用できません。また、データ通信も利用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補 足�� 「接続機器」で「電話」および「FAX（キャッチホン着信）」以外を指定した場合は、通信を妨げないようにする
ため、疑似キャッチホンは利用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○疑似キャッチホン機能を設定する

ここでは、電話機をアナログポート1につないだ場合を例に説明します。

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
キャッチホン →疑似キャッチホン

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○疑似キャッチホンを使う

INSネット64

通話する�

通話を保留�

1. 相手Aとの通話中に相手Bから電話がかかってくると、受話器から通話中着信音が流れて
きます。

補 足�� ・通話中着信音を送出する時間を指定しておくことができます。「アナログポート1/2情報」（P.57）を参照して
ください。

・通話中着信音は、識別着信機能で相手に登録してあるリング音に対応して以下の表のようになります。

・通話中着信音は、「識別着信共通情報」の「識別リング音」の設定により異なります。
「識別リング音」を「相手電話番号識別」に設定した場合、識別着信情報一覧で追加定義した相手からの着信
は「プププッ」、それ以外の着信は「ププッ」となります。
「識別リング音」を「着信電話番号識別」に設定した場合、着信電話番号ごとに設定したリング音に対応して
以下の表のようになります。

リング音の設定�
リング音1�
リング音2�
リング音3

通話中着信音�
ププッ�
プッ�

プププッ�

2. フッキングをします。
相手Bと通話できます。相手Aとの通話は保留になります。

3. 相手Aと通話すときは、もう一度フッキングをします。
相手Bとの通話が保留になり、相手Ａと通話ができます。

4. 通話中の相手との通話を終了するときは、受話器を置きます。
リング音が鳴ります。

5. 受話器を取ります。
保留にしていた相手と通話できます。

疑似キャッチホンを使う
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第4章　NetVehicleのアナログ機能を利用する

疑似着信転送を使う

かかってきた電話が、あらかじめ設定しておいた着信転送の条件に一致すると、NetVehicleは電話を転送
します。フレックスホンサービスに含まれる「着信転送」と同様の機能ですが、疑似着信転送ではNTTと
の契約は必要ありません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

データ通信中、およびアナログポート使用中は、電話をかけてきた側で話中になるのでこの機能を利用できませ

ん。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○疑似着信転送機能を設定する

ここでは、以下のような場合を例に説明します。
契約者番号にかかってきた電話を「03-6666-6666」に転送する

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログ共通情報」をクリックします。
「アナログ共通情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
着信転送 →疑似着信転送
契約者番号の転送先 → 03-6666-6666

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○疑似着信転送を使う

INSネット64

AB間で通話�

転送�

補 足�� ・NetVehicleに電話機をつないでいなくても、疑似着信転送を利用できます。

・着信相手からNetVehicle までの電話料金は着信相手に課金され、NetVehicle から転送先までの電話料金は、
NetVehicle側に課金されます。

疑似着信転送を使う
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第4章　NetVehicleのアナログ機能を利用する

疑似三者通話を使う

外線で話をしているときに、通話中の方を保留にして、別の人に電話をかけてお話することができます。ま
た、3人で同時にお話することもできます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

データ通信中、およびもう一方のアナログポート使用中は、別の人に電話をかけると話中になるのでこの機能を

利用できません。

この機能を使用中は、もう一方のアナログポートは使用できません。また、データ通信も利用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○疑似三者通話機能を設定する

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログ共通情報」をクリックします。
「アナログ共通情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
フレックスホン →疑似フレックスホン
三者通話 →使用する

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○疑似三者通話を使う

INSネット64

1. 相手Aとの通話中にフッキングをします。
通話が保留になり、第2ダイヤルトーン（プップップッという音）が聞こえてきます。

2. 相手Bへダイヤルします。
呼び出し音（プルルルという音）が聞こえます。相手Aには保留音が聞こえています。

3. 相手Bがでたら、通話を始めます。
この間、相手Aには保留音が聞こえています。

4. ダブルフックをします。
「自分＋相手A＋相手B」の三者で同時通話ができます（ミキシングモード）。

5. もう一度、ダブルフックをします。
相手Aとの通話は保留され、相手Bとの通話状態になります（切り替えモード）。

6. 通話中の相手との通話を終了するときは、受話器を置きます。
リング音が鳴ります。

7. 受話器を取ります。
保留中の相手と通話できます。

疑似三者通話を使う
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第4章　NetVehicleのアナログ機能を利用する

疑似通信中転送を使う

外線通話中の電話を、別の相手に転送することができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

データ通信中、およびもう一方のアナログポート使用中は、別の人に電話をかけると話中になるのでこの機能を

利用できません。

この機能を使用中は、アナログポートは使用できません。また、データ通信も利用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○疑似通信中転送を設定する

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログ共通情報」をクリックします。
「アナログ共通情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
フレックスホン →疑似フレックスホン
通信中転送 →使用する

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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HintHint

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○疑似通信中転送を使う

「疑似通信中転送」機能を使って、通話中の電話を別の相手に転送できます。

INSネット64

Bへ転送�

通話を保留�

1. 相手Ａからの通話中にフッキングをします。
通話が保留になり、第2ダイヤルトーン（プップップッという音）が聞こえてきます。

2. 相手Ｂへダイヤルします。
呼び出し音（プルルルという音）が聞こえます。相手Ａには、保留音が聞こえています。

3. 相手Ｂがでたら、転送中の電話があることを伝えます。
この間、相手Ａには保留音が聞こえています。

4. いったんフッキングをして、すぐに受話器を置きます。
相手Ａと相手Ｂとで通話ができるようになります。

◆疑似通信中転送したときの通話料はどうなるの？
疑似キャッチホンおよび疑似三者通話から、疑似通信中転送を行った場合、以下のようにそれぞれ
発信者に課金されます。

疑似キャッチホンの場合�
�

疑似三者通話の場合�

最初の通話�
（相手A）�
Aから�
自分から�
Aから�
自分から�

2番目の通話�
（相手B）�
Bから�
Bから�
自分から�
自分から�

疑似通信中�
転送�
できる�
できる�
できる�
できる�

�

課金�
対象�
A、B�
自分、B�
A、自分�
自分、自分�

�
�

疑似通話中転送を使う
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第4章　NetVehicleのアナログ機能を利用する

フレックスホンを使う

フレックスホンはNTTが提供するサービスで、「キャッチホン」「三者通話」「通信中転送」「着信転送」の
4つがあります。必要な機能だけを選んで契約できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○着信転送の設定を行う

ここでは、「着信転送」について以下の場合を例に説明します。
「着信転送」を使う
「転送元トーキ」「転送トーキ」ともに「あり」を選択する
契約者番号にかかってきた電話を「03-6666-6666」に転送する

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログ共通情報」をクリックします。
「アナログ共通情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
着信転送 →着信転送
契約者番号の転送先 → 03-6666-6666
転送元トーキ →あり
転送トーキ →あり

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

◆転送元トーキ／転送トーキ
かかってきた電話を他の番号に転送する際に流れるメッセージです。

・転送元トーキ：「電話が転送されます。」など

・転送トーキ　：「ただいま電話を転送しますので、しばらくお待ちください。」など

HintHint
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フレックスホンのいろいろな機能を使う
ここでは、フレックスホンの使い方を説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○INSキャッチホン

「INSキャッチホン」はNTTが提供するサービスです。利用の際はNTTとの契約が必要です。
通話中に電話を着信した場合、いったん通話を保留にしてあとからかけてきた相手と話すことができます。

補 足�� 「接続機器」で「電話」および「FAX（キャッチホン着信）」以外を指定した場合は、通信を妨げないようにする
ため、INSキャッチホンは利用できません。

INSネット64

通話する�

通話を保留�

1. 相手Aとの通話中に相手Bから電話がかかってくると、受話器から通話中着信音が流れて
きます。

補 足�� ・通話中着信音を送出する時間を指定しておくことができます。「アナログ共通情報」（P.55）を参照してください。

・通話中着信音は、識別着信機能で相手に登録してあるリング音に対応して以下の表のようになります。

・通話中着信音は、「識別着信共通情報」の「識別リング音」の設定により異なります。
「識別リング音」を「相手電話番号識別」に設定した場合、識別着信情報一覧で追加定義した相手からの着信
は「プププッ」、それ以外の着信は「ププッ」となります。
「識別リング音」を「着信電話番号識別」に設定した場合、着信電話番号ごとに設定したリング音に対応して
以下の表のようになります。

リング音の設定�
リング音1�
リング音2�
リング音3

通話中着信音�
ププッ�
プッ�

プププッ�

2. フッキングをします。
相手Bと通話できます。相手Aとの通話は保留になります。

3. 相手Aと通話するときは、もう一度フッキングをします。
相手Bとの通話が保留になり、相手Aと通話ができます。

補 足�� NTTと三者通話、または通信中転送の契約をしている場合は、この状態から以下の動作が可能です。
・2回フッキングをする（以降、ダブルフックとよびます）と、「自分＋相手A＋相手B」の三者で同時通話がで
きます。（三者通話）

・いったんフッキングして、すぐに受話器を置くと、通信中転送ができます（通信中転送）。

フレックスホンを使う
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4. 通話中の相手との通話を終了するときは、受話器を置きます。
リング音が鳴ります。

5. 受話器を取ります。
保留にしていた相手と通話できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○三者通話

「三者通話」はNTTが提供するサービスです。利用の際はNTTとの契約が必要です。

INSネット64

1. 相手Aとの通話中にフッキングをします。
通話が保留になり、第2ダイヤルトーン（プップップッという音）が聞こえてきます。

2. 相手Bへダイヤルします。
呼び出し音（プルルルという音）が聞こえます。相手Aには保留音が聞こえています。

3. 相手Bがでたら、通話を始めます。
この間、相手Aには保留音が聞こえています。

4. ダブルフックをします。
「自分＋相手A＋相手B」の三者で同時通話ができます（ミキシングモード）。

5. もう一度、ダブルフックをします。
相手Aとの通話は保留され、相手Bとの通話状態になります（切り替えモード）。

6. 通話中の相手との通話を終了するときは、受話器を置きます。
リング音が鳴ります。

7. 受話器を取ります。
保留中の相手と通話できます。
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HintHint

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○通信中転送

「通信中転送」はNTTが提供するサービスです。利用の際はNTTとの契約が必要です。
「通信中転送」機能を使って、通話中の電話を別の相手に転送できます。

INSネット64

Bへ転送�

通話を保留�

1. 相手Aからの通話中にフッキングをします。
通話が保留になり、第2ダイヤルトーン（プップップッという音）が聞こえてきます。

2. 相手Ｂへダイヤルします。
呼び出し音（プルルルという音）が聞こえます。相手Aには、保留音が聞こえています。

3. 相手Bがでたら、転送中の電話があることを伝えます。
この間、相手Aには保留音が聞こえています。

4. いったんフッキングをして、すぐに受話器を置きます。
相手Aと相手Bとで通話ができるようになります。

◆通信中転送したときの通話料はどうなるの？
INSキャッチホンおよび三者通話から、通信中転送を行った場合、以下のようにそれぞれ発信者に
課金されます。

INSキャッチホンの場合�
�

三者通話の場合�

最初の通話�
（相手A）�
Aから�
自分から�
Aから�
自分から�

2番目の通話�
（相手B）�
Bから�
Bから�
自分から�
自分から�

通信中�
転送�
できる�
できる�
できる�
できない�

課金�
対象�
A、B�
自分、B�
A、自分�

－�

フレックスホンを使う
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○着信転送

「着信転送」は、NTTが提供するサービスです。利用の際はNTTとの契約が必要です。
かかってきた電話が、あらかじめ設定しておいた着信転送の条件に一致すると、NetVehicleは電話を転送
します。

INSネット64

AB間で通話�

転送�

補 足�� ・NetVehicleに電話機をつないでいなくても、着信転送を利用できます。

・着信相手からNetVehicle までの電話料金は着信相手に課金され、NetVehicle から転送先までの電話料金は、
NetVehicle側に課金されます。
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4

フレックスホン自動切り替え機能を使う

フレックスホンを利用して通話しているとき、話している相手から電話を切断した場合に自動的に（フッキ
ング操作をしないで）保留になっていた相手と通話できるようにする機能です。この機能は疑似キャッチホ
ン、疑似三者通話、疑似通話中転送を使用している場合でも利用できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○フレックスホン自動切り替え機能を設定する

ここでは、電話機をアナログポート1につないだ場合を例に説明します。

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

2. ［装置の動作に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
フレックスホン自動切替 →使用する

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

フレックスホンを使う
フレックスホン自動切替え機能を使う
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第4章　NetVehicleのアナログ機能を利用する

INSボイスワープを利用する

INSボイスワープはNTTが提供する高機能な着信転送サービスです。利用の際はNTTとの契約が必要です。
INSボイスワープのカスタマコントロール機能（INSボイスワープを制御する手順）の詳細については、NTT
支店または営業所にお問い合わせください。
ダイヤルインサービスを契約されている場合は、発信者番号通知の設定を通知するにしてください。

参 照�「発信者番号通知の設定を変更する」（P.223）

また、INSボイスワープを契約した番号（契約者番号または、ダイヤルイン番号）によって以下の設定が必
要です。ダイヤルインサービスを契約していない場合は、設定の必要はありません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○INSボイスワープを契約者番号（アナログポート1）で契約した場合の設定

ここでは、以下の場合を例に説明します。

INSネット64

03-1111-1111をダイヤルする�

03-3333-3333

契約者回線番号�
03-1111-1111

ダイヤルイン番号�
03-2222-2222�
グローバル着信を利用する�

INSボイスワープを契約�
カスタマコントロール機能を�
利用する�

アナログポート1

アナログポート2

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログ共通情報」をクリックします。
「アナログ共通情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
電話番号 →03-1111-1111（契約者回線番号）

3. ［更新］ボタンをクリックします。

4. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」が表示されます。
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5. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
発信者番号通知　 →する

6. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

INSボイスワープを利用する
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○INSボイスワープをダイヤルイン番号（アナログポート2）で契約した場合の設定

ここでは、以下の場合を例に説明します。

INSネット64

03-2222-2222をダイヤルする�

03-3333-3333

03-1111-1111

ダイヤルイン番号�
03-2222-2222�
INSボイスワープを契約�
カスタマコントロール機能を利用する�

�

アナログポート2

アナログポート1

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート2情報」をクリックします。
「アナログポート2情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
ダイヤルイン番号 →03-2222-2222（ダイヤルイン番号）
発信者番号通知 →する

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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4

発信者番号表示（ナンバー・ディスプレイ）
を使う

電話をかけてきた相手の方の電話番号（発信者番号）または発信者番号が通知されない理由を、アナログ
ポートに接続したアナログ機器に表示することができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

「INSナンバー・ディスプレイ」はNTTが提供するサービスです。利用の際はNTTとの契約が必要です。ただ

し、相手の方がINSネット64から発信者番号を通知して電話をかけてきた場合は、未契約でも発信者番号をア

ナログ機器に表示することができます。

ナンバー・ディスプレイに対応していないアナログ機器をご使用の場合、発信者番号は表示されません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補 足�� ・相手の方がアナログ回線からかけてくる場合、発信者番号を通知させるにはNTTとの利用契約が必要です。

・相手の方が電話番号を通知しない契約を結んでいる、または電話番号を通知しない操作をした場合などは、本
装置に接続したアナログ機器に発信者番号は表示されません。

　発信者番号が通知されない主な理由は以下のとおりです。

　　- 公衆電話からの電話のとき

　　- かけてきた相手の方が電話番号を通知しない操作をしたとき、または通知しない契約になっているとき

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ナンバー・ディスプレイ機能を設定する

ここでは、電話機をアナログポート1につないだ場合を例に説明します。

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

2. ［装置の動作に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
通信前情報通知 →モデム信号での通知

→ナンバー・ディスプレイを使用する
使用モード設定 →モード1

補 足�� 「使用モード設定」で「モード1」を指定して正常に動作しない場合は、「モード2」を指定してください。

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

INSボイスワープを利用する
発信者番号表示（ナンバー・ディスプレイ）を使う
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

アナログポートに接続したアナログ機器に発信者番号を表示させるためには、以下の条件を満たす必要がありま

す。

- 本装置のアナログポートにナンバー・ディスプレイ対応のアナログ機器を接続し、アナログ機器のナンバー・

ディスプレイ機能を「使用する」に設定する

- アナログ機器を接続したアナログポートの「アナログポート情報」で「ナンバー・ディスプレイを使用する」

に設定する

お使いになるアナログ機器がナンバー・ディスプレイに対応していない場合や、ナンバー・ディスプレイを利用

しない設定になっている場合は、誤鳴音や雑音（モデム信号）が聞こえるなど、正常に動作しない場合がありま

す。

「アナログポート情報」で「通信前情報通知」を「ナンバー・ディスプレイを使用する」設定にした場合は、「ア

ナログ共通情報」で「外線リング音」、「内線リング音」の設定を、「識別着信情報」で「識別リング音」の設定

を「リング音1」に設定することをお勧めします。それ以外の設定（「リング音2」「リング音3」）を行った場

合には、外線着信、内線着信および識別着信が正常に動作しないことがあります。

相手の方がサブアドレス番号を通知してきてもサブアドレス番号は表示されません。

ナンバー・ディスプレイ対応アナログ機器の機種によっては、発信者番号が正常に表示されない場合があります。

無鳴動FAX受信機能を使用する場合、ナンバー・ディスプレイ機能は利用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補 足�� ・内線通話で着信した場合、呼び出し操作を行ったアナログポート番号「01」または「02」が表示されます。

・内線転送操作からの着信時は、転送される相手の番号が表示されます。

・ナンバー・ディスプレイに対応していないアナログ機器を利用していてもNetVehicleのシステムログ情報には
発信者番号が表示されます。

・ナンバー・ディスプレイ対応確認機種については、NetVehicleのサポートページを参照してください。
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4

発信者番号表示（キャッチホン・ディスプ
レイ）を使う

通話中に電話をかけてきた相手の方の電話番号（発信者番号）または発信者番号が通知されない理由を、ア
ナログポートに接続したアナログ機器に表示することができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

利用の際はNTTが提供する「INSナンバー・ディスプレイ」の契約が必要です。ただし、相手の方がINSネッ

ト64から発信者番号を通知して電話をかけてきた場合は、未契約でも発信者番号をアナログ機器に表示するこ

とができます。

キャッチホン・ディスプレイに対応していないアナログ機器をご使用の場合、発信者番号は表示されません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補 足�� ・相手の方がアナログ回線からかけてくる場合、発信者番号を通知させるにはNTTとの利用契約が必要です。

・相手の方が電話番号を通知しない契約を結んでいる、または電話番号を通知しない操作をした場合などは、本
装置に接続したアナログ機器に発信者番号は表示されません。

　発信者番号が通知されない主な理由は以下のとおりです。

　　- 公衆電話からの電話のとき

　　- かけてきた相手の方が電話番号を通知しない操作をしたとき、または通知しない契約になっているとき

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○キャッチホン・ディスプレイ機能を設定する

ここでは、電話機をアナログポート1につないだ場合を例に説明します。

補 足�� キャッチホン・ディスプレイ機能を使用するには、「キャッチホン」の設定も必要です。

参 照�「疑似キャッチホンを使う」（P.202）、「発信者番号表示（ナンバー・ディスプレイ）を使う」（P.219）

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

発信者番号表示（ナンバー・ディスプレイ）を使う
発信者番号表示（キャッチホン・ディスプレイ）を使う
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2. ［装置の動作に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
キャッチホン・ディスプレイ →使用する（モード1）

補 足�� 「使用する（モード1）」を指定して正常に動作しない場合は、「使用する（モード2）」、「使用する（モード3）」
または「使用する（モード4）」を指定してください。

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

アナログポートに接続したアナログ機器に発信者番号を表示させるためには、以下の条件を満たす必要がありま

す。

・本装置のアナログポートにキャッチホン・ディスプレイ対応のアナログ機器を接続し、アナログ機器のキャッ

チホン・ディスプレイ機能を「使用する」に設定する

・アナログ機器を接続したアナログポートの「アナログポート情報」で「キャッチホン・ディスプレイを使用す

る」に設定する

お使いになるアナログ機器がキャッチホン・ディスプレイに対応していない場合や、キャッチホン・ディスプレ

イを利用しない設定になっている場合は、誤鳴音や雑音（モデム信号）が聞こえるなど、正常に動作しない場合

があります。

相手の方がサブアドレス番号を通知してきてもサブアドレス番号は表示されません。

キャッチホン・ディスプレイ対応アナログ機器の機種によっては、発信者番号が正常に表示されない場合があり

ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補 足�� ・キャッチホン・ディスプレイに対応していないアナログ機器を利用していてもNetVehicleのシステムログ情報
には発信者番号が表示されます。

・キャッチホン・ディスプレイ対応確認機種については、NetVehicleのサポートページを参照してください。
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4

発信者番号通知の設定を変更する

「発信者番号通知」はNTTが提供する基本サービスです。
発信するときに、発信者番号（契約者回線番号、ダイヤルイン番号、または鳴り分け番号）を通知するかど
うかをNTTの契約とNetVehicleの設定との組み合わせにより選ぶことができます。発信者番号を通知す
る契約をしている場合でも、アナログポート1と2をそれぞれ通知しないように設定できます。

�網契約�

NetVehicleの設定�
（発信者番号通知）�

する� しない�

通知する�

通知しない�

通常通知�

通常非通知�

網契約に従う�

通知する� 通知しない�

相手ダイヤル番号前に付加�

184を付加�

通知する�通知しない�

186を付加�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○発信者番号通知を設定する

ここでは、電話機をアナログポート1につないだ場合を例に説明します。

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
発信者番号通知 →「する」、「しない」または「網契約に従う」を選択する

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

補 足�� 「アナログポート情報」でダイヤルイン番号に電話番号を設定し、発信者番号通知を行う設定をした場合、相手
先にはダイヤルイン番号に設定した電話番号を通知します。
鳴り分け番号を通知する場合、「アナログポート情報」のダイヤルイン番号に鳴り分け番号を設定してください。

発信者番号表示（キャッチホン・ディスプレイ）を使う
発信者番号通知の設定を変更する



224 第4章　NetVehicleのアナログ機能を利用する

第4章　NetVehicleのアナログ機能を利用する

発信者電話番号を選択する

外線発信時に、ダイヤルする相手電話番号の前にプレフィックス番号を付加することによって、相手に通知
する発信者番号を選択することができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

利用する際には、NTTとの「ダイヤルインサービス」または「i・ナンバーサービス」の契約が必要です。

この機能を利用する場合、アナログポート情報の「発信者番号通知」の設定は無効となり、プレフィックスで指

定した番号を相手に通知します。ただし、網契約により相手に通知されない場合があります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. プレフィックス番号に続けて相手電話番号をダイヤルします。
通知したい発信者番号に対応するプレフィックス番号を付加します。

［ダイヤルインサービス契約（グローバル着信する）の場合］

　　　　　　通知する電話番号の種別�

契約者回線番号�

アナログポート1情報に設定したダイヤルイン番号�

アナログポート2情報に設定したダイヤルイン番号�

付加するプレフィックス番号�

7�0�

7 1

7 2

［ｉ・ナンバー契約の場合］

　　　　通知する電話番号の種別�

鳴り分け番号1（契約者回線番号）�

鳴り分け番号2（追加番号）�

鳴り分け番号3（追加番号）�

�

付加するプレフィックス番号�

7 3

7 4

7 5

3. 呼び出し音が聞こえます。
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4

無鳴動FAX受信機能を使う

無鳴動着信機能（FAXを受信したときに、着信音を鳴らさずに応答する機能）を持つFAXをアナログポー
トに接続した場合、着信音（リング音）を鳴らさずにFAXに着信させることができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

無鳴動FAX受信機能を使用する場合、ナンバー・ディスプレイ機能は利用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○無鳴動FAX受信機能を設定する

ここでは、FAXをアナログポート1につないだ場合を例に説明します。

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

2. ［装置の動作に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
接続機器 →「FAX（無鳴動強制着信）」または「FAX（無鳴動識別着信）」を選択する

補 足�� ・「FAX（無鳴動強制着信）」を指定すると、FAX受信時に無鳴動着信処理を行います。

・「FAX（無鳴動識別着信）」を指定すると、相手からFAX通信を行うという情報（高位レイヤ整合性：G3FAX）
が着信時に通知された場合のみ無鳴動着信処理を行います。それ以外の着信は、鳴動着信処理を行います。

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

発信者電話番号を選択する
無鳴動FAX受信機能を使う
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HintHint

i・ナンバー着信機能を使う

ｉ・ナンバーはNTTが提供するサービスで、ご使用になる場合は契約が必要です。着信するアナログポー
トを特定できます。

◆ｉ・ナンバー
NTTの「ｉ・ナンバー」を契約すると、1つのINSネット64に通常の電話番号に加えて、別の追
加電話番号を2つまで割り当てることができます。それぞれの電話番号を使い分けることで、INS
ネット64につないでいる機器を呼び分けられるようになります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ｉ・ナンバー着信機能を設定する

ここでは、以下のような場合を例に説明します。
契約者回線番号（鳴り分け番号1）で着信したときは両ポートに着信
追加番号（鳴り分け番号2）で着信したときはアナログポート1のみに着信
追加番号（鳴り分け番号3）で着信したときはアナログポート2のみに着信

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログ共通情報」をクリックします。
「アナログ共通情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
ｉ・ナンバー →使用する

［ｉ・ナンバー情報1］
動作モード →両ポート着信

［ｉ・ナンバー情報2］
動作モード →ポート1のみ着信

［ｉ・ナンバー情報3］
動作モード →ポート2のみ着信

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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サブアドレスを設定する

サブアドレスを設定すると、着信するアナログポート（ポート1、またはポート2）を特定できます。
サブアドレスは、発信側が INSネット64に加入している場合のみ利用できます。

外から電話をかけるとき、電話番号に続いて とサブアドレスをダイヤルすれば、そのサブアドレスを設定
した方のアナログポートに着信させることができます。ただし、サブアドレスの番号は完全に一致しないと
着信できません。

補 足�� 相手電話番号 サブアドレス

例）03-1111-1111 123

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

サブアドレスで着信ポートを特定する場合は、発信する相手側はサブアドレスを指定できるISDN機器（電話、

PHS等）の必要があります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○サブアドレスを設定する

ここでは、電話機をアナログポート1につないだ場合を例に説明します。

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

2. ［装置の動作に関連する設定項目］でサブアドレスを指定します（19桁以内）。
サブアドレス →123

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

ｉ・ナンバー着信機能を使う
サブアドレスを設定する
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第4章　NetVehicleのアナログ機能を利用する

HintHint

ダイヤルイン／グローバル着信機能を　
使う

ダイヤルインはNTTが提供するサービスで、ご使用になる場合は契約が必要です。着信するアナログポー
ト（ポート1、またはポート2）を特定できます。

◆ダイヤルインサービスとグローバル着信
NTTの「ダイヤルインサービス」とは、1つのINSネット64に通常の電話番号（以降、契約者回
線番号とよびます）に加えて、「ダイヤルイン番号」とよばれる番号を割り当てるサービスです。契
約者回線番号とダイヤルイン番号を使い分けることで、INSネット64につないでいる機器を呼び
分けられるようになります。

一方「グローバル着信」とは、契約者回線番号で電話がかかってきたとき、どの電話番号で着信し
たかをINSネット64につないでいる機器に通知しないようにするオプションです。わかりやすく
言うと、この場合呼び分けせずにすべての電話機を鳴らすわけです。ちなみに「ダイヤルインサー
ビス」を契約する際、「グローバル着信利用しない」という契約にすると、相手先がダイヤルした番
号に対応する電話機だけを鳴らします。

ダイヤルイン番号を1つ追加して「グローバル着信利用しない」という契約にすると、ダイヤルイ
ン番号を2つ追加した場合と同じ料金がかかります。かかってきた電話すべてについて呼び分けを
するためです。ただし、NetVehicleではアナログポートごとに「グローバル着信を行う／行わな
い」の設定ができるので、「グローバル着信利用」と契約しておけば、ダイヤルイン番号1つ分の使
用料で済みます。

INSネット64の基本機能であるサブアドレスでも同じように呼び分けができます。ただし、相手
がアナログ回線である場合には、サブアドレス情報のやり取りができないため、呼び分けができま
せん。

ダイヤルイン／グローバル着信機能を設定する
ここでは、契約者番号で着信したときは、アナログポート1のみで着信し、ダイヤルイン番号（03-2222-
2222）で着信したときはアナログポート2のみで着信する場合を例に説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログポート情報1の設定

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
ダイヤルイン番号 →なにも設定しない
グローバル着信 →する

3. ［更新］ボタンをクリックします。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログポート情報2の設定

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート2情報」をクリックします。
「アナログポート2情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
ダイヤルイン番号 →03-2222-2222
グローバル着信 →しない

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

ダイヤルイン／グローバル着信機能を使う
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モデムダイヤルイン機能を使う

モデムダイヤルインは、電話とFAXなど機能ごとに個別の番号を持つことができます。着信したときに、
モデム信号で自局電話番号または送出着信情報で設定した番号を電話機に通知します。
自局電話番号を送出する場合の設定例は（その1）で、送出着信情報で設定する任意の番号を送出する場
合の設定例は（その2）で説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

利用する際には、NTTとの「ダイヤルインサービス」または「i・ナンバーサービス」の契約が必要です。

この機能を使用する場合、アナログダイヤルイン機能は利用できません。また、ご使用になる電話機がモデムダ

イヤルイン機能に対応している必要があります（電話機の設定も必要です。電話機の取扱説明書をご覧くださ

い）。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モデムダイヤルイン機能を設定する（その1：自局電話番号を送出する）

ここでは、以下の場合を例に説明します。
アナログポート1にFAX機能付き電話をつなぐ
ｉ・ナンバー契約を行う
契約者番号（鳴り分け番号1：03-2222-2222）で着信した場合は電話に着信する

（送出番号：03-2222-2222）
追加番号（鳴り分け番号2：03-3333-3333）で着信した場合はFAXに着信する

（送出番号：03-3333-3333）

ここでは「ｉ・ナンバー」契約をしている場合の設定例を説明していますが、「ダイヤルインサービス」を
契約している場合は、「アナログダイヤルイン機能を使う」で説明している設定例を参考にして設定を行っ
てください。

参 照�「アナログダイヤルイン機能を使う」（P.236）
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログ共通情報の設定

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログ共通情報」をクリックします。
「アナログ共通情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
ｉ・ナンバー →使用する

［ｉ・ナンバー情報1］
鳴り分け番号1 →03-2222-2222
動作モード →ポート1のみ着信

［ｉ・ナンバー情報2］
鳴り分け番号2 →03-3333-3333
動作モード →ポート1のみ着信

3. ［更新］ボタンをクリックします。

モデムダイヤルイン機能を使う
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログポート1情報の設定

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

2. ［装置の動作に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
通信前情報通知 →モデム信号での通知

→モデムダイヤルインを使用する
使用モード設定 →モード1

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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モデムダイヤルイン機能を設定する（その2：任意の番号を送出する）

ここでは、以下のような場合を例に説明します。
アナログポート1にFAX機能および子機付き電話をつなぐ
ｉ・ナンバー契約を行う
契約者番号（鳴り分け番号1）で着信した場合は電話に着信する（送出番号：1111）
追加番号（鳴り分け番号2）で着信した場合はFAXに着信する（送出番号：2222）
追加番号（鳴り分け番号3）で着信した場合は子機に着信する（送出番号：3333）

ここでは「ｉ・ナンバー」契約をしている場合の設定例を説明していますが、「ダイヤルインサービス」を
契約している場合は、「アナログダイヤルイン機能を使う」で説明している設定例を参考にして設定を行っ
てください。

参 照�「アナログダイヤルイン機能を使う」（P.236）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログ共通情報の設定

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログ共通情報」をクリックします。
「アナログ共通情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
ｉ・ナンバー →使用する

［ｉ・ナンバー情報1］
動作モード →ポート1のみ着信

［ｉ・ナンバー情報2］
動作モード →ポート1のみ着信

［ｉ・ナンバー情報3］
動作モード →ポート1のみ着信

3. ［更新］ボタンをクリックします。

モデムダイヤルイン機能を使う
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログポート1情報の設定

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

2. ［装置の動作に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
通信前情報通知 →モデム信号での通知

→モデムダイヤルインを使用する
使用モード設定 →モード1

3. ［更新］ボタンをクリックします。
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モデムダイヤルイン機能を使う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○送出着信番号情報の設定

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「送出着信番号情報」をクリックします。
「送出着信番号情報」ページが表示されます。

2. ［送出着信番号情報］で以下の項目を指定します。
番号送出方法設定 →指定された番号を送出する
送出番号設定

鳴り分け番号1での着信時 →1111
鳴り分け番号2での着信時 →2222
鳴り分け番号3での着信時 →3333

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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第4章　NetVehicleのアナログ機能を利用する

アナログダイヤルイン機能を使う

アナログダイヤルインは、電話とFAXなど機能ごとに個別の番号を持つことができます。着信したとき
に、PB信号で自局電話番号または送出着信情報で設定した番号を電話機に通知します。
自局電話番号を送出する場合の設定例は（その1）で、送出着信情報で設定する任意の番号を送出する場
合の設定例は（その2）で説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

利用する際には、NTTとの「ダイヤルインサービス」または「i・ナンバーサービス」の契約が必要です。

この機能を使用する場合、ナンバー・ディスプレイおよびモデムダイヤルイン機能は利用できません。また、ご

使用になる電話機がアナログダイヤルイン機能に対応している必要があります（電話機の設定も必要です。電話

機の取扱説明書をご覧ください）。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アナログダイヤルイン機能を設定する（その1：自局電話番号を送出する）

ここでは、以下の場合を例に説明します。
アナログポート1にFAX機能付き電話をつなぐ
ダイヤルイン契約を「グローバル着信を利用する」で契約
契約者番号（03-2222-2222）で着信した場合は電話に着信する（送出番号：2222）
ダイヤルイン番号（03-2222-3333）で着信した場合はFAXに着信する（送出番号：3333）

ここでは「ダイヤルインサービス」契約をしている場合の設定例を説明していますが、「ｉ・ナンバー」を
契約している場合は、「モデムダイヤルイン機能を使う」で説明している設定例を参考にして設定を行って
ください。

参 照�「モデムダイヤルイン機能を使う」（P.230）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログ共通情報の設定

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログ共通情報」をクリックします。
「アナログ共通情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
電話番号 →03-2222-2222

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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アナログダイヤルイン機能を使う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログポート1情報の設定

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
ダイヤルイン番号 →03-2222-3333

［装置の動作に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
通信前情報通知 →PB信号での通知

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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アナログダイヤルイン機能を設定する（その2：任意の番号を送出する）

ここでは、以下のような場合を例に説明します。
アナログポート1にFAX機能付き電話をつなぐ
ダイヤルイン契約を「グローバル着信を利用する」で契約
契約者番号で着信した場合は電話に着信する（送出番号：1111）
ダイヤルイン番号（03-2222-3333）で着信した場合はFAXに着信する（送出番号：2222）

ここでは「ダイヤルインサービス」契約をしている場合の設定例を説明していますが、「ｉ・ナンバー」を
契約している場合は、「モデムダイヤルイン機能を使う」で説明している設定例を参考にして設定を行って
ください。

参 照�「モデムダイヤルイン機能を使う」（P.230）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログポート1情報の設定

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

2. ［網契約に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
ダイヤルイン番号 →03-2222-3333

［装置の動作に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
通信前情報通知 →PB信号での通知

3. ［更新］ボタンをクリックします。
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アナログダイヤルイン機能を使う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○送出着信番号情報の設定

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「送出着信番号情報」をクリックします。
「送出着信番号情報」ページが表示されます。

2. ［送出着信番号情報］で以下の項目を指定します。
番号送出方法設定 →指定された番号を送出する
送出番号設定

契約者回線番号での着信時 →1111
ポート1ダイヤルイン番号での着信時 →2222

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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第4章　NetVehicleのアナログ機能を利用する

リバースパルス送出機能を使う

リバースパルスは、外から電話がかかってきて通話中に相手から電話を切った場合に、NetVehicleがアナ
ログポートに接続された機器に対して通話が終了したことを知らせるために送出する信号です。例えば、留
守番電話で相手が切断したら同時にメッセージの録音を終了する機能を備えているときに有効です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

接続したアナログ機器がリバースパルスを認識する機能を備えていない場合は、リバースパルスを送出する設定

を行わないでください。誤動作する場合があります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○リバースパルス送出を設定する

ここでは、電話機をアナログポート1につないだ場合を例に説明します。

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログポート1情報」をクリックします。
「アナログポート1情報」ページが表示されます。

2. ［装置の動作に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
リバースパルス送出 →送出する

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。
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4

電話機を利用して設定を変更する

NetVehicleのアナログポート（ポート1、ポート2）に接続したアナログ機器から設定できる項目を以下
に示します。

・時計の設定
・IPアドレスの設定
・アナログ機能の設定
　　スタンバイモードの設定
　　着信転送の設定
　　アナログポートの接続機器の設定
　　ナンバー・ディスプレイの設定
　　ｉ・ナンバーの設定
　　鳴り分け番号の動作モードの設定
・着信転送先の変更
・TELメールの設定
・メールチェックの実行
・メール着信の消去
・留守状態の設定
・留守モードの設定

補 足�� スタンバイモードの設定は「スタンバイモードで使用する」（P.190）で説明していますが、ここで説明する方法
でも設定が可能です。また、外線からも設定が可能です。

参 照� 外線から設定を変更する→「外線から設定を変更する（無課金）」（P.247）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

データ通信中に電話機を利用して設定を変更するとデータ通信が切断されます。

ただし、「時計の設定」、「メールチェックの実行」、「メール着信の消去」の場合は切断されません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

時計を設定する

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. 0 08 2 ＋  日付＋時刻（yymmddHHMMSS）をダイヤルします。
例）時刻を1999年10月21日午後2時30分00秒に設定する場合

　　 0 08 2 19 9 12 1 3 00 4 0 0  をダイヤルします

yy →西暦の下2桁を指定します。00～36の場合は西暦2000年以降とみなします。
mm →月を01～12までの数字で指定します。
dd →日付を01～31までの数字で指定します。
HH →時間を00～23までの数字で指定します。
MM →分を00～59までの数字で指定します。
SS →秒を00～59までの数字で指定します。

リバースパルス送出機能を使う
電話機を利用して設定を変更する
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3. ピピッという音が2回とビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。

補 足�� 正常に設定できなかった場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）だけが聞こえます。

4. 受話器を置きます。

IPアドレスを設定する
NetVehicleのアナログポート（ポート1、ポート2）に接続したアナログ機器からIPアドレスの設定を
行います。専用線を使用する場合でも、この機能を利用することができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

NetVehicleのIPアドレスの変更を行うとLAN間通信やISDNでのデータ通信ができなくなる場合があります。

DHCPサーバ機能を利用する場合には、WWWブラウザから設定を変更してください。

DHCPサーバ機能を利用している場合は、NetVehicleのIPアドレスの変更は行わないようにしてください。IP

アドレスを変更すると、DHCPサーバ機能は利用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. 0 08 1 ＋  IPアドレス＋ネットマスク＋ブロードキャストアドレスをダイヤ
ルします。

IPアドレス、ネットマスク、ブロードキャストアドレスの数字の区切りに を使います。
ブロードキャストアドレスは、指定するブロードキャストアドレスに対応する数値を以下の表から選択し
ます。

0

1

0.0.0.0

255.255.255.255

IPアドレス／ネットマスクから求められる�
ネットワークアドレス＋オール0

IPアドレス／ネットマスクから求められる�
ネットワークアドレス＋オール1

2

3

選択値� ブロードキャストアドレスの設定�

例）IPアドレスを「192.168.2.1」、ネットマスクを「24」、ブロードキャストアドレスを「3（ネッ
トワークアドレス＋オール1）」に設定する場合

0 08 1 21 9 81 6 2 1 2 4 3をダイヤルします。

3. ピピッという音が2回とビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。

補 足�� 正常に設定できなかった場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）だけが聞こえます。

4. 受話器を置きます。
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アナログ機能を設定する
アナログポートに接続したアナログ機器から、以下のアナログ機能の設定を行えます。
スタンバイモードの設定（通常モード／スタンバイモード）
着信転送の設定（しない／する／疑似着信転送）
接続機器の設定（なし／電話／モデム／FAX／FAX（無鳴動強制着信／無鳴動識別着信／キャッチホン着信））
ナンバー・ディスプレイの設定（使用しない／使用する（モード1）／使用する（モード2））
ｉ・ナンバーの設定（使用する／使用しない）
鳴り分け番号の動作モードの設定（ポート1のみ着信／ポート2のみ着信／両ポート着信／着信拒否）

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. ダイヤル操作で設定を変更します。

0 に続けて操作番号をダイヤルします。

8001�

8002�

6001�

6002�

6003�

40P1�

40P2�

40P3�

40P4�

40P5�

40P6�

40P7�

41P1�

41P2�

41P3�

操作番号�

2201�

2202�

22ｉ1�

22ｉ2�

22ｉ3�

22ｉ4

スタンバイモード�

�

着信転送�

�

�

接続機器の設定�

�

�

�

�

�

�

ナンバー・ディスプレイ�

�

�

ｉ・ナンバーの設定�

�

鳴り分け番号の動作モード�

使用しない�

使用する�

ポート1のみ着信�

ポート2のみ着信�

両ポート着信�

着信拒否�

通常モード�

スタンバイモード�

しない�

する�

疑似着信転送�

なし�

電話�

モデム�

FAX�

FAX（無鳴動強制着信）�

FAX（無鳴動識別着信）�

FAX（キャッチホン着信）�

使用しない�

使用する（モード１）�

使用する（モード２）�

機　能�

Pには、設定を変更するアナログポートのポート番号（1または2）を入れます。
ｉには、鳴り分け番号1～3の番号（1、2または3）を入れます。

例）ポート2の接続機器を「なし」にする場合

0 24 0 1  をダイヤルします。

電話機を利用して設定を変更する
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3. ピピッという音とビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。

補 足�� ピピッという音の鳴る回数は設定した機能によって異なります（操作で入力した最後の数字の回数です）。
例）「接続機器」の設定を「なし」に設定した場合、ピピッ（1回）プープープー
正常に設定できなかった場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）だけが聞こえます。

4. 受話器を置きます。

着信転送先の設定を行う
アナログポートに接続したアナログ機器から、着信転送および疑似着信転送の転送先の設定を行えます。

参 照�「着信転送の設定を行う」（P.210）、「疑似着信転送を使う」（P.204）

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. ダイヤル操作で設定を変更します。

0 に続けて操作番号＋転送先電話番号をダイヤルします。

操作番号�機　能�

610�

611�

612�

613�

614�

615

契約者回線番号の転送先�

ポート1のダイヤルインの転送先�

ポート2のダイヤルインの転送先�

鳴り分け番号1の転送先�

鳴り分け番号2の転送先�

鳴り分け番号3の転送先�

�

例）契約者回線番号を「03-1111-2222」に着信転送する設定を行う場合

0 06 1 0 13 1 1 21 2 2 2  をダイヤルします。

3. ピピッという音とビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。

補 足�� ピピッという音の鳴る回数は設定した機能によって異なります。
・契約者回線番号の転送先を設定した場合 ：1回
・ポート1のダイヤルイン番号の転送先を設定した場合 ：2回
・ポート2のダイヤルイン番号の転送先を設定した場合 ：3回
・鳴り分け番号1の転送先を設定した場合 ：4回
・鳴り分け番号2の転送先を設定した場合 ：5回
・鳴り分け番号3の転送先を設定した場合 ：6回

正常に設定できなかった場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）だけが聞こえます。

4. 受話器を置きます。
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TELメールの設定を行う

参 照�「TELメール機能」（P.180）

アナログポートに接続したアナログ機器から、TELメールの設定を行えます。

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. ダイヤル操作で設定を変更します。

0 に続けて操作番号をダイヤルします。

操作番号�機　能�

2101�

2102

TELメール機能の設定�使用しない�

使用する�

3. ピピッという音とビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。

補 足�� ピピッという音の鳴る回数は設定した機能によって異なります（操作で入力した最後の数字の回数です）。
正常に設定できなかった場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）だけが聞こえます。

4. 受話器を置きます。

メールチェックを実行する

参 照�「メールチェック機能」（P.170）

アナログポートに接続したアナログ機器から、メールチェックを実行できます。

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. 0 8 3 0 0をダイヤルします。

3. ピピッという音2回とビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。

補 足�� 正常に設定できなかった場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）だけが聞こえます。

4. 受話器を置きます。

メール着信を消去する
アナログポートに接続したアナログ機器から、メール着信を消去できます。

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. 0 8 5 0 0をダイヤルします。

3. ピピッという音が2回とビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。

補 足�� 正常に設定できなかった場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）だけが聞こえます。

電話機を利用して設定を変更する
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4. 受話器を置きます。

留守状態の設定を行う
アナログポートに接続したアナログ機器から、留守確認機能の留守状態の設定を行えます。

参 照�「留守状態を確認する（無課金）」（P.251）

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. ダイヤル操作で設定を変更します。

0 に続けて操作番号をダイヤルします。

操作番号�機　能�

2001�

2002

留守状態の設定� 在宅�

留守�

3. ピピッという音とビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。

補 足�� ピピッという音の鳴る回数は設定した機能によって異なります（操作で入力した最後の数字の回数です）。
正常に設定できなかった場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）だけが聞こえます。

4. 受話器を置きます。

留守モードの設定を行う
アナログポートに接続したアナログ機器から、留守モードの設定を行えます。

参 照�「留守モードの動作を設定する」（P.187）

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. ダイヤル操作で設定を変更します。

0 に続けて操作番号をダイヤルします。

操作番号�機　能�

8401�

8402

留守モードの設定� 解除�

実行�

3. ピピッという音とビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。

補 足�� ピピッという音の鳴る回数は設定した機能によって異なります（操作で入力した最後の数字の回数です）。
正常に設定できなかった場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）だけが聞こえます。

4. 受話器を置きます。
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外線から設定を変更する（無課金）

外線から設定できる項目を以下に示します。
・スタンバイモードの設定
・着信転送の設定
・アナログポートの接続機器の設定
・ナンバー・ディスプレイの設定
・着信転送先の設定
・TELメールの設定
・留守状態の設定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

サブアドレスを使用するので、発信側はサブアドレスを指定できる ISDN機器（電話、PHS等）の必要があり

ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アナログポート（内線）からも設定の変更が可能です。

参 照� 内線から設定を変更する→「電話機を利用して設定を変更する」（P.241）

設定変更用暗証番号を設定する
外線から設定を変更するには暗証番号が必要です（数字4桁）。
ここでは、設定変更用暗証番号を「5678」に設定する場合を例に説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

設定変更用暗証番号は「アナログポート情報」の「サブアドレス」の設定と別のものを設定してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログ共通情報」をクリックします。
「アナログ共通情報」ページが表示されます。

2. ［装置の動作に関する設定項目］で以下の項目を設定します。
設定変更用暗証番号 →5678（任意の数字4桁を指定します）

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

補 足�� 外線からの設定変更をやめる場合は、設定変更用暗証番号を削除してください。

電話機を利用して設定を変更する
外線から設定を変更する（無課金）
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外線からアナログ機能の設定を変更する
外線の電話機から、以下のアナログ機能の設定を行えます。
スタンバイモードの設定（通常モード／スタンバイモード）
着信転送の設定（しない／する／疑似着信転送）
接続機器の設定（なし／電話／モデム／FAX／FAX（無鳴動強制着信／無鳴動識別着信／キャッチホン着信））
ナンバー・ディスプレイの設定（使用しない／使用する（モード1）／使用する（モード2））

補 足�� すでにBチャネルを2本使用しているときに、外線から設定を変更する場合、NTTの通信中着信サービスの契
約が必要です。

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. ダイヤル操作で設定を変更します。
契約者回線番号、ダイヤルイン番号、または鳴り分け番号に続けて、サブアドレスとして［設定変更用暗
証番号（4桁）］＋操作番号をダイヤルします。

　　　　　　　　　　機　能  　　　　　�

スタンバイモード　　　　通常モード  　　8001�

　　　　　　　　　　　　スタンバイモード 　　8002�

着信転送　　　　　　　　しない  　　6001�

　　　　　　　　　　　　する   　　6002�

 　 疑似着信転送  　　6003�

接続機器の設定　　　　　なし   　　40P1�

　　　　　　　　　　　　電話   　　40P2�

　　　　　　　　　　　　モデム   　　40P3�

　　　　　　　　　　　　FAX   　　40P4�

　　　　　　　　　　　　FAX（無鳴動強制着信） 　40P5�

　　　　　　　　　　　　FAX（無鳴動識別着信） 　40P6�

　　　　　　　　　　　　FAX（キャッチホン着信） 40P7�

ナンバー・ディスプレイ　使用しない  　　41P1�

　　　　　　　　　　　　使用する（モード１） 　　41P2�

　　　　　　　　　　　　使用する（モード２） 　　41P3�

操作番号�

Pには、設定を変更するアナログポートのポート番号（1または2）を入れます。

3. 呼び出し音が聞こえます。

補 足�� ・設定変更用暗証番号を間違えた場合は、以下のメッセージが聞こえます。
　「おかけになった電話番号にはあなたと通信できる機器が接続されていません」
・正常に設定できなかった場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。
・この場合、NetVehicle側には着信音は鳴りません。

4. 受話器を置きます。
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外線から着信転送先の設定を行う
外線の電話機から、着信転送および疑似着信転送の転送先の設定を行えます。

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. ダイヤル操作で設定を変更します。
契約者回線番号、ダイヤルイン番号、または鳴り分け番号に続けて、サブアドレスとして［設定変更用暗
証番号（４桁）］＋操作番号＋転送先電話番号をダイヤルします。

操作番号�機　能�

610�

611�

612�

613�

614�

615

契約者回線番号の転送先�

ポート1のダイヤルインの転送先�

ポート2のダイヤルインの転送先�

鳴り分け番号1の転送先�

鳴り分け番号2の転送先�

鳴り分け番号3の転送先�

�

3. 呼び出し音が聞こえます。

補 足�� ・設定変更用暗証番号を間違えた場合は、以下のメッセージが聞こえます。
　「おかけになった電話番号にはあなたと通信できる機器が接続されていません」
・正常に設定できなかった場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。
・この場合、NetVehicle側には着信音は鳴りません。

4. 受話器を置きます。

外線から設定を変更する（無課金）
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外線からTELメールの設定を行う
外線の電話機から、TELメールの設定を行えます。

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. ダイヤル操作で設定を変更します。
契約者回線番号、ダイヤルイン番号、または鳴り分け番号に続けて、サブアドレスとして［設定変更用暗
証番号（4桁）］＋操作番号をダイヤルします。

操作番号�機　能�

2101�

2102

TELメール機能の設定�使用しない�

使用する�

3. 呼び出し音が聞こえます。

補 足�� ・設定変更用暗証番号を間違えた場合は、以下のメッセージが聞こえます。
　「おかけになった電話番号にはあなたと通信できる機器が接続されていません」
・正常に設定できなかった場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。
・この場合、NetVehicle側には着信音は鳴りません。

4. 受話器を置きます。

外線から留守状態の設定を行う
外線の電話機から、留守確認機能の留守状態の設定を行えます。

参 照�「留守状態を確認する（無課金）」（P.251）

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. ダイヤル操作で設定を変更します。
契約者回線番号、ダイヤルイン番号、または鳴り分け番号に続けて、サブアドレスとして［設定変更用暗
証番号（4桁）］＋操作番号をダイヤルします。

操作番号�機　能�

2001�

2002

留守状態の設定� 在宅�

留守�

3. 呼び出し音が聞こえます。

補 足�� ・設定変更用暗証番号を間違えた場合は、以下のメッセージが聞こえます。
　「おかけになった電話番号にはあなたと通信できる機器が接続されていません」
・正常に設定できなかった場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。
・この場合、NetVehicle側には着信音は鳴りません。

4. 受話器を置きます。
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留守状態を確認する（無課金）

留守中に外線から着信した場合、留守番電話に切り替わることなく相手に留守中であることを知らせる機能
です。留守の場合は呼び出し音のあとにビジートーン（プープープーという話中の音）が送出され、在宅の
場合は通常の呼び出し音が鳴ります。留守番電話に切り替わらないので、電話料金がかかりません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○留守確認用番号の設定をする

留守状態を確認するには、確認用番号が必要です（数字4桁）。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

確認用番号は「アナログポート情報」の「サブアドレス」の設定と別のものを設定してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 詳細設定メニューのアナログ設定で「アナログ共通情報」をクリックします。
「アナログ共通情報」ページが表示されます。

2. ［装置の動作に関連する設定項目］で以下の項目を指定します。
留守確認用番号 →7890（任意の数字4桁を指定します。）

3. ［更新＋設定反映］ボタンをクリックします。
設定した内容が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○「留守」または「在宅」の設定をする

外出時、帰宅時は以下のように「留守」、「在宅」を設定してください。

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. ダイヤル操作で設定を変更します。

0 に続けて操作番号をダイヤルします。

操作番号�機　能�

2001�

2002

留守状態の設定� 在宅�

留守�

3. ピピッという音とビジートーン（プープープーという話中の音）が聞こえます。

補 足�� ピピッという音の鳴る回数は設定した機能によって異なります（操作で入力した最後の数字の回数です）。
正常に設定できなかった場合は、ビジートーン（プープープーという話中の音）だけが聞こえます。

外線から設定を変更する（無課金）
留守状態を確認する（無課金）
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4. 受話器を置きます。

留守状態の設定は、電話機からも設定できます。

参 照�「留守状態の設定を行う」（P.246）、「外線から留守状態の設定を行う」（P.250）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○外線から「留守」または「在宅」を確認する

1. 受話器を上げ、ツーという音が聞こえることを確認します。

2. 契約者回線番号、ダイヤルイン番号、または鳴り分け番号に続けて、サブアドレスとして
［留守確認用番号（4桁）］をダイヤルします。

3. 呼び出し音が聞こえます。
［留守が設定されている場合］
呼び出し音のあと、約3秒後にビジートーンが聞こえます。

［在宅が設定されている場合］
相手が受話器をあげると、通話状態になります。

4. 受話器を置きます。
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第5章　運用管理とメンテナンス

操作メニューを使う

操作メニューでは、回線の手動接続／切断、チャネル数の増加／減少、疎通確認ができます。また、時刻設
定、テレホーダイ設定／テレホーダイ終了、留守モード切り替えができます。

操作メニューを表示する
NetVehicleのトップページで、画面上部の［操作］アイコンをクリックすると、操作メニューが表示され
ます。

手動で回線を接続する／切断する
接続先を指定して、手動で回線の接続／切断ができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○回線を接続する

1. 操作メニューで「回線手動接続」をクリックします。
「回線手動接続」ページが表示されます。
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2. ［接続先情報一覧］で接続先の欄の［接続］ボタンをクリックします。
回線接続のメッセージが表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○回線を切断する

1. 操作メニューで「回線手動切断」をクリックします。
「回線手動切断」ページが表示されます。

2. ［接続先情報一覧］で回線を切断する接続先の欄の［切断］ボタンをクリックします。
回線切断のメッセージが表示されます。

手動でチャネルを増やす／減らす
回線接続中に、通信に使用するBチャネルの数を手動で増減できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

プロバイダがMPに対応している場合だけ、この機能を利用できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. チャネルの数を増加する場合は、操作メニューで「手動チャネル増加」をクリックします。
「チャネル数の増加要求を発行しました。」というメッセージが表示されます。

チャネルの数を減らす場合は、操作メニューで「手動チャネル減少」をクリックします。
「チャネル数の減少要求を発行しました。」というメッセージが表示されます。

操作メニューを使う
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ネットワークの接続を確認する
pingコマンドを使って、IP接続が成立しているかどうか確認できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

ping実行中は、通話料金がかかります。

かんたんフィルタがかかっているときは、pingを送信できないので応答はありません。

かんたんフィルタを使用している場合、ISDN回線が接続されません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 操作メニューで「疎通確認」をクリックします。
「疎通確認（ping）」ページが表示されます。

2. 「ping送信先」に送信先の IPアドレスを入力します。

3. ［ping送信］ボタンをクリックします。
「ping実行中」というメッセージが表示されたあと、ブラウザ画面にping送信結果が表示されます。

時計を設定する
NetVehicleの内部時計の時刻を設定できます。時刻設定する方法は以下の3つがあります。
ブラウザを利用しているパソコンの時刻を取得する方法
ネットワーク上のTIMEサーバまたはNTPサーバから時刻を取得する方法
任意の時刻を設定する方法

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

電源を切ると時刻情報が失われます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ここでは任意の時刻を設定する場合の例を以下に示します。

1. 操作メニューで「時刻設定」をクリックします。
「時刻情報設定」ページが表示されます。
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2. 「任意の時刻を設定」を指定する場合は現在の日時を入力します。
指定する時刻の設定方法の［設定］ボタンをクリックします。
「時刻を○○○○に設定しました。」というメッセージが表示されます。

テレホーダイ機能を使う
INSテレホーダイは、NTTが提供するサービスです。午後11時から午前8時の深夜・早朝時間帯に、あ
らかじめ指定した2つの電話番号に対してかけ放題になります。
テレホーダイ機能利用時は、 指定された時間だけ無通信監視機能を停止して自動切断させないようにしま
す。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

INSテレホーダイサービスを利用する場合はNTTとの契約が必要です。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補 足�� ルータ設定の「相手情報」で、接続先ごとにテレホーダイの使用有無を設定できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○テレホーダイの時間帯を設定する

1. 操作メニューで「テレホーダイ設定」をクリックします。
「テレホーダイ設定」ページが表示されます。

2. 「テレホーダイタイマ」で、回線を接続したままにしておく時間を入力します。

3. ［テレホーダイ開始］ボタンをクリックします。
設定した時間、回線が接続されたままになります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○テレホーダイを開始する／停止する　　

1. テレホーダイを開始するときは操作メニューの「テレホーダイ設定」ページで［テレホーダ
イ開始］ボタンをクリックします。
テレホーダイを停止するときは［テレホーダイ終了］ボタンをクリックします。
［テレホーダイ終了］ボタンをクリックすると、「テレホーダイタイマをキャンセルしました」というメッ
セージが表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

［テレホーダイ開始］ボタンをクリックすると、テレホーダイ時間帯以外でもずっとつながった状態となります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

操作メニューを使う
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留守モードのON/OFFを設定する
NetVehicleでは、あらかじめ「装置情報設定」の「留守モード情報」に留守（外出）中の動作を設定して
おくことにより、在宅時の設定（留守モードOFF）を留守中の設定（留守モードON）にかんたんに切り
替えることができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

「留守モード中は、スタンバイモードで動作する」が設定されている場合は、留守モードへ移行するとスタンバ

イモードが動作するため、操作メニューから留守モード解除ができなくなります。留守モードを解除する場合は、

アナログポートに接続されている電話機で解除してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○留守モードをONに設定する

1. 操作メニューで「留守モード切替え」をクリックします。
「留守モード切替え」ページが表示されます。

2. 留守モードをONにするときは、［留守モードへ移行］ボタンをクリックします。
「留守モードへ移行しました」というメッセージが表示されます。

留守モード情報の設定を変更する場合は、［装置情報設定へ移る］ボタンをクリックします。
「装置情報設定」の「留守モード情報」が表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○留守モードをOFFに設定する

1. 操作メニューで「留守モード切替え」をクリックします。
「留守モード切替え」ページが表示されます。

2. 留守モードをOFFにするときは、［留守モードを解除］ボタンをクリックします。
「留守モードを解除しました」というメッセージが表示されます。
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表示メニューを使う

表示メニューでは、回線接続状況、回線への課金情報、IP統計情報、メールチェック、メール着信通知、チャ
ネル統計情報、回線ログ情報、システムログ情報、ルーティング情報、現在時刻、経過時間情報を確認でき
ます。

表示メニューを表示する
NetVehicleのトップページで、画面上部の［表示］アイコンをクリックすると、表示メニューが表示され
ます。

操作メニューを使う
表示メニューを使う
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回線接続状況を確認する
ISDN回線への接続状況を確認することができます。

1. 表示メニューで「回線接続状況」をクリックします。
「回線接続状況」ページが表示されます。

課金情報で運用状況を確認する
NetVehicleの電源を入れてから現在までの、ISDN回線に対する課金情報を確認することができます。

1. 表示メニューで「課金情報」をクリックします。
［データ通信課金情報］、［接続先別データ通信課金情報］、［マルチTA課金情報］、［アナログポート課金情
報］が表示されます。

2. 以下の項目を確認します。
【データ通信課金情報】　

通信総時間 →データ通信の通信時間の累計です。
課金合計金額 →データ通信の通信料金の累計です。
最長通信 →データ通信の過去の記録において、1回の通信で最長の時間、通信料金、接続相手

先です。
最高課金 →データ通信の過去の記録において、1回の通信で最高金額、通信時間、接続相手先

です。
最終接続 →データ通信において、最新の通信での通信時間、通信料金、接続相手先です。

【接続先別データ通信課金情報】
接続先ごとの通信時間の累計および通信料金の累計が表示されます。

【マルチTA課金情報】
通信総時間 →マルチTA通信の通信時間の累計です。
課金合計金額 →マルチTA通信の通信料金の累計です。

■データ通信課金情報クリア →［データ通信課金情報クリア］ボタンをクリックすると、現在保持してい
る上記3つの情報をすべてクリアします。

【アナログポート課金情報】
最長通信 →アナログ通信の過去の記録において、1回の通信で最長の時間、通信料金、相手先

電話番号です。
最高課金 →アナログ通信の過去の記録において、1回の通信で最高金額、通信時間、相手先電

話番号です。
最終接続 →アナログ通信において、最新の通信での通信時間、通信料金、相手先電話番号です。
合計 →アナログ通信の通信時間と通信料金の累計です。

■アナログポート課金情報クリア →［アナログポート課金情報クリア］ボタンをクリックすると、現在
保持しているアナログポート課金情報をすべてクリアします。
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■全ての課金情報クリア →［全ての課金情報クリア］ボタンをクリックすると、現在保持している課
金情報をすべてクリアします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

本書の表記で使われる通信料金とは、INSネット64基本サービスの「料金情報通知」をもとに、NetVehicle
のソフトウェアが算出した値です。算出される値は、お客様の契約や回線利用状況により異なりますので、請求
金額とは必ずしも一致しません。

例えば以下のような場合があります。

・INSテレホーダイ利用時

・NTT DoCoMo以外の自動車電話・携帯電話と通話した場合

・PHSと通話した場合（PIAFSによるデータ通信も含む）

本装置の電源を切ると、課金情報はすべてクリアされます。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

表示メニューを使う
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IP統計情報を見る
回線を介した通信のプロトコルごとの内訳を確認できます。

1. 表示メニューで「IP統計情報」をクリックします。
「IP統計情報」ページが表示されます。
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表示メニューを使う

電子メール着信通知を見る
到着しているメールの確認ができます。
メールの着信を確認する場合は、「詳細設定」の「Eメールエージェント情報」で情報を指定してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

メール着信通知に表示される最大件数は50件です。メール着信通知の数がこれらの数を超えた場合、古い通知

から順に削除されます。ただし、メール着信通知の件数は最大件数を超えてもカウントされます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○メール着信通知

メール着信通知が到着すると、CHECKランプが緑色で点滅します。

1. 表示メニューで「メール着信通知」をクリックします。
「メール着信通知」ページが表示されます。

2. 確認が終了したら、［メール着信通知消去］ボタンをクリックします。
「メール着信通知を消去しました。」というメッセージが表示され、CHECKランプが消灯します。メール
着信通知は削除されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○メールチェック

到着しているメールがある場合は、CHECKランプが緑色で点滅します。POP3プロトコルを使用してメー
ルサーバにアクセスしてメールの着信を確認します。

1. 表示メニューで「メールチェック」をクリックします。
「メールチェック」ページが表示されます。

2. チェックするメールのユーザ名の欄の［表示］ボタンをクリックします。

3. メールパスワードを入力し、［実行］ボタンをクリックします。
到着しているメールが表示されます。
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チャネル統計情報を見る
回線接続の情報を確認できます。

1. 表示メニューで「チャネル統計情報」をクリックします。
「チャネル統計情報」ページが表示されます。

回線ログ情報で運用状況を確認する
ISDN回線への接続、切断に関する情報を確認できます。通信エラーが発生した状況や、通信エラーの原因
を示した「ログ内容」が表示されます。

1. 表示メニューで「回線ログ」をクリックします。
「回線ログ」ページが表示されます。

ログ番号 →ログの番号です。
発生時刻 →ログが記録された時刻です。
チャネル →ログが記録された事象が発生したチャネルです。
ログ内容 →ログの内容です。

［詳細コード=XX/XX/XXYY］の「YY」は理由コードを示します。理由コードは「ISDN
理由表示番号一覧」（P.280）を参照してください。

［表示例］

発信ログ
IPパケットの転送が発生しました。
Protocol：TCP192.168.1.2（1149） → 202.248.2.226（53）

［説明］
発信元が192.168.1.2でポート1149を使用して202.248.2.226へポート53でアクセスしたこ
とを示します。
ポート1149は送信元が内部で使用しているポート番号です。
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システムログを見る
接続先や接続時間の情報などを確認できます。通信エラーや超過課金の原因を知る手がかりになります。

1. 表示メニューで「システムログ」をクリックします。
「システムログ」ページが表示されます。

ルーティング情報を見る
ルーティングテーブルを確認できます。

1. 表示メニューで「ルーティング情報」をクリックします。
「ルーティング情報」ページが表示されます。

現在時刻を見る
現在時刻を確認できます。

1. 表示メニューで「現在時刻」をクリックします。
「現在時刻」ページが表示されます。

経過時間情報を見る
電源投入後、経過した時間を確認できます。

1. 表示メニューで「経過時間情報」をクリックします。
「経過時間情報」ページが表示されます。

表示メニューを使う
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第5章　運用管理とメンテナンス

メンテナンスメニューを使う

メンテナンスメニューでは、NetVehicleのファームウェアを更新したり、各種情報の確認ができます。

メンテナンスメニューを表示する
NetVehicleのトップページで、画面上部の［メンテナンス］アイコンをクリックすると、メンテナンスメ
ニューが表示されます。



267

5

バージョン情報
NetVehicle内蔵ファームウェアのバージョンを確認できます。

1. メンテナンスメニューで「バージョン情報」をクリックします。
「バージョン情報」ページが表示されます。

PPPフレームトレース情報を見る
PPPのプロトコル情報を表示します。回線がつながりにくい場合は、ここに表示される情報を確認します。

1. メンテナンスメニューで「PPPフレームトレース」をクリックします。
「PPPフレームトレース情報」ページが表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○フレームトレース情報の見方

PPPフレームトレース情報は、以下のように表示されます。

表示例）
 [02] B1ch : Recv LCP   Configure-Request id=00 len=19  97.09.01 09:19:54.225
          data=c021 01 00 0013 0305 c223 0505 06f0 1e4a
               5007 0208 02

表示されている情報は、以下に示すような要素に分けられます。

  [02] B1ch : Recv LCP Configure-Request id=00 len=19  97.09.01 09:19:54.225

　
　　　         送受信                 コード種別 　               パケット長　　　                   　ppptrace採取時間

     　　　チャネル            プロトコル種別              IDフィールド値

ログ番号を表す（01～ 99）

参 照� PPPフレームトレース情報の一覧→「PPPフレームトレース情報詳細」（P.278）

メンテナンスメニューを使う
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エラーログ情報
NetVehicle本体の異常に関する情報が記録されている場合は、ここで確認できます。
添付の「修理・サービス網一覧表」をご覧の上、「富士通パーソナルエコーセンター」へ連絡してください。
その際、エラーログ情報の内容をお知らせください。

1. メンテナンスメニューで「エラーログ情報」をクリックします。
「エラーログ情報」ページが表示されます。

NetVehicleのファームウェアを更新する
ファームウェアを更新すると、NetVehicleに新しい機能を追加できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて

ファームウェア更新中は、NetVehicleの電源を切らないでください。

ファームウェアを更新する前に、構成定義情報を退避しておいてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. メンテナンスメニューで「ファームウェア更新」をクリックします。

2. 表示されている内容を確認し、正しければ［OK］ボタンをクリックします。
ファームウェアの更新が始まります。

補 足�� ・ファームウェアの更新を中止したいときは、［中止］ボタンをクリックします。

・回線の混み具合によっては、20分以上かかる場合があります。

3. ファームウェア更新の終了を通知するポップアップ画面が表示されます。［OK］ボタンを
クリックします。ファームウェア更新画面の「正常終了」のメッセージを確認します。

4. ［トップページに戻る］ボタンをクリックします。
トップページに戻ります。
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メンテナンスメニューを使う

オンラインサポート機能
ISDN回線に接続された遠隔地（リモート側）のNetVehicleに対して、管理者側（センタ側）のNetVehicle
をWWWブラウザで操作することによりメンテナンスができます。
本機能は、IP接続を必要としないため、ご購入時の状態のNetVehicleに対しても行えます。
ただし、以下の条件を満たす必要があります。
対象のNetVehicleが ISDN回線に接続されていること
対象と同一機種のNetVehicleが ISDN回線に接続されていること
対象のNetVehicleの ISDN回線の「ユーザ間情報通知サービス」の契約が「着信許可」であること

以下に、それぞれの概要を示します。

センタ側�
（管理者）�

リモート側�

ISDNの回線網�

設定変更、ファームウェア更新、�
構成定義情報の復元�

構成定義情報の退避�

（1）設定を変更する
センタ側のNetVehicle から、リモート側のNetVehicle の設定を行うことができます。センタ側の
NetVehicleのメンテナンスメニューからオンライサポートを開始すると、それ以降は、通常と同様の手順
でリモート側の設定を行うことができます。

（2）ファームウェア更新
センタ側のNetVehicleから、リモート側のNetVehicleのファームウェアを更新することができます。
センタ側のNetVehicleのメンテナンスメニューからオンライサポートを開始すると、それ以降は、通常
と同様の手順でリモート側のファームウェアを更新することができます。
また、センタ側のNetVehicleのファームウェアをリモート側に書き込むことができます。

（3）構成定義情報の退避／復元
センタ側のNetVehicleから、リモート側のNetVehicleの構成定義情報の退避／復元を行うことができ
ます。センタ側のNetVehicleのメンテナンスメニューからオンライサポートを開始すると、それ以降は、
通常と同様の手順でリモート側の構成定義情報の退避／復元を行うことができます。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○メンテナンス手順

以下にオンラインサポート機能によるメンテナンス手順を説明します。

1. センタ側のNetVehicleのメンテナンスメニューで「オンラインサポート」をクリックし
ます。
「オンラインサポート」ページが表示されます。

2. リモート側の電話番号と暗証番号を指定し、［オンライサポート開始］ボタンをクリックし
ます。

補 足�� ご購入時の設定では、暗証番号が設定されていないので、リモート側NetVehicleのMACアドレスを暗証番号と
して指定します。MACアドレスは、必ず半角小文字の英数字で指定してください。

参 照� MACアドレス→■基本編「NetVehicle背面」（P.24）

3. 正常に接続されたあとは、センタ側のNetVehicleを設定するのと同様の手順でリモート
側の NetVehicleを操作することができます。

4. ［オンラインサポート終了］ボタンをクリックして、オンラインサポートを終了します。
B1またはB2ランプが消灯し、回線が切断されます。

参 照� 表示ランプの意味→■基本編「NetVehicle前面」（P.23）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて�

本機能を使用しての発信にはINSネット64の�「ユーザ間情報通知サービス」を使用するため、1回の発信に

つき1メッセージ分の料金が通信料金とは別にかかります。 また、ISDN回線を契約するときは、ユーザ間情報

通知サービスを「着信許可」としてください。

オンラインサポート中は、ISDN回線は接続されたままとなります。無通信監視タイマによる自動切断は行われ

ません。�設定終了後は必ずオンラインサポートを終了し回線が切断されたことを確認してください。

暗証番号にはリモート側のNetVehicleに設定された暗証番号を指定してください。一致しない場合は接続でき

ません。�なお、リモート側のNetVehicleがご購入時の状態、またはオンラインサポート情報未設定の場合は、

暗証番号としてMACアドレスを指定することにより接続できます。

LANポート用MACアドレスは装置背面に表記されているとおり半角小文字の英数字で指定してください。

オンラインサポートで設定できる項目はセンタ側のNetVehicleにある項目のみに限定されます。センタ側とリ

モート側で機種が異なる場合、およびファームウェアの版数が異なる場合は、設定できない項目があります。

センタ側の電話番号および暗証番号はセキュリティ確保のために設定しておく必要があります。ルータ設定の

「装置情報」で指定してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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構成定義情報を退避する／復元する
現在のNetVehicleの構成定義情報をファイルに保存し、退避しておきます。必要になったときに保存し
ておいた構成定義情報を復元できます。
構成定義情報の退避：メンテナンスメニューの「構成定義情報」ページを、WWWブラウザ機能を使っ

てファイルに保存します。
構成定義情報の復元：WWWブラウザで保存しておいた「構成定義情報」ページのファイルを開き、［復

元］をクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて�

現在のNetVehicleの IPアドレスと保存時の IPアドレスが異なると復元できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メンテナンスメニューを使う
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電話番号を変更する
スケジュール情報の電話番号変更予約情報で設定した電話番号の変更を手動で行うことができます。

1. メンテナンスメニューで「電話番号変更」をクリックします。
「電話番号変更」ページが表示されます。

2. 変更する電話番号変更予約情報の［実行］ボタンをクリックします。
電話番号が変更されます。
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5

FTPサーバ機能を使ってメンテナンス
する

NetVehicleはFTPサーバ機能を持っており、パソコンやUNIXシステムのftpコマンドを使って構成定義
情報の退避／復元およびファームウェア更新ができます。

ファームウェアを入手し�
パソコンに置く�

FTPでファームウェアを�
更新する�

構成定義情報を�
復元する�構成定義情報を退避�

してあるパソコン�

FTPサーバ機能を利用するときのユーザ名、パスワードは以下のとおりです。
ユーザ名   ：ftp-admin
パスワード    ：詳細設定で設定した管理者パスワードを指定します。

補 足�� 管理者パスワードを設定していない場合は、FTPサーバ機能もパスワードがないものとして動作します。

●メンテナンス対象のファイル

FTPサーバ機能でメンテナンス対象となるファイル名は以下のとおりです。
構成定義情報 ：config
ファームウェア ：firmware

●再起動方法

ftpコマンドのサブコマンドとして「get reset」を入力するとNetVehicleを再起動します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて�

セキュリティ確保のため管理者パスワードを設定することを強く推奨します。

設定しない場合、ネットワーク上の誰からでもアクセスできるため非常に危険です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メンテナンスメニューを使う
FTPサーバ機能を使ってメンテナンスする
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FTPサーバ機能による構成定義情報の退避
パソコン上の ftpコマンドを使って構成定義情報を退避する場合について説明します。

ftpコマンドで構成定義情報を�
getする�

FTPクライアント�

ISDNの回線網�

IPアドレス�
192.168.1.1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて�

メンテナンス作業時は、必ず以下のことを守ってください。

・NetVehicleの電源を切らないでください。

・NetVehicle上でデータ通信していないことを確認してください。

・WWWブラウザ、コンソールによる設定作業を一切していない状態で行ってください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●ftpコマンドの使用例

構成定義情報（config）をパソコン上のconfig1ファイルに退避する場合の例を示します。

# cd 構成定義情報格納ディレクトリ
# ftp 192.168.1.1 ：NetVehicleに接続する

Connected to 192.168.1.1.
220 NetVehicle-S20 FTP server(Ver1.0) ready.
Name (192.168.1.1:root): ftp-admin ：ユーザ名を入力する

331 Password required for ftp-admin.
Password: ：パスワードを入力する

230 User ftp-admin logged in.
ftp> bin ：バイナリモードにする

200 Type set to I.
ftp> get config config1  ：構成定義情報（config）をconfig1ファイルに格納する

local: config remote: config1
200 PORT command successful.
150 Opening BINARY mode data connection for 'config' (2753 bytes).
226 Transfer complete.
2857 bytes received in 1.10 seconds (2.44 Kbytes/s)
ftp> bye ：処理を終了する

221 Goodbye.

#

補 足�� パスワードは、詳細設定の「パスワード情報」で設定した管理者パスワードを指定してください。
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FTPサーバ機能による構成定義情報の復元
パソコン上の ftpコマンドを使って構成定義情報を復元する場合について説明します。

FTPクライアント�

ISDNの回線網�

IPアドレス�
192.168.1.1

ftpコマンドで構成定義情報を�
putする�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて�

メンテナンス作業時は、必ず以下のことを守ってください。

・NetVehicleの電源を切らないでください。

・NetVehicle上でデータ通信していないことを確認してください。

・WWWブラウザ、コンソールによる設定作業を一切していない状態で行ってください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●ftpコマンドの使用例

構成定義情報（config）をパソコン上のconfig1ファイルから復元する場合の例を示します。

# cd 構成定義情報格納ディレクトリ
# ftp 192.168.1.1 ：NetVehicleに接続する
Connected to 192.168.1.1.
220 NetVehicle-S20 FTP server(Ver1.0) ready.
Name (192.168.1.1:root): ftp-admin ：ユーザ名を入力する
331 Password required for ftp-admin.
Password: ：パスワードを入力する
230 User ftp-admin logged in.
ftp> bin ：バイナリモードにする
200 Type set to I.
ftp> put config1 config ：config1ファイルを構成定義情報（config）として書き込む
local: config1 remote: config
200 PORT command successful.
150 Opening BINARY mode data connection for 'config'.
226- Transfer complete.
update: File information check now!
update: File information check ok.

:
226 Write complete.
2856 bytes sent in 1.10 seconds (2.44 Kbytes/s)
ftp> get reset ：NetVehicleを再起動する
local: reset remote: reset
200 PORT command successful.
421 reset Request OK. bye.
ftp> bye ：処理を終了する

#

補 足�� ・パスワードは、詳細設定の「パスワード情報」で設定した管理者パスワードを指定してください。

・ftpコマンドのサブコマンドとして「get  reset」を入力するとNetVehicleを再起動します。

FTPサーバ機能を使ってメンテナンスする
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FTPサーバ機能によるファームウェアの更新
パソコン上の ftpコマンドを使ってファームウェアを更新する場合について説明します。

FTPクライアント�

ISDNの回線網�

IPアドレス�
192.168.1.1

ftpコマンドでファームウェア�
をputする�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○こんな事に気をつけて�

メンテナンス作業時は、必ず以下のことを守ってください。

・NetVehicleの電源を切らないでください。

・NetVehicle上でデータ通信していないことを確認してください。

・WWWブラウザ、コンソールによる設定作業を一切していない状態で行ってください。

・ファームウェアを更新する前に、構成定義情報を退避しておいてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●ftpコマンドの使用例

ファームウェアをパソコン上から更新する場合の例を示します。

# cd 構成定義情報格納ディレクトリ
# ftp 192.168.1.1 ：NetVehicleに接続する
Connected to 192.168.1.1.
220 NetVehicle-S20 FTP server(Ver1.0) ready.
Name (192.168.1.1:root): ftp-admin ：ユーザ名を入力する
331 Password required for ftp-admin.
Password: ：パスワードを入力する
230 User ftp-admin logged in.
ftp> bin ：バイナリモードにする
200 Type set to I.
ftp> put S20SOFT.ftp firmware ：ファームウェアを書き込む
local: S20SOFT.ftp remote: firmware
200 PORT command successful.
150 Opening BINARY mode data connection for 'firmware'.
226- Transfer complete.
update: Transfer file check now!
update: Transfer file check ok.

:
226 Write complete.
631966 bytes sent in 97.80 seconds (6.31 Kbytes/s)
ftp> get reset ：NetVehicleを再起動する
local: reset remote: reset
200 PORT command successful.
421 reset Request OK. bye.
ftp> bye ：処理を終了する

#

補 足�� ・パスワードは、詳細設定の「パスワード情報」で設定した管理者パスワードを指定してください。

・ftpコマンドのサブコマンドとして「get reset」を入力するとNetVehicleを再起動します。



この章では、
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PPPフレームトレース情報詳細

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○表示形式

●表示例

[02] B1ch : Recv LCP  Configure-Request id=00 len=19  97.09.01 09:19:54.225

          data= c021 01 00 0013 0305 c223 0505 06f0 1e4a

               5007 0208 02

●説明

[02] B1ch : Recv LCP   Configure-Request id=00 len=19  97.09.01 09:19:54.225

チャネル B1ch または B2ch が表示されます。

送受信 Send またはRecv が表示されます。

プロトコル種別 PPPにおけるプロトコル種別が表示されます。以下のプロトコルが表示されます。プロ
トコル種別前にMP:が付加された場合は、そのパケットはMPによりカプセル化されて
いることを示します。
Oxc021 LCP : Link Control Protocol

Oxc023 PAP : Password Authentication Protocol

Oxc223 CHAP : Challenge-Handshake Authentication Protocol

Ox8021 IPCP : Internet Protocol Control Protocol

Ox80FD CCP : Compression Control Protocol

Ox80FB ICCP : Individual Compression Control Protocol

Oxc02D BAP : Bandwidth Allocation Protocol

Oxc02B BACP : Bandwidth Allocation Control Protocol

Oxc029 CBCP : Callback Control Protocol

コード種別 各プロトコルにおけるコードの内容が表示されます。以下の文字列が表示されます。

－プロトコル種別がLCP、IPCP、CCP、ICCPの場合
Ox01 Configure-Request

Ox02 Configure-Ack

Ox03 Configure-Nak

Ox04 Configure-Reject

Ox05 Terminate-Request

Ox06 Terminate-Ack

Ox07 Code-Reject

－プロトコル種別がLCPの場合
Ox08 Protocol-Reject

Ox09 Echo-Request

Ox0A Echo-Reply

Ox0B Discard-Request

ID データ

チャネル 送受信

プロトコル種別

コード種別

IDフィールド値

パケット長 ppp trace採取時間

パケット長

コード種別

プロトコル種別

ログ番号（01～99）
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ログ番号（01～99）

チャネル ppp trace採取時間ネゴシエーション開始を表す

－プロトコル種別がCCP、ICCPの場合
Ox0E Reset-Request

Ox0F Reset-Ack

－プロトコル種別がPAPの場合
Ox01 Authenticate-Request

Ox02 Authenticate-Ack

Ox03 Authenticate-Nak

－プロトコル種別がCHAPの場合
Ox01 Challenge

Ox02 Response

Ox03 Success

Ox04 Failure

－プロトコル種別がBAPの場合
Ox01 Call-Request

Ox02 Call-Response

Ox03 Callback-Request

Ox04 Callback-Response

Ox05 Link-Drop-Request

Ox06 Link-Drop-Resp

Ox07 Call-Status-Ind

Ox08 Call-Status-Rsp

－プロトコル種別がCBCPの場合
Ox01 Callback-Request

Ox02 Callback-Response

Ox03 Callback-Ack

IDフィールド値 PPPフレーム中の IDフィールドの値が、2桁の16進数で表示されます。

パケット長 送受信したパケット長が10進数で表示されます。

data= 送受信したパケットの内容を16進数で表示します。最大108バイト分まで表示され、
それよりあとは表示されません。

●例外
ネゴシエーション開始時は、例外的に特別なトレース情報が表示されます。以下のような表示形式となり
ます。

[03] B1ch : PPP session start 97.09.01 09:19:54.225

PPPフレームトレース情報詳細
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ISDN理由表示番号一覧

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○正常イベントクラス
理由コード 理由表示番号 理由種別

０１ 　＃１ 欠番
０２ 　＃２ 指定中継網へのルートなし
０３ 　＃３ 相手へのルートなし
０４ 　＃６ チャネル利用不可　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
０５ 　＃７ 呼が設定済のチャネルへ着呼　　　　　　　　　　　　　　　
１０ ＃１６ 正常切断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１１ ＃１７ 着ユーザビジー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１２ ＃１８ 着ユーザレスポンスなし　　　　　　　　　　　　　　　　　
１３ ＃１９ 相手ユーザ呼出中／応答なし　　　　　　　　　　　　　　　
１４ ＃２０ 加入者不在　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１５ ＃２１ 通信拒否　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１６ ＃２２ 相手加入者番号変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１Ａ ＃２６ 選択されなかったユーザの切断復旧　　　　　　　　　　　　
１Ｂ ＃２７ 相手端末故障中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１Ｃ ＃２８ 無効番号フォーマット（不完全番号）　　　　　　　　　　　
１Ｄ ＃２９ ファシリティ拒否　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１Ｅ ＃３０ 状態問合せへの応答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１Ｆ ＃３１ その他の正常クラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○リソース不可クラス
理由コード 理由表示番号 理由種別

２２ ＃３４ 利用可回線／チャネルなし　　　　　　　　　　　　　　　　
２６ ＃３８ 網故障　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２９ ＃４１ 一時的故障　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２Ａ ＃４２ 交換機輻輳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２Ｂ ＃４３ アクセス情報廃棄
２Ｃ ＃４４ 要求回線／チャネル利用不可　　　　　　　　　　　　　　　
２Ｆ ＃４７ その他のリソース使用不可クラス　　　　　　　　　　　　　

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○サービス利用不可クラス
理由コード 理由表示番号 理由種別

３１ ＃４９ サービス品質（QOS）利用不可
３２ ＃５０ 要求ファシリティ未契約　　　　　　　　　　　　　　　　　
３９ ＃５７ 伝達能力不許可　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３Ａ ＃５８ 現在利用不可伝達能力　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３Ｆ ＃６３ その他のサービスまたはオプションの利用不可クラス　　　　　
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○サービス未提供クラス
理由コード 理由表示番号 理由種別

４１ ＃６５ 未提供伝達能力指定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４２ ＃６６ 未提供チャネル種別指定　　　　　　　　　　　　　　　　　
４５ ＃６９ 未提供ファシリティ要求　　　　　　　　　　　　　　　　　
４６ ＃７０ 制限ディジタル情報転送能力のみ可能　　　　　　　　　　　
４Ｆ ＃７９ その他のサービスまたはオプションの未提供クラス　　　　　

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○無効メッセージクラス
理由コード 理由表示番号 理由種別

５１ ＃８１ 無効呼番号使用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５２ ＃８２ 無効チャネル番号使用　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５３ ＃８３ 指定された中断呼識別番号未使用　　　　　　　　　　　　　
５４ ＃８４ 中断呼識別番号使用中　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５５ ＃８５ 中断呼なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５６ ＃８６ 指定中断呼切断復旧済　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５７ ＃８７ ユーザはCUGメンバでない　　　　　　　　　　　　　　　
５８ ＃８８ 端末属性不一致　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５Ｂ ＃９１ 無効中継網選択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５Ｆ ＃９５ その他の無効メッセージクラス　　　　　　　　　　　　　　

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○手順誤りクラス
理由コード 理由表示番号 理由種別

６０ 　＃９６ 必須情報要素不足　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６１ 　＃９７ メッセージ種別未定義、または未提供　　　　　　　　　　　
６２ 　＃９８ 呼状態とメッセージ不一致、またはメッセージ別未定義または未提供
６３ 　＃９９ 情報要素未定義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６４ ＃１００ 情報要素内容無効　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６５ ＃１０１ 呼状態とメッセージ不一致　　　　　　　　　　　　　　　　
６６ ＃１０２ タイマ満了による回復　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６Ｆ ＃１１１ その他の手順誤りクラス　　　　　　　　　　　　　　　　　

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○インタワーキングクラス
理由コード 理由表示番号 理由種別　
７Ｆ ＃１２７ その他のインタワーキングクラス　

ISDN理由表示番号一覧
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システムログ情報一覧

システムのメッセージ

（1）システム起動

init: system startup now.

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 システムが起動したことを示します。

(2) システムダウン

init: system down occured.  data is followings:
init:    <elog>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 システムダウンが発生したことを示します。（注） 通常は出力されません。
【パラメタの意味】 <elog>    : エラーログ情報相当を表示します。

ディジタル通信のメッセージ

（1）回線接続

protocol: connected <ch> to <target>(<dial>) by <reason>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 発信により相手システムと接続したことを示します。このメッセージは ISDN回線

の場合のみ出力されます。
【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル

B1ch または B2ch
<target> : ネットワーク名．接続先名
<dial> : 相手電話番号
<reason> : 発信契機

forwarding packet : フォワードパケット
ProxyDNS : ProxyDNS
MP : MP
callback : コールバック応答発信
manual : 手動接続

protocol: connected <ch> from <target>(<dial>)

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 着信により相手システムと接続したことを示します。このメッセージは ISDN回線

の場合のみ出力されます。
【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル

B1ch または B2ch
<target> : ネットワーク名．接続先名
<dial> : 相手電話番号
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protocol: non-charge callback request from <target>(<dial>) is accepted

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 無課金コールバック要求を受理したことを示します。このメッセージは ISDN回線

の場合のみ出力されます。
【パラメタの意味】 <target> : ネットワーク名．接続先名

<dial> : 相手電話番号

protocol: <ch> is decided as <target>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 <ch>において着信した相手が認証により<target>と判明したことを示します。こ

のメッセージは ISDN回線の場合のみ出力されます。
【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル

B1ch または B2ch
<target> : ネットワーク名．接続先名

protocol: <ch> is MP bundled as answer<number>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 <ch>において着信した相手が、すでに接続している不特定相手とMPとして結び付

けられたことを示します。
【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル

B1ch または B2ch
<numbert> : 不特定相手番号。0 または 1となります。

（2）回線切断

protocol: disconnected <ch> to <target> : charge=<value>yen  time=<time>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 自側より回線切断を行い、回線が切断されたことを示します。このメッセージは

ISDN回線の場合のみ出力されます。
【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル

B1ch または B2ch
<target> : ネットワーク名．接続先名
<value> : 通話料金（円単位）
<time> : 接続時間（dddd.hh:mm:ss の形式）

protocol: disconnected <ch> from <target> : charge=<value>yen  time=<time>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 相手側、または網から回線切断が通知され、回線が切断されたことを示します。この

メッセージは ISDN回線の場合のみ出力されます。
【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル

 B1ch または B2ch
<target> : ネットワーク名．接続先名
<value> : 通話料金（円単位）
<time> : 接続時間（dddd.hh:mm:ss の形式）

システムログ情報一覧
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（3）着信拒否

protocol: rejected call from (<dial>) because <reason>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 着信通知を拒絶したことを示します。このメッセージは ISDN回線の場合のみ出力

されます。
【パラメタの意味】 <dial> : 相手電話番号

<reason> : 拒否理由
permission denied  : 着信が許可されていなかったための拒否

protocol: <ch> is not decided as any defined host, but anonymous login is not usable

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 認証により着信相手判断を行おうとしたが、合致する接続先情報がなく、かつ不特定

相手着信ができない状態であったため、切断することを示します。このメッセージは
ISDN回線の場合のみ出力されます。

【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル
B1ch または B2ch

（4）同期確立/外れ

protocol: line synchronization is established

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 回線の同期確立が完了したことを示します。このメッセージはHSD回線の場合のみ

出力されます。

protocol: line synchronization is failed

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 回線の同期外れが発生したことを示します。このメッセージはHSD回線の場合のみ

出力されます。

（5）自動発信抑止

protocol: autodial locked by <name>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 発信抑止中のため、自動ダイヤルを中止しました。
【パラメタの意味】 <name> : 抑止の原因

schedule : スケジュール機能による抑止
limiter : 課金制限による抑止
redial : 3分間に2回を超える再発信のため自動発呼処理を

　　　　　　　　　　　　　　中止した。

（6）着信抑止

protocol: callin rejected by <name>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 着信抑止中のため、着信処理を中止しました。
【パラメタの意味】 <name> : 抑止の原因

schedule  : スケジュール機能による抑止
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（7）課金制御条件の制限超過

protocol: ISDN connect limit over [<reason>]

【プライオリティ】 LOG_WARNING
【意味】 課金制御条件の制限を超過して発信しようとしたことを示します。
【パラメタの意味】 <reason> : 超過した内容です。以下の情報のいずれかとなります。

time=<day>:<hour>:<min>:<sec> : 時間制限を超過しました。
charge=<charge>yen : 課金制限を超過しました。
課金制限および時間制限の両方が超過している場合には、課金制限超過の内容が出力
されます。

（8）連続接続失敗による発信抑止

protocol: continuous PPP negotiation error <target> : call stop

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 連続して30回の接続に失敗（ISDNでは接続されるが IP通信ができずに失敗の場

合のみ）し、発信を禁止したことを示します。
【パラメタの意味】 <target>  : ネットワーク名．接続先名

アナログ通信のメッセージ

（1）発信完了

analog: connected <port> to (<dial>)

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 アナログの発信により相手と接続したことを示します。
【パラメタの意味】 <port> : 発信アナログポート（TEL1,TEL2）

<dial> : 相手電話番号

（2）着信完了

analog: connected (<dial1>) from (<dial2>)

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 アナログの着信により相手と接続したことを示します。
【パラメタの意味】 <dial1> : 自側電話番号

<dial2> : 相手電話番号（未通知の場合、非通知理由）
【非通知理由】
"O":サービス提供不可 Out of area
"P":ユーザ拒否 Anonymous call（Blocked number）
"S":サービス競合 Interaction with Service
"C":公衆電話からの発信 Public payphone（Public telephone）

システムログ情報一覧
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（3）発信中止

analog: stop calling <port> to (<dial>) <reason>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 アナログの発信を中止した、または中止されました。
【パラメタの意味】 <port> : 発信アナログポート（TEL1,TEL2）

<dial> : 相手電話番号
<reason> : "normal"   発信したが相手が応答しないため、受話器を置いて発
　　　　　　　信を中止したことを示します。

: "layer1/2 error"   発信したが同期外れ状態のため、発呼が中止さ
　　　　　　　れたことを示します。
detail=xx  発信したが回線切断等が発生し発信が中止されたことを示します。
切断理由（16進数）、（切断理由不明時は "--"）

analog: abort calling <port> to (<dial>) <reason>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 アナログで発信したが相手より着信拒否を受信したことを示します。
【パラメタの意味】 <port> : 発信アナログポート（TEL1,TEL2）

<dial> : 相手電話番号
<reason> : detail=xx  切断理由（16進数）。（切断理由不明時は "--"）

（4）着信中止

analog: abort called (<dial1>) from (<dial2>) <reason>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 アナログで相手より着信したが、着信を中止しました。
【パラメタの意味】 <dial1> : 自側電話番号

<dial2> : 相手電話番号（未通知の場合、非通知理由）
【非通知理由】
"O":サービス提供不可 Out of area
"P":ユーザ拒否 Anonymous call（Blocked number）
"S":サービス競合 Interaction with Service
"C":公衆電話からの発信 Public payphone（Public telephone）

<reason> : "normal"   相手より着信したが自側で応答しないため、相手が受
話器を置いたことを示します。

analog: stop called (<dial1>) from (<dial2>) <reason>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 アナログで相手より着信したが着信拒否、または、回線切断等が発生したことを示し

ます。
【パラメタの意味】 <dial1> : 自側電話番号

<dial2> : 相手電話番号（未通知の場合、非通知理由）
【非通知理由】
"O":サービス提供不可 Out of area
"P":ユーザ拒否 Anonymous call（Blocked number）
"S":サービス競合 Interaction with Service
"C":公衆電話からの発信 Public payphone（Public telephone）

<reason> : detail=xx  切断理由（16進数）。（切断理由不明時は "--"）
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（5）自分から切断

analog: disconnected to (<dial>) charge=<value>yen time=<time> <reason>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 アナログで相手と接続後、受話器を置いて通話相手との接続を切断したことを示しま

す。
【パラメタの意味】 <dial> : 相手電話番号（未通知の場合、非通知理由）

【非通知理由】
"O":サービス提供不可 Out of area
"P":ユーザ拒否 Anonymous call (Blocked number)
"S":サービス競合 Interaction with Service
"C":公衆電話からの発信 Public payphone (Public telephone)

<value> : 通話料金（円単位）
<time> : 接続時間（dddd.hh:mm:ss の形式）
<reason> : "normal"   自側の受話器を置いたことより切断したことを示しま

す。

（6）相手から切断

analog: disconnected from (<dial>) charge=<value>yen time=<time> <reason>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 アナログで相手と接続後、通話相手との接続を切断したことを示します。
【パラメタの意味】 <dial> : 相手電話番号（未通知の場合、非通知理由）

【非通知理由】
"O":サービス提供不可 Out of area
"P":ユーザ拒否 Anonymous call（Blocked number）
"S":サービス競合 Interaction with Service
"C":公衆電話からの発信 Public payphone（Public telephone）

<value> : 通話料金（円単位）
<time> : 接続時間（dddd.hh:mm:ss の形式）
<reason> : "normal"   通話相手が受話器を置いたことにより切断したことを

示します。
detail=xx  切断理由(16進数)。(切断理由不明時は "--")

（7）着信転送

analog: call deflection from (<dial1>) to (<dial2>) <reason>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 アナログであらかじめ設定された相手から着信したため、別の接続相手へ自動的に転

送したことを示します。
【パラメタの意味】 <dial1> : （着信元）相手電話番号（未通知の場合、非通知理由）

【非通知理由】
"O":サービス提供不可 Out of area
"P":ユーザ拒否 Anonymous call（Blocked number）
"S":サービス競合 Interaction with Service
"C":公衆電話からの発信 Public payphone（Public telephone）

<dial2> : （転送先）相手電話番号
<reason> : "normal"  正常に別の接続相手へ転送できたことを示します。

detail=xx 切断理由（16進数）。（切断理由不明時は"--"）

システムログ情報一覧
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（8）着信あり

analog: receive call (<dial1>) from (<dial2>) <reason>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 アナログで相手より着信しました。

以降のログで着信完了（connected）、着信中止（abort called,stop called）が表示されます。
【パラメタの意味】 <dial1> : 自側電話番号

<dial2> : 相手電話番号（未通知の場合、非通知理由）
【非通知理由】
"O":サービス提供不可 Out of area
"P":ユーザ拒否 Anonymous call （Blocked number）
"S":サービス競合 Interaction with Service
"C":公衆電話からの発信 Public payphone (Public telephone)

<reason> : 高位レイヤ特性識別
※高位レイヤ整合性情報要素が含まれていた場合のみ表示します。
HLC=xx（16進数）

オンラインサポートのメッセージ

（1）回線接続

dlinkd: connected - <mode> unknown(<dial>) by onlineSupport

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 オンラインサポート処理のために、相手システムと接続したことを示します。
【パラメタの意味】 <mode> : 発信／着信の識別

to : 発信
from : 着信

<dial> : 相手電話番号。サブアドレスが存在する場合は '*' に続けて表示します。

（2）回線切断

dlinkd: disconnected - <mode> unknown : charge=<value>yen  time=<time>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 自側より回線切断を行い、回線が切断されたことを示します。このメッセージは

ISDN回線の場合のみ出力されます。
【パラメタの意味】 <mode> : 切断要求を行った側

to : 自側
from : 相手側または網

<value> : 通話料金（円単位）
<time> : 接続時間（dddd.hh:mm:ss の形式）
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（3）着信拒否

dlinkd: rejected call from unknown(<dial>) because <reason>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 着信通知を拒絶したことを示します。
【パラメタの意味】 <dial> : 相手電話番号。サブアドレスが存在する場合は '*' に続けて表示し

ます。
<reason> : 拒否理由

UUI error : 接続要求に含まれる UUI が矛盾
permission denied : オンラインサポート処理は非許可
dialno error : 非許容の相手からのオンラインサポート要求
subaddress error : 非許容のサブアドレス指定
Busy : オンラインサポート中

ProxyDNSのメッセージ

（1）ProxyDNSの問い合わせパケット

proxydns: QNAME [<type>:<qname>] from <ipaddr> to <remote>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 発信契機となったDNSの問い合わせパケットの内容を示します。このメッセージは

ISDN回線の場合のみ出力されます。
【パラメタの意味】 <type> : 問い合わせタイプ

＜type＞�
�
"A"�
�
"NS"�
�
"CNAME"�
�
"SOA"�
�
"MB"�
�
"MG"�
�
"MR"�
�
"NULL"�
�
"WKS"�
�
"PTR"�
�
"HINFO"�
�
"MINFO"�
�
"MX"�
�
"TXT"�
�
"SRV"�
�
"ANY"�
�
"Type[番号]"

� 番号�
�
1�
�
2�
�
5�
�
6�
�
7�
�
8�
�
9�
�
10�
�
11�
�
12�
�
13�
�
14�
�
15�
�
16�
�
33�
�
255�
�
上記以外�

説明�
�
host address�
�
authoritative server�
�
canonical name�
�
start of authority zone�
�
mailbox domain name�
�
mail group member�
�
mail rename name�
�
null resource recoed�
�
well known service�
�
domain name pointer�
�
host information�
�
mailbox information�
�
mail routing information�
�
text strings�
�
Server Selection�
�
wildcard match

<qname> : 問い合わせホスト名
<ipaddr> : 発信元ホストの IPアドレス
<remote> : 問い合わせ先ネットワーク名

システムログ情報一覧
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（2）エラー検知によるパケット破棄

proxydns: ERROR: record type <type>, class <class>, from <address>
    QNAME [<name>]

【プライオリティ】 LOG_WARNING
【意味】 不正と思われる typeやclassを持つDNS要求を破棄したことを示します。
【パラメタの意味】 <type> : DNS要求パケットのTypeの値

<class> : DNS要求パケットのClassの値
<address> : DNS要求発行元の IPアドレス
<name> : DNS要求を行った名前

ftpdのメッセージ

（1）ログイン成功

ftpd: login <user> from <address>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 ftpdへのログインに成功しました。
【パラメタの意味】 <user> : ログインユーザ名

<address> : クライアントの IPアドレス

（2）ログイン失敗(認証エラー)

ftpd: <user> login incorrect from <address>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 ftpdへのログインに失敗しました。

無効なユーザ名または間違ったパスワードです。
【パラメタの意味】 <user> : ログインユーザ名

<address> : クライアントの IPアドレス

（3）ファイル蓄積完了

ftpd: <filename> Write complete

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 ファイル蓄積（クライアントからのput）によりROMが上書きされたことを示しま

す。
【パラメタの意味】 <filename> : 上書きされたファイル名
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スケジュールのメッセージ

（1）電話番号変更予約の実施

scheduled: action: dial number convert [<dial1>] to [<dial2>]
scheduled:   [<no>] <config>: dial number [<dial3>] convert

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 スケジュール機能による電話番号変更が実施されたことを示します。
【パラメタの意味】 <dial1> : 電話番号変更予約情報の変更前電話番号

<dial2> : 電話番号変更予約情報の変更後電話番号
<no> : 処理通番
<config> : 対象となる構成定義情報の名称

<name>は相手ネットワーク名、アクセスポイント名、または相手識
別名を示します。
<n>は数字を示します。（詳細は各コマンドの説明を参照）
wan.<n>.isdn.number.<n>
wan.<n>.isdn.numbersend
 remote.<name>.ap.<name>.dial.<n>.number
 remote.<name>.ap.<name>.called.number
remote.<name>.ap.<name>.called.callback.number
remote.<name>.ap.<name>.callback.number
answer.callback.number
analog.isdn.number
analog.numlist.<name>
analog.flex.call.deflection.line
analog.flex.call.deflection.port1
analog.flex.call.deflection.port2
analog.flex.call.deflection.in1
analog.flex.call.deflection.in2
analog.flex.call.deflection.in3
analog.inumber.in1
analog.inumber.in2
analog.inumber.in3
tel.<n>.dialin
tel.<n>.number
tel.<n>.denylist.<n>
tel.<n>.permitlist.<n>
rcmdinfo.auth

<dial3> : 変更する電話番号

（2）電話番号変更の失敗

scheduled: config size over, convert failed.

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 スケジュール機能による電話番号変更が実施されましたが、構成定義格納サイズを超

えたため、変更に失敗したことを示します。

システムログ情報一覧
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メールチェックのメッセージ

（1）メールチェックの実施

emaild: <user>: mail receive check [by Remote].

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 Eメールエージェント機能によるメールチェックが実施されたことを示します。リ

モートメールチェックにより実施された場合は、"by Remote"が付加されます。
【パラメタの意味】 <user> : ユーザ名

（2）メール転送の実施

emaild: <user>: mail relay to <to>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 Eメールエージェント機能によるメール転送が実施されたことを示します。宛先メー

ルアドレスが複数定義されている場合は、宛先メールアドレスごとに出力します。
【パラメタの意味】 <user> : ユーザ名

<to> : 宛先メールアドレス

（3）メール一覧送信の実施

emaild: <user>: mail list send to <to>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 Eメールエージェント機能によるメール一覧送信が実施されたことを示します。宛先

メールアドレスが複数定義されている場合は、宛先メールアドレスごとに出力しま
す。

  【パラメタの意味】<user> : ユーザ名
<to> : 宛先メールアドレス

（4）TELメールの実施

emaild: TEL<num>: Tel mail send to <to>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 Eメールエージェント機能によるTELメールが実施されたことを示します。
【パラメタの意味】 <num> : ポート番号

<to> : 宛先メールアドレス

（5）サーバの検索(DNS)の失敗（サーバエラー）

emaild: <user>[<phase>]: <server>: Host name lookup failure.

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 Eメールエージェントが処理を実施したが、構成定義に指定されたメールサーバを発

見できなかったことを示します。
【パラメタの意味】 <user> : ユーザ名またはポート番号

<phase> : 発生契機 "POP" または "SMTP"
<server> : メールサーバ名
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（6）サーバとの接続エラー

emaild: <user>[<phase>]: <server>: Unable to connect.

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 Eメールエージェントが処理を実施したが、構成定義に指定されたメールサーバに接

続できなかったことを示します。
【パラメタの意味】 <user> : ユーザ名またはポート番号

<phase> : 発生契機 "POP" または "SMTP"
<server> : メールサーバ名

（7）メール送受信時のエラー

emaild: <user>[<phase>]: <message>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 Eメールエージェントが処理を実施したが、メール送受信時に何らかの理由により

メールサーバがエラー通知したことを示します。
【パラメタの意味】 <user> : ユーザ名またはポート番号

<phase> : 発生契機 "POP" または "SMTP"
<message> : メールサーバが送信するエラーメッセージメールサーバから応答が
ない場合は、"timeout" が設定されます。

メール着信通知のメッセージ

（1）メール着信通知メッセージ

missd: mail received. To:<to> From:<from>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 メール着信通知の受信したことを示します。
【パラメタの意味】 <to> : メール受信者

<from> : メール送信者

（2）メール着信通知(不定フォーマット：着サブアドレスなし)メッセージ

missd: mail received. Mail:<message>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 メール着信通知（不定フォーマット:着サブアドレスなし）の受信したことを示します。
【パラメタの意味】 <message> : メール着信通知のメッセージ

（3）メール着信通知（不定フォーマット：着サブアドレス付き）メッセージ

missd: mail received. PHONE_NO(dst):<subaddr> Mail:<message>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 メール着信通知（不定フォーマット:サブアドレス付き）の受信したことを示します。
【パラメタの意味】 <subaddr> : 着サブアドレス

<message> : メール着信通知のメッセージ

システムログ情報一覧
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マルチTAのメッセージ

（1）回線接続

mtad: connected <ch> to (<dial>) by multiTA

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 発信により相手システムと接続したことを示します。
【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル

B1ch または B2ch
<dial> : 接続ダイアル番号

（2）自側からの回線切断

mtad: disconnected <ch> to (<dial>) : charge=<value>yen time=<time>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 自側より回線切断を行い、回線が切断されたことを示します。
【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル

B1ch または B2ch
<dial> : 接続ダイアル番号
<value> : 通話料金（円単位）
<time> : 接続時間（dddd.hh:mm:ss の形式）

（3）相手または網からの回線切断

mtad: disconnected <ch> from (<dial>) : charge=<value>yen time=<time>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 相手側、または網から回線切断が通知され、回線が切断されたことを示します。
【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル

B1ch または B2ch
<dial> : 接続ダイアル番号
<value> : 通話料金（円単位）
<time> : 接続時間（dddd.hh:mm:ss の形式）

その他のメッセージ

（1）課金情報のクリア

<name>: ISDN(<type>) totalcharge=<value>yen totaltime=<time>

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 課金情報をクリアし、統計情報、課金情報を通知したことを示します。
【パラメタの意味】 <name> : 課金情報をクリアしたプログラム

scheduled : スケジュール機能によりクリア
httpd : ブラウザによるクリア
telnetd : telnetコマンドによるクリア

<type> : データまたはアナログの種別を示します。
data : データポート
analog : アナログポート
multita : マルチTA

<value> : 総通話料金（円単位）
<time> : 総接続時間（dddd.hh:mm:ss の形式）
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（2）システムリセットエラー

<name>: ERROR: system reset busy.

【プライオリティ】 LOG_ERROR
【意味】 リセット処理を実施しようとしたが、ファーム更新中、構成定義の保存中、他スレッ

ドでリセット処理中などにより、リセット処理ができなかったことを示します。
【パラメタの意味】 <name> : リセットを実施したプログラム

scheduled : スケジュールによる電話番号変更後のリセット
httpd : ブラウザによるリセット
telnetd : telnetdコマンドによるリセット

（3）動的定義反映実行

enabled: system configration restarted

【プライオリティ】 LOG_INFO
【意味】 動的定義反映が実行されたことを示します。

（4）IPアドレス重複

enabled: lan <no> has same network/address as lan <other_no>

【プライオリティ】 LOG_WARNING
【意味】 LANのIPアドレス、センカンダリIPアドレスで設定したネットワークアドレスが

重複していることを示します。
【パラメタの意味】 <no> : lan定義番号

<other_no> : lan定義番号
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用語集

2分岐モジュラコネクタ 1本の回線を2つに分岐させるためのコネクタです。
DA64、DA128 ディジタルアクセス64、ディジタルアクセス128
DHCP（Dynamic Host Configurarion ネットワーク上のホストに対して、IPアドレスやネットマスクなど
Protocol） のネットワーク構成情報を動的に割り当てるための機能です。

NetVehicleは、DHCPサーバ機能をサポートしており、
DHCPクライアント機能を持っているパソコンに対して、自動的に
IPアドレスなどの情報を割り当てることができます。
→DHCPサーバ

DHCPサーバ DHCPを用いて、IPアドレスなどの設定を配布・管理するシステ
ムです。

DION（NEWEB） KDDIが提供するインターネット専用線接続サービスです。
DNS（Domain Name System） IPアドレスとドメイン名を対応させるシステムです。

→ドメイン名、DNSサーバ

DNSサーバ IPアドレスとドメイン名の対応を管理するコンピュータまたはソフ
トです。

DSU（Digital Service Unit） NTTの電話回線とディジタル通信機器の間につなぎます。
NetVehicleや ISDN機器などのディジタル通信機器が送受信する
ディジタル信号と、ISDN回線で使用されているディジタル信号と
を変換します。ディジタルサービス装置とも呼ばれます。

HSD線 →ハイ・スーパー・ディジタル線

ｉ・ナンバー INSネット64の付加サービスです。このサービスをご契約になる
と契約者回線番号の他に2つの電話番号を持つことができます。動
作モードを設定することによって、接続しているの端末を鳴り分け
させることができます。

INSネット64 NTTが提供する ISDN通信網サービスです。回線1本につき2つ
のBチャネル（64Kbps）と、1つのDチャネル（16Kbps）を
備えています。

IP（Internet Protocol） 通信プロトコルのひとつです。インターネットで標準的に使われて
います。

IPアドレス IPによる通信（IPネットワーク）を行う際、ネットワーク上の機
器を識別するためのものです。通常は「192.168.1.1」のように、
ピリオドをはさんだ4つの数字（0～255）で表します。

IPアドレスの静的割り当て ネットワーク上のホストそれぞれに固有の IPアドレスを割り当て
ることをいいます。

IPアドレスの動的割り当て ネットワーク上のホストに、必要に応じて IPアドレスを割り当て
ることをいいます。

ISDN（Integrated Services Digital ディジタル通信網の国際標準規格です。
Network）
LAN（Local Area Network） 構内回線を使用した狭い地域でのコンピュータ・ネットワークで

す。局部地域通信網とも呼ばれます。企業内では社内LANと呼ば
れます。

LANカード Ethernetポートを持たないパソコンをLANにつなぐために使いま
す。

MP（Multilink PPP） INSネット64で提供しているBチャネル（64Kbps）2本を論理
的に束ねることによって、最大128Kbpsでの通信を可能にしま
す。
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NAT（Network Address Translation） アドレス変換機能ともいいます。NATは、プライベートアドレス
とグローバルアドレスを変換する機能です。NetVehicleでは、
NAT機能を拡張したマルチNATもサポートしています。

OCN（Open Computer Network） NTTが提供するインターネット接続サービスです。OCNダイヤル
アップ、OCNエコノミー、OCNスタンダード、OCNエンタープ
ライズの4種類があります。

OCNエコノミー NTTが提供するインターネット専用線接続サービスです。
ODNエコノミー 日本テレコムが提供するインターネット専用線接続サービスです。
ping IPによる通信（IPネットワーク）で、疎通確認をするためのコマ

ンドです。
WAN（Wide Area Network） 一般の電話回線、ISDN回線、専用線などを使い、遠隔地のLAN

どうしを接続するネットワークです。広域情報通信網とも呼ばれま
す。

WWWブラウザ HTTP（HyperText Transfer Protocol）を用いて取得した文字、
画像などを表示するためのソフトです。主なものとしてNetscape
Navigator/ CommunicatorやMicrosoft Internet Explorerな
どがあります。

�アドレスマスク IPアドレスを持ったパソコン、ホスト、サーバなどのネットワーク
に接続されている装置のグループを表現する時に使用します。アド
レスマスクは例えば、あるネットワーク内の端末全部をまとめて表
現したい時などに便利な書き方です。このアドレスマスクには、
ネットワーク全体を示すためのネットマスクと、ローカルなネット
ワーク（サブネット）を示すサブネットマスクなどがあります。ま
た、ネットワークの形状とは無関係に IPアドレスn番からn+m番
までの端末を指す場合にも使われます。（ここでnとmは2のべき
乗の数になります。）
これらマスク値には“24”などと書きます。これは32bitの IPア
ドレスの最初の24bit分がマスク値であることを示すものです。ま
た“255.255.255.0”などのようにドット表記で表現する場合も
あります。
例えば、192.168.2.0のネットワーク番号はClass Cですから
ネットマスク値は24（255.255.255.0） です。
ここでサブネットマスクとして26（255.255.255.192）を指
定すれば、
　①192.168.2.0  ～192.168.2.63
　②192.168.2.64 ～192.168.2.127
　③192.168.2.128～192.168.2.191
　④192.168.2.192～192.168.2.255
の4つサブネットワークが作られます。
さらにここで①のサブネット内の端末のうち、192.168.2.192
～192.168.2.207の IPアドレスを持った16台の端末グループ
を表現したい場合には、アドレスマスク192.168.2.192/28
（255.255.255.240）と指定します。
なお、ネットマスクとサブネットマスクは明確な区別なしに使われ
ることも多いようです。本マニュアルではネットマスクとサブネッ
トマスクの両方の意味も含めてネットマスクと呼びます。

アナログ回線 NTTの従来の回線網です。NTTでは加入者回線と呼びます。
課金単位時間 無通信監視タイマと連動して単位時間内は回線を切断しないように

動作させ、通信料金を節約することができます。
カスケード接続 ハブどうしをつなぐことをいいます。
加入者回線 →アナログ回線
疑似キャッチホン NTTとの契約なしで、キャッチホンと同様の使いかたができます。

用語集
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グローバルアドレス インターネット上のホストを識別するために InterNICなどのアド
レス管理機構から割り当てられる、唯一無二の IPアドレスです。

グローバル着信機能 NTTのダイヤルインサービスを利用している場合でも、ダイヤルイ
ン番号による呼び分けを行わないようにする機能です。

サブアドレス 同一の ISDN回線上につないだ複数の ISDN機器を呼び分けるとき
に使用します。通常の電話番号の末尾に設定しておきます。
（例：03－1111－1111＊001）。

サブネットマスク →ネットマスク
三者通話 通話中に電話がかかってきた場合、三者で通話できるサービスで

す。
終端抵抗 ISDN機器をつなぐ配線を流れるディジタル信号を安定させるため

のものです。
詳細設定メニュー ［詳細設定］アイコンをクリックすると、このメニューが表示され

ます。
このメニューから詳細設定とアナログ設定ができます。

専用線接続 ハイ・スーパー・ディジタル線（HSD）やディジタルアクセス64
／128（DA64/128）などのディジタル専用線を使ってプロバイ
ダと常時接続します。

操作メニュー ［操作］アイコンをクリックすると、このメニューが表示されます。
ダイヤルインサービス NTTが提供するサービスです。会社などの構内にある電話を、外部

から直接呼び出せます。
ダイヤルイン番号 NTTのダイヤルインサービスで、電話機それぞれに割り当てられる

番号です。
ダイヤルトーン 電話機の受話器を上げたときに聞こえる、「ツー」という音のことで

す。
ターミナルアダプタ モデムやアナログ電話機、FAXなどのアナログ機器を ISDN回線に

つなぐための装置です。
ダブルフック 通話中に電話機のフックを2回押すことです。
端末型ダイヤルアップ接続 パソコン1台だけでプロバイダに接続するためのサービスです。イ

ンターネットを利用するたびにプロバイダにダイヤルします。接続
するたびに IPアドレスが1個割り当てられます。

着信転送 かかってきた電話を受けずに、他の番号に転送します。
通信中転送 通話中の電話を、別の番号に転送します。
ディジタル電話機 TA（ターミナルアダプタ）などを介さず、ISDN回線に直接つなぐ

ことができる電話機です。
テレホーダイ NTTが提供するサービスです。午後11時から午前8時までの深

夜・早朝時間帯に、あらかじめ指定した2つの電話番号に対してか
け放題になります。利用にあたっては、NTTとの契約が必要です。

転送元／転送トーキ かかってきた電話を、別の電話に転送する際、相手にメッセージを
流すかどうかを指定できます。この場合、NTTとの契約が必要で
す。「アナログ共通情報」ページの「着信転送」で「する」を選択
します。ここで転送トーキ「あり」を選択すると、“ただいま電話
を転送しますので、しばらくお待ちください。”などのメッセージ
が流れます。転送元トーキ「あり」を選択すると、“電話が転送さ
れます。”などのメッセージが流れます。

電池ボックス NetVehicleの電池ホルダを収納します。
電池ホルダ NetVehicleのバックアップ電池を収納します。電池ボックス内に

あります。
ドメイン名 インターネットに接続されているコンピュータを識別するための名

前です。例えば「xxx@△△△ .ne.jp」という電子メールアドレス
を持っている場合なら、「△△△ .ne.jp」がドメイン名になります。

トーン／パルス切り替えスイッチ ダイヤルする際に発信する信号の種類を切り替えるためのスイッチ
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です。通常電話機の底面や背面にあります。
鳴り分け番号 ｉ・ナンバーサービスを契約すると2つまで電話番号を追加できま

す。契約者回線番号が鳴り分け番号1となり、追加番号がそれぞれ
鳴り分け番号2、3となります。

ナンバー・ディスプレイ ナンバー・ディスプレイ対応電話機を使用している場合、「使用す
る」を選択すると、電話機に相手番号を表示させることができま
す。通常の電話機をご利用の場合は「使用しない」を選択して下さ
い。相手が ISDN回線の場合は、NTTの INSナンバー・ディスプ
レイサービスを契約していなくても、相手番号が通知されます。相
手がアナログ電話網の場合は、INSナンバー・ディスプレイサービ
スを契約しないと相手番号が通知されません。

ネットマスク IPアドレスからネットワーク部とホスト部を分離するための区切り
を表わします。例えば、IPアドレスが「192.168.1.1」、ネット
マスクが「255.255.255.0」の場合、ネットワーク部は
「192.168.1」、ホスト部は「1」になります。

ネットワーク型ダイヤルアップ接続 複数のパソコンからプロバイダに接続するためのサービスです。イ
ンターネットを利用するたびにプロバイダにダイヤルします。契約
した台数分の IPアドレスが割り当てられます。LAN型ダイヤル
アップ接続とも呼びます。

ネットワーク部 →ネットマスク
ハイ・スーパー・ディジタル線（HSD） NTTが提供する高速ディジタル通信サービスです。特定の地点を専

用線で接続します。料金は定額制です。
ハブ 3台以上のパソコンやワークステーションを10BASE-Tケーブル

でつないでLANを構築するときに使う装置です。
バックアップ用電池 NetVehicleで停電時のバックアップ用に使用します。単3アルカ

リ乾電池8本が必要です。
発信者番号通知 電話をかけてきた相手の番号を通知する機能です。
表示メニュー ［表示］アイコンをクリックすると、このメニューが表示されます。
ファームウェア NetVehicleを操作するための内蔵ソフトウェアです。

→メンテナンスメニュー

フッキング 通話中に電話機のフックを1回押すことです。通話中の電話を保留
にするときに使います。

フレックスホン NTTが提供するサービスです。コールウェイティング、三者通話、
通信中転送、着信転送の4種類があります。

フレッツ・ISDN ＮＴＴが提供するダイヤルアップ接続方式のサービスです。定額料
金なので常時接続に近い形でインターネットができます。

ホスト部 →ネットマスク
マルチダイヤル機能 ダイヤルしたアクセスポイントにつながらないとき、登録しておい

た別のアクセスポイントに自動的にダイヤルする機能です。
→■基本編「マルチダイヤル」（P.61）

無通信監視タイマ プロバイダとの通信が一定時間なかったとき、自動的に回線を切断
する機能です。

メンテナンスメニュー ［メンテナンス］アイコンをクリックすると、このメニューが表示
されます。

モジュラコネクタ 電話回線の屋内配線と電話機をつなぐための機具（大きさ約3×
7cm）。取り付け、取り外しには電気通信工事担任者資格が必要で
す。現在ではモジュラジャックの使用が主流になっています。

モジュラジャック 一般家屋の電話線用などで使用する、壁面に取り付けられたモジュ
ラケーブルの差込口です。

用語集
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Q&A

DSU、アナログポート関連
Q1. U点インタフェースとは何ですか?
Q2. DSUを無効にして、既設のDSUに接続することはできますか?
Q3. TAやG4FAXなど、他の ISDN機器が接続できますか?
Q4. DSU折り返し機能はありますか?
Q5. NetVehicleを設定する前に、アナログポートにつないだ電話は使えますか?
Q6. アナログポートごとに電話番号を割り当てられますか?
Q7. 今まで使っていた番号をそのまま使うことはできますか?
Q8. アナログポートごとにダイヤルイン設定は可能ですか?
Q9. ダイヤルインサービスを使わずに、アナログポートに優先順位をつけられますか?
Q10. フレックスホンに対応していますか?
Q11. MP機能を使っているときに電話がかかってきたらどうなりますか?
Q12. 停電時でも電話が使えますか?
10BASE-Tハブについて
Q13. 5台以上のパソコンをハブポートにつなげられますか?
ネットワーク構成について
Q14. 『端末型接続』と『ネットワーク型接続』にはどんな違いがありますか?
Q15. NetVehicleに ISDN回線を介してTA＋パソコンから接続できますか?
Q16. OCNエコノミーやOCNダイヤルアクセスやフレッツ ISDNでも利用できますか?
Q17. NetVehicleどうしで接続できますか?
Q18. PHSからの着信はできますか?
Q19. 一方をプロバイダ、一方を会社のルータに（同時に）つなぐことはできますか?
Q20. 複数のプロバイダを利用できますか?
Q21. パソコン通信にも使えますか?
サポート機能について
Q22. 複数台のパソコンから同時にインターネットにアクセスできますか?
Q23. NetVehicleの LANには最大何台のパソコンが接続できますか?
Q24. どんなプロトコルをサポートしていますか?
Q25. MPとは何ですか?
Q26. DHCPとは何ですか?
Q27. DNSとは何ですか?
Q28. 接続する相手を認証することはできますか?
Q29. データ圧縮機能をサポートしていますか?
Q30. マルチダイヤル機能とは何ですか?
Q31. テレホーダイ機能とは何ですか?
Q32. 使用状況/稼働状況などを表示できますか?
Q33. SNMPをサポートしていますか?
Q34. 発信専用にできますか?
NetVehicleの設定について
Q35. 回線（ISDN/専用線）に接続していなくても設定できますか?
Q36. NetVehicleの設定にはどんなブラウザが利用できますか?
Q37. IPアドレスを設定する場合、使ってはいけない IPアドレスはありますか?
Q38. 認証 ID/パスワードに日本語は使えますか?
Q39. FTPだけデータを通すことはできますか?
Q40. ポート番号によるフィルタリングはできますか?
Q41. WAN側に IPアドレスを割り当てられますか?
Q42. WAN側に IPアドレスを割り当てないunnumbered設定はできますか?
Q43. 着信側になったときに、動的に IPアドレスを割り当てることができますか?
Q44. 無駄な回線接続要求を止める方法は?
Q45. 時刻を設定することはできますか?
セキュリティについて
Q46. セキュリティはどのように確保しますか?
Q47. 発信元の電話番号を区別して着信許可/拒否することができますか?
Q48. CHAPやPAPを使用していますか?
Q49. 特定のパソコンからインターネット接続を禁止することはできますか?
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Q50. 特定のパソコンのみインターネットからアクセスできるようにしたい。
Q51. インターネットからLAN上のサーバへのアクセスを禁止したい。
運用について
Q52. NetVehicleで利用できるのはどんな端末ですか?
Q53. 回線をつなぐにはどうしたら良いのですか?
Q54. ブラウザを終了すると回線は切れますか?
Q55. ブラウザ以外から手動切断する方法はありますか?
Q56. 複数の人が同時にメールを読むことは可能ですか?
Q57. プロキシサーバを使いたい。
Q58. Windows®のネットワークコンピュータでWANの先の相手のコンピュータを見ることはできますか?
Q59. 他の機種でDHCPサーバを動かしているけれど問題ないですか?
Q60. 電源はどうやって切ったら良いのですか?
ファームウェアのバージョンアップについて
Q61. ファームウェアのバージョンアップ情報はどうすれば入手できますか?
Q62. ファームウェアのバージョンアップ対応製品と未対応製品では、その後、機能差はありますか?
Q63. バージョンアップ方法とは?
Q64. インターネットに接続していない場合のバージョンアップ方法とは?
パソコンについて
Q65. Windows® 95/98、WindowsNT® でDHCPクライアント機能はどうやれば使えますか?
Q66. DHCPサーバ機能を利用しない場合、パソコンの設定はどうやればできますか?

（Windows® 95/98、WindowsNT®、Macintosh）
Q67. IPアドレスを設定する場合、使ってはいけない IPアドレスはありますか?
NAT（マルチNAT）について
Q68. NATとは何ですか?
Q69. NATの設定方法は?
Q70. （基本 /静的 /動的）NATの違いは何ですか?
Q71. NAT機能を利用した場合、FTPが使えなくなるのですか?
Q72. NAT機能を利用した場合、UDPアプリケーションは利用できますか?
Q73. NATを使っている場合に、IPフィルタリングはどのタイミングで実行されますか?
Q74. OCNエコノミーでNATを使うにはどうやればできますか?
ログ関連について
Q75. どんなログを表示できますか?
Q76. syslogは使えますか?
Q77. syslogのファシリティのコードは何ですか?
Q78. syslogでどんな情報（プライオリティ）が入手できますか?
マルチTAについて
Q79. マルチTA機能って何？
Q80. TAとはなにが違うの？
Q81. どんな環境で利用できるの？
Q82. どうやって使うの？
Q83. どういうときに使うの？
Q84. 無通信監視機能はありますか？

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○DSU、アナログポート関連

Q1. U点インタフェースとは何ですか?

A. 屋内に配線されたケーブルを挿入するためのインタフェースです。
ISDN網は、以下のような経路をたどります。この屋内配線で設置された口から伸びるケーブルをDSUが
受けるインタフェースのことをU点インタフェースといいます。
NTTの交換機－電線－屋内配線－［DSU－ ISDN機器］※
※［ ］内は利用者施設です。

Q2. DSUを無効にして、既設のDSUに接続することはできますか?

A. できます。

Q&A
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Q3. TAやG4FAXなど、他の ISDN機器が接続できますか?

A. できます。

Q4. DSU折り返し機能はありますか?

A. あります。
ISDN回線を新規に申し込む場合には、『（DSU折り返し）機能あり』でお答えください。

Q5. NetVehicleを設定する前に、アナログポートにつないだ電話は使えますか?

A. ご利用できます。
ただし、設定するまでは『グローバル着信』と『電話（モデム）』しか利用できません。ダイヤルインサー
ビスやFAXをご利用する場合は、利用形態に合わせた設定をお早めに行ってください。

Q6. アナログポートごとに電話番号を割り当てられますか?

A. ダイヤルイン契約、またはｉ・ナンバー契約をしていただくか、サブアドレスを設定する
ことで割り当てられます。（P.226）

Q7. 今まで使っていた番号をそのまま使うことはできますか?

A. 可能です。
アナログ回線から ISDN回線への『同番移行』が可能な地域であれば、今お使いの電話番号をそのまま利
用できます。

Q8. アナログポートごとにダイヤルイン設定は可能ですか?

A. 設定できます。（P.228）

Q9. ダイヤルインサービスを使わずに、アナログポートに優先順位をつけられますか?

A. つけられます。（P.196）

Q10. フレックスホンに対応していますか?

A. 対応しています。（P.210）

Q11. MP機能を使っているときに電話がかかってきたらどうなりますか?

A. 電話も受けることができます。
アナログ使用時縮退機能によって、電話用に2Bのうち1Bを解放します。ただし、アナログ使用時縮退機
能を使わない設定になっているか接続先が別々の場合、または ISDN回線契約上『通信中着信通知サービ
ス』のご契約をされていない場合、回線は自動的に縮退されません。

Q12. 停電時でも電話が使えますか?

A. 以下のようになります。
1. ISDN S/Tポートに接続されたディジタル電話機は乾電池が装着されているときのみご使用になれます。
2. TEL1ポートに接続された電話機は、乾電池が装着されているときのみご使用になれます。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○10BASE-Tハブについて

Q13. 5台以上のパソコンをハブポートつなげられますか?

A. ハブを増設することによりつなげられます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ネットワーク構成について

Q14.『端末型接続』と『ネットワーク型接続』にはどんな違いがありますか?

A. IPアドレスの割り当てかたに違いがあります。
［端末型接続契約］

TAまたはモデム＋PC1台が接続する契約です。
端末型ダイヤルアップ契約という場合もあります。
プロバイダのアクセスポイントに接続するごとにIPアドレスが動的に割り当てられるため、事前にIPア
ドレスをパソコンに設定する必要がありません（固定にできません）。

［ネットワーク型接続契約］
LANを単位とした接続する契約です。
LAN型接続契約等という場合もあります。
事前に IPアドレスを各パソコンに設定しておく必要がありません。

補 足�� NetVehicleを利用する場合、パソコン1台しか接続できない端末型接続契約であっても、NAT機能を用いるこ
とで複数のパソコンからインターネットに接続することができます（接続先のプロバイダがNAT機能の使用を
禁止しない限り可能）。

Q15. NetVehicleに ISDN回線を介してTA＋パソコンから接続できますか？

A. できます。（P.136）

Q16. OCNエコノミーやOCNダイヤルアクセスやフレッツ ISDNでも利用できますか?

A. 利用できます。

Q17. NetVehicleどうしで接続できますか?

A. NetVehicleどうしの（ネットワーク型）接続は可能です。（P.73）
ただし、2台のNetVehicleそれぞれを「かんたん設定」で設定しただけではつながりません。受信側の
NetVehicleに、以下のどちらかの設定を行ってください。
方法1.認証プロトコルを使用しない。
方法2.認証 IDとパスワードを設定する。

Q18. PHSからの着信はできますか?

A. できます。（P.136）

Q19. 一方をプロバイダ、一方を会社のルータに（同時に）つなぐことはできますか?

A. できます。（P.79）

Q20. 複数のプロバイダを利用できますか?

A. マルチルーティング機能を使えばできます。（P.123）

Q&A
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Q21. パソコン通信にも使えますか?

A. 使える場合もあります。
インターネットサービスプロバイダと契約している場合、ニフティサーブなどにインターネット経由
（r2.nifty.ne.jpに telnetなど）でアクセスできます。
また、この他にもISDN回線経由の接続をサポートしていれば、直接アクセスできる場合もあります。詳
しくはご利用のパソコン通信会社のサポート窓口などにお問い合わせください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○サポート機能について

Q22. 複数台のパソコンから同時にインターネットにアクセスできますか?

A. できます。アクセス可能な台数は利用形態により異なります。
接続形態 NAT使用形態 同時接続制限

端末型接続 基本NAT 1台（早い者勝ち）

動的NAT 最大256セッション

静的NAT 最大256セッション+マッピングした情報数

ネットワーク型接続 使わない ネットワークのすべての端末

基本NAT 割り当てられたグローバル IPアドレスの数

動的NAT 最大256セッション

静的NAT 最大256セッション+マッピングした情報数

Q23. NetVehicleのLANには最大何台のパソコンが接続できますか?

A. ネットワークのルールに従えば、接続台数の制限はありません。
例えば、192.168.1.0/255.255.255.0 のネットワークであった場合、192.168.1.1 ～
192.168.1.254の254台のうち、NetVehicleの1台分を差し引いた253台までのパソコンが接続
できます。

補 足�� NetVehicleのDHCPサーバ機能を利用すると、最大32台までIPアドレスなどの情報を自動的に割り当てられま
す。33台以上パソコンがある場合は、33台目から IPアドレスなどの情報をそれらに個別に設定してください。

Q24. どんなプロトコルをサポートしていますか?

A. インターネットプロトコル（IP）をサポートしています。
IP（Internet Protocol）は、その名のとおりインターネットで通信を行うためのプロトコルです。イン
ターネットに接続する場合にはこのプロトコルが必要不可欠です。AppleTalk、IPX/SPX、FNA、SNA
など、IP以外の通信プロトコルではご利用いただけません。

Q25. MPとは何ですか?

A. MP（Multilink PPP）は複数の回線を束ね、回線速度を高速化する技術です。
例えば、ISDN回線（2B=64Kbps×2本）を束ねて128Kbpsの速度を持つ1つの回線に見立てる機
能です。回線の通信状況に合わせてMPは空き回線を利用し、複数回線（ISDNの場合、2本）を1つの
回線に見立てて回線速度を高速化し、通信状態を良くするプロトコルです。
NetVehicleの場合は、ISDNを1本（2B）収容できますので、64Kbpsの回線を2本を1本に見立て
て128Kbpsの回線速度を作り出します。ただし、MP利用時の回線使用料金は2本分かかります。



305

付
録

Q26. DHCPとは何ですか?

A. DHCP（Dynamic Host Configuration Protocol）は、IPアドレスなどの情報を割
り当てるためのプロトコルです。

これを利用することにより、管理元（DHCPサーバ）から各パソコン（DHCPクライアント）に対し、IP
アドレスやゲートウェイアドレスなどネットワークの各種設定を自動化できます。ネットワーク環境が変
化した場合でも、管理元の設定を変更することでパソコン側の設定も変更できます。NetVehicle には
DHCPサーバ機能が搭載されています。（P.133）

Q27. DNSとは何ですか?

A. DNS（Domain Name Service）は、ホスト名（あるいは端末名）とIPアドレスを管理
するデータベースです。

DNSにアクセスすることによって、そこに登録されている世界中のアドレス情報を取り出すことができま
す。例えば、よく使われているWebや e-mail で表記されるホスト名（例えば、www.fujitsu.co.jp、
ftp.fujitsu.co.jp）はこのデータベースを使い、IPアドレスに変換されます。Webなどのアプリケーショ
ンは検索してきた結果（IPアドレス）を利用して通信することができるようになります。

Q28. 接続する相手を認証することはできますか?

A. PAPまたはCHAPにより認証できます。（P.73）

Q29. データ圧縮機能をサポートしていますか?

A. 以下の圧縮方式をサポートしています。
VJ圧縮

ただし、データ圧縮機能は、接続開始時の交渉で、相手が同意した場合のみ有効になります。

Q30. マルチダイヤル機能とは何ですか?

A. 接続先の電話番号を3つまで登録して、1つ目の電話番号が話中であれば、2つ目の電話
番号に自動的にダイヤルする機能です。話中でつながりにくいプロバイダに接続する時に
有効です。

Q31. テレホーダイ機能とは何ですか?

A. 自動回線切断機能（※）を簡単な操作で停止させて、指定した時間内は、回線を切断しな
いようにする機能です。NTTのテレホーダイサービス利用時に効果的です。

補 足�� ※一定時間（無通信監視タイマの設定：初期設定1分）、回線上の通信がない状態が続くと、回線使用料を余分

に払わないようにするために自動的に回線を切断する機能です。

Q32. 使用状況/稼働状況などを表示できますか?

A. 表示メニュー（P.259）で表示できる情報はWWWブラウザを介して表示/出力ができます。

Q33. SNMPをサポートしていますか?

A. サポートしていません。

Q&A
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Q34. 発信専用にできますか？

A. できます。
詳細設定メニューのルータ設定で「回線情報」をクリックし、「回線情報設定」ページの［ISDN情報］の
中の「着信動作」の設定で「すべて禁止」を選択します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○NetVehicleの設定について

Q35. 回線（ISDN/専用線）に接続していなくても設定できますか?

A. 設定できます。
NetVehicleが回線設置より早く手元に届いても、事前に設定できます。
回線が設置されるまでは、NetVehicleを使ってLAN環境の構築などを行ってください。

Q36. NetVehicleの設定にはどんなブラウザが利用できますか?

A. Netscape Navigator Version 3.0（ただしNetscape6を除く）以降とMicrosoft
Internet Explorer Version 4.0以降です。

Microsoft Internet Explorer Version 3.0で NetVehicleの設定を行うと、設定した情報が正しく
設定されないことがあります。

Q37. IPアドレスを設定する場合、使ってはいけない IPアドレスはありますか?

A. 以下の3種類の IPアドレスは使わないでください。

すでにに利用されている IPアドレス
IPネットワークでは、IPアドレスが世界中で必ず1つであることを条件に構成されています。プライベー
トアドレスを使って接続する端末型接続の場合でも、NAT機能を用いて世界中で一つしかないIPアドレ
ス（グローバルアドレス）に変換します。
ネットワーク部を示す IPアドレス（0ブロードキャスト）
ネットワーク部（そのまま）+ホスト部がすべて0（2進数表記）の IPアドレス
ブロードキャストアドレスを示す IPアドレス（1ブロードキャスト）
ネットワーク部（そのまま）+ホスト部がすべて1（2進数表記）の IPアドレス

ネットワーク部/ホスト部の求めかたは以下のとおりです。
ネットワーク部=IPアドレス&ネットマスク（論理積）
ホスト部=IPアドレス&（notネットマスク）（論理積と排他）

例えば、NetVehicleのデフォルト IPアドレスである、192.168.1.1/255.255.255.0（24bit）の
場合、ネットワーク部/ホスト部は以下のとおりです。

ネットワーク部
192.168.1.1 = 11000000.10101000.00000001.00000001

&255.255.255.0 = 11111111.11111111.11111111.00000000

192.168.1.0 = 11000000.10101000.00000001.00000000

ホスト部
192.168.1.1 = 11000000.10101000.00000001.00000001

&0.0.0.255 = 00000000.00000000.00000000.11111111

0.0.0.1 = 00000000.00000000.00000000.00000001
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この場合、以下のようになります。
NetVehicleの IPアドレス =192.168.1.1（ホスト1番）
ネットワークアドレス =192.168.1.0（ホスト部:00000000）
ブロードキャストアドレス =192.168.1.255（ホスト部:11111111）

Q38. 認証 ID/パスワードに日本語は使えますか?

A. 使えません。
NetVehicleで扱えるのは英数字と記号（ただし、2バイト文字は除く）だけです。プロバイダからもらっ
たパスワードが日本語の場合、プロバイダに依頼して英数字に変更してください。

Q39. FTPだけデータを通すことはできますか?

A. IPフィルタリングを機能を使えばできます。

Q40. ポート番号によるフィルタリングはできますか?

A. できます。
NetVehicleの IPフィルタリングは、IPアドレス/ポート番号/TCP接続要求を対象にするか（TCPの
み）などの設定が可能です。フィルタリング動作としては、透過/遮断/透過（接続中のみ）があります。

Q41. WAN側 IPアドレスを割り当てられますか?

A. 割り当てられます。
詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックし、「相手情報設定」ページの［ネットワーク情
報一覧］から「ネットワーク情報設定」ページを開き、「WAN側IPアドレス」の設定で「設定する」を選
択し、かつ、IPアドレスを入力してください。

Q42. WAN側 IPアドレスを割り当てないunnumberedの設定はできますか?

A. できます。
unnumbered設定を行う場合、詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックし、「相手情報
設定」ページの［ネットワーク情報一覧］から「ネットワーク情報設定」ページを開き、「WAN側IPアド
レス」の設定で「設定しない」を選択します。

Q43. 着信側になったときに、動的に IPアドレスを割り当てることができますか?

A. 割り当てられます。最大2つまで割り当てることができます。（P.136）

Q44. 無駄な回線接続要求を止める方法は?

A. 回線ログと IPフィルタリングを利用します。
回線ログには発信契機となったパケット情報がページに出力されます。この情報を元にIPフィルタリング
を行います。
例えば、
Protocol:ICMP192.168.1.3（xxx）→164.71.2.5（yyy）
という行が回線ログのページ上に複数個表示されたとします。この場合、このパケットを遮断することで、
回線の無駄な発信が止められると考えられます。
次に IPフィルタリングの設定ページ（詳細設定）を表示します。設定画面の各項目を埋めます。

動作 遮断
プロトコル ICMP

Q&A



308 付　録　

［送信元情報］
IPアドレス 192.168.1.3
アドレスマスク 32
ポート番号 なにも指定しない

［宛先情報］
IPアドレス 164.71.2.5
アドレスマスク 32
ポート番号 なにも指定しない
TCP接続要求 どちらでも可

再起動後（できれば電源を切ってから）、一定時間放置したあと、再度回線ログを確認してください。上記
の情報が表示されていないことが確認できると思います。

Q45. 時刻を設定することはできますか？

A. 端末から時刻を取得、タイムサーバから時刻を取得、または任意の時刻を設定の3通りの
方法で設定できます。
操作メニューの「時刻設定」にてパソコンから時刻を取得、または、任意の時刻を設定することができ
ます。
詳細設定メニューでルータ設定の「装置情報」クリックし、「装置情報設定」ページの［タイムサーバ情
報］の設定で、「使用する」を選択し、かつ、「プロトコル」「タイムサーバIPアドレス」「自動時刻設定
間隔」を設定すると、NetVehicleからの時刻問い合わせにより自動的に時刻を合わせます。
また、［タイムサーバ情報］が設定されている場合、操作メニューの「時刻設定」にて、タイムサーバか
らの時刻を取得の「設定」ボタンをクリックすることによって、即時に取得することもできます。

補 足�� 電源を切ると時刻情報が失われます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○セキュリティについて

Q46. セキュリティはどのように確保しますか?

A. 発信者番号チェック、CHAP/PAP、IPフィルタリング、NATなどの機能で確保できま
す。（P.106）
発信者番号チェック：接続先の電話番号が登録されているものかどうかを確認。もし登録されていなけ
れば回線は接続されません。
CHAP/PAP：回線接続のプロトコル（PPP）で、接続を制御するための認証方式です。
IPフィルタリング：特定の IPアドレスのみ透過（逆に遮断）し、不要な通信を遮断できます。
NAT：NetVehicleを介してLAN側とインターネット側のIPアドレスを変換して、LAN側のアドレス
をインターネット側から見えなくします。

Q47. 発信元の電話番号を区別して着信許可/拒否することができますか?

A. できます。（P.76）
なお、初期設定の状態では、事前に登録していない接続先からの着信要求は拒否するようになっています。

Q48. CHAPやPAPを使用していますか?

A. 使用しています。
NetVehicleは2点間で回線を接続するためPPPというプロトコル（手順）で行われますが、この処理の
途中でCHAP/PAPといった認証プロトコルを使用します。NetVehicleでは認証処理は以下のようになっ
ています。
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［発信時］
相手を認証する手順をふみません。
相手が認証を要求してきた場合は、手順に従い自側の認証 ID/パスワードを送出します。
［着信時］
相手を認証します（認証をしない設定にすることも可能）。
相手が認証を要求してきた場合は、手順に従い自側の認証 ID/パスワードを送出します。

Q49. 特定のパソコンからインターネット接続を禁止することはできますか?

A.『IPフィルタリング（詳細設定）』を行うことで実現可能です。
例えば、192.168.1.3からNetVehicleを介してインターネット接続できなくする場合の設定内容は以
下のようになります。

プロトコル すべて
動作 遮断
IPアドレス 192.168.1.3
アドレスマスク 255.255.255.255

Q50. 特定のパソコンのみインターネットからアクセスできるようにしたい。

A.『IPフィルタリング（詳細設定）』を行うことで実現可能です。
例えば、192.168.1.0/24のネットワークの192.168.1.3へのアクセスを許す場合の設定内容は以下
のようになります。

［優先順位1］
プロトコル すべて
動作 透過
IPアドレス 192.168.1.3
アドレスマスク 255.255.255.255

［優先順位2］
プロトコル すべて
動作 遮断
IPアドレス 192.168.1.0
アドレスマスク 255.255.255.0

Q51. インターネットからLAN上のサーバへのアクセスを禁止したい。

A. NAT機能を利用することで、実現可能です。
NAT機能はNetVehicleを介してインターネットにアクセスする段階で、元のIPアドレスを別のIPアドレ
スに振り替えてインターネット上のサーバと通信するための機能です。
パソコンのIPアドレス（プライベートアドレス）を、違うIPアドレス（グローバルアドレス）に変換して
通信するため、LANからインターネットに向かってアクセスできても、インターネットからLANに向かっ
てアクセスできません（IPアドレスの変換テーブルに変換情報がないため）。
IPフィルタリング機能を使って細かい設定をすることなく、インターネットからのアクセスを止められます。

Q&A
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○運用について

Q52. NetVehicleで利用できるのはどんな端末ですか?

A. 以下の条件がそろっていれば、パソコン、ワークステーションはほとんどご利用いただけます。
Ethernetポート、またはEthernetアダプタを備えている。
IPプロトコルをサポートしている。

Q53. 回線をつなぐにはどうしたら良いのですか?

A. アプリケーションを起動して、そのままインターネットにアクセスしていただければ回線
はつながります。

例えば、ブラウザを例にしますと、以下の手順で回線が接続されます。
1.　www.fujitsu.co.jpを指定します。
2.　端末はwww.fujitsu.co.jpのIPアドレスがわからないので、DNSサーバに対してwww.fujitsu.co.jp

の IPアドレスが何であるかを問い合わせます。DNSサーバに対して要求を送る時には、ルーティン
グテーブルを見てNetVehicleにデータを転送すれば良いことを判断します。

3.　データを受け取ったNetVehicleは、ルーティングテーブルを見て回線の向こう側にDNSサーバが
いることを判断した結果、回線を接続する必要があると理解し、回線を接続します。

Q54. ブラウザを終了すると回線は切れますか?

A. ブラウザを終了させただけでは切れません。
自動回線切断機能は、ある一定の時間ISDN回線上にデータが一つも流れなかったとき、はじめて回線切断
処理を行います。このため、ブラウザをはじめとするアプリケーション終了時には回線は切断されません。
ただし、NetVehicleの操作メニューで「手動切断」処理を行うことで、任意のタイミングで回線を切断で
きます。
なお、前記「一定時間」は設定できます。設定項目の名前は『無通信監視タイマ』です。

Q55. ブラウザ以外から手動切断する方法はありますか?

A. ありません。
緊急時は、回線側のケーブルを抜けば接続状態にある回線を切断できます。

Q56. 複数の人が同時にメールを読むことは可能ですか?

A. プロバイダのサービスに依存します。
例えば、プロバイダで、接続用のID一つに対して最大5個のメールアカウントを利用できるサービスがあ
るとします。このサービスを利用すれば、NetVehicle経由で複数の人が同時にメールを読めます。

Q57. プロキシサーバを使いたい。

A. ご利用いただけます。
設定方法は、お使いのブラウザによって違います。「noProxy」や「Proxyサーバを使わない」などの項目
にNetVehicleのIPアドレスを設定し、NetVehicleのみプロキシサーバを使わない設定にしてください。
Netscape Communicator 4.7の場合は、以下のように設定します。

① 「編集」メニューから「設定」を選択する。
②設定画面の「カテゴリ」で「詳細－プロキシ」を選択する。
③「手動でプロキシを設定する」を選択し、［表示］ボタンをクリックする。
④「HTTP」にプロバイダのProxyサーバを指定します。
⑤例外の「次ではじまるドメインにはプロキシサーバを使用しない」にNetVehicleの IPアドレス
（192.168.1.1）を指定する。
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Microsoft Inernet Explorer 5.5の場合は、以下のように設定します。
①［ツール］メニューから「インターネットオプション」を選択する。
② インターネットオプション画面の「接続」タブで、LANの設定の「LANの設定」ボタンをクリッ

クする。
③プロキシサーバーの「プロキシサーバーを使用する」が選択されていることを確認し、［詳細］ボ

タンをクリックする。
④「HTTP」にプロバイダのProxyサーバを指定する。
⑤例外の「次で始まるアドレスにはプロキシを使用しない」にNetVeh i c l e の IP アドレス
（192.168.1.1）を指定する。

Q58. Windows®のネットワークコンピュータでWANの先の相手のコンピュータを見ることは
できますか?

A. ISDN回線を介した場合、見られません。
lmhostsファイルに、接続先のコンピュータのIPアドレスとホスト名を登録し、「検索」機能でホストを
検索してください。
lmhostsファイルを使用する代わりに、NetVehicleのProxyDNS機能で接続先のコンピュータのIPア
ドレスを登録しておくこともできます（P.127）。

Q59. 他の機種でDHCPサーバを動かしているけれど問題ないですか?

A. NetVehicleのDHCPサーバ機能は止めてください。
NetVehicleのDHCPサーバ機能より、UNIXサーバやWindowsNTサーバなど他の機種の方が、より細
かい情報をパソコンに割り当てることができます。NetVehicleのDHCPサーバ機能は停止して、既存の
DHCPサーバをそのまま使用されることをお勧めします。

Q60. 電源はどうやって切ったら良いのですか?

A. 通常運用では電源スイッチをそのまま切っていただいても、NetVehicle本体には影響を
与えません。

　ファームウェアのバージョンアップ作業を行っている場合は絶対に電源を切らないでください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ファームウェアのバージョンアップについて

Q61. ファームウェアのバージョンアップ情報はどうすれば入手できますか?

A. バージョンアップ情報はNetVehicleのサポートページで広報します。
NetVehicleのサポートページ（http;//telecom.fujitsu.com/jp/products/nv/）では、バージョンアッ
プ時期以外にも、追加・拡張された機能を紹介していきます。定期的にご覧ください。

Q62. ファームウェアのバージョンアップ対応製品と未対応製品では、その後、機能差はありま
すか?

A. バージョンアップを行っていただければ、同一機種ならば機能差はありません。
例えば、バージョンアップ対応製品が出荷されたあとでも、それ以前から店頭に並んでいる商品は旧バー
ジョンの可能性があります。そのような製品を購入された場合にも、ファームウェアをバージョンアップ
していただくことで機能を拡張できます。

Q&A
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Q63. バージョンアップ方法とは?

A. NetVehicleがインターネットに接続されていればできます。（P.266）

Q64. インターネットに接続していない場合のバージョンアップ方法とは?

A. ftpサーバを稼働させてください。

1. ftpサーバを準備します。
UNIXサーバをお持ちの方は適当なユーザを作っていただければ可能です。Windows® 95の場合、Microsoft
社が提供しているパーソナルウェブサーバを利用すると簡単です。

2. 最新ファームウェアを入手します。
ニフティサーブのインターネット接続サービスを利用してNetVehicle用のファームウェアを入手する場
合は、以下の手順で行います。

ニフティサーブ接続後の画面表示の例

＞GO  INTERNET

インターネット INTERNET
1.インターネットについて
2.利用方法
3.Q&Aコーナー
4.NIFTYMANAGERとWWWブラウザー
5.ftp
6.fj/tnn news group（netnews）
7.telnet
8.フォーラム／ステーション
9.インターネットパイロットコーナー

＞5

ftp FTP
1.ご案内／利用方法
2.archie
3.anonymous ftp
4.ftp

＞3

anonymous ftp AFTP
1.任意のサイトに入る
2.ftp.web.ad.jpに入る
3.ftp.iij.ad.jpに入る

＞1

ホスト名（ドメイン名またはURL例:ftp://ftp.web.ad.jp/pub/README）：
ftp://ftp.fujitsu.co.jp/pub/NV/firm/S20SOFT.ftp

ホスト名：ftp.fujitsu.co.jp
ファイル名：/pub/NV/firm/S20SOFT.ftp

3. LAN上のFTPサーバに、入手したファイルを置く。
同一のファイル名にしておくと便利です。ここでのファイル名は「/pub/NV/firm/S20SOFT.ftp」です。

4. NetVehicleの「ファームウェア更新情報」をLAN上の ftpサーバに向ける。
設定メニューで「詳細設定」の「装置情報」をクリックします。
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「装置情報設定」ページの［ファームウェア更新情報］の中の「転送元ホスト名」に、FTPサーバの IP
アドレスを入力します。
「ファイルロケーション」（ファイル名も含む）を変更した場合、正しいことを確認してください。
［更新］ボタンをクリックします。
［設定反映］ボタンをクリックします。

5. ファームウェアを更新する。
［メンテナンス］アイコンをクリックします。
メンテナンスメニューで「ファームウェア更新」をクリックします。
指示に従い、ボタンをクリックしていきます。
設定内容表示ページが表示されたら、内容に間違いがないことを確認して［OK］ボタンをクリックしま
す。
ここからバージョンアップ処理が行われます。
（バージョンアップ中には電源を切らないように注意してください。）
バージョンアップ終了を告げるメッセージが表示されると完了です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○パソコンについて

Q65. Windowsｨ95/98、WindowsNTｨ、MacintoshでDHCPクライアント機能はどうやれ
ば使えますか?

A. 製品に添付されているマニュアルを参照してください。

Q66. DHCPサーバ機能を利用しない場合、パソコンの設定はどうやればできますか?
（Windows® 95/98/Me、WindowsNT®、Macintosh）

A. 製品に添付されているマニュアルを参照してください。

Q67. IPアドレスを設定する場合、使ってはいけない IPアドレスはありますか?

A. 以下の3種類の IPアドレスを使ってはいけません。（P.297）
すでに利用されている IPアドレス
IPネットワークでは、IPアドレスが世界中で必ず1つであることを条件に構成されています。プライベー
トアドレスを使って接続する端末型接続の場合でも、NAT機能を用いて世界中で一つしかないIPアドレ
スに変換します。
ネットワークアドレスを示す IPアドレス（0ブロードキャスト）
ネットワーク部（そのまま）+ホスト部がすべて0（2進数表記）の IPアドレス
ブロードキャストアドレスを示す IPアドレス（1ブロードキャスト）
ネットワーク部（そのまま）+ホスト部がすべて1（2進数表記）の IPアドレス

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○NAT（マルチNAT）について

Q68. NATとは何ですか?

A. Network Address Translationの略です。
簡単に言えば、NetVehicleと同じLANにつながっているパソコンのIPアドレスが、NetVehicleを通っ
てインターネットに出て行く時に、違う IPアドレスになって出て行く機能です。
NetVehicleではNAT機能を拡張したマルチNATをサポートしています。

Q&A
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Q69. NATの設定方法は?

A. 詳細設定の相手情報から行います。
かんたん設定で端末型接続を選んだ場合、動的NATが動作するように設定されますが、それ以外のNAT
機能を利用する場合は、必ず詳細設定で動作を設定する必要があります。

Q70.（基本/静的/動的）NATの違いは何ですか?

A. 同時接続できる台数、機能制限に以下のような違いがあります。

備考�
�
割り当て時間内は外部を起点とした通信も可能�
外部を起点とした通信は不可能�
プライベートアドレス（とポート）をグローバ
ルアドレス（とポート）にマッピングできる／マッ
ピングしたアドレス（とポート）に関しては、
外部を起点とした通信も可能�

同時接続制限�
（セッション数）�

割り当てIPアドレス数�
256セッション�
256セッションとマッピン
グした情報�

NATの種類�
�

基本NAT�
動的NAT�
静的NAT

Q71. NAT機能を利用した場合、FTPが使えなくなるのですか?

A. NetVehicleのNAT機能ならば大丈夫です。
本来のNAT機能の場合、IP通信の要となる IPヘッダ（葉書などの住所/郵便番号）部分に書き込まれて
いるプライベートアドレスをグローバルアドレス（またはその逆）に変換する機能です。
しかしFTPの場合、パソコンがIPヘッダの上位層（葉書でいうと文章）でローカルIPアドレス（住所）を
伝え、サーバは教えられた"ローカルIPアドレス（プライベートアドレス）"にデータを送信しますが、存
在しない（あるいは存在してもサービスを望んでいない）ため、通信は失敗に終わります。
そこでNetVehicleのNAT機能は、FTP通信を見つけると上位層のローカルIPアドレス（プライベート
アドレス）をグローバルアドレスに書換えて正しく通信できるようにしています。

Q72. NAT機能を利用した場合、UDPアプリケーションは利用できますか?

A. StreamWorks、RealPlayer、VDOLiveなどが利用できます。
UDP通信はTCP通信と違い、コネクション確立を行わない通信です。このため、大量データ転送を送り
込む動画転送アプリケーション（RealAudioなど）に利用されます。
一般的なNAT機能を利用している場合、ローカル IPアドレス（プライベートアドレス）とグローバルア
ドレスが1対1に対応しないため、外部を起点とした通信は行えません。このため、動画などのサーバを
通信起点としたUDPアプリケーションには本来対応できません。
しかし、NetVehicleのNAT機能は、回線接続一定時間（アドレス保持タイマ）後、回線切断前であれば
ローカル IP アドレス（プライベートアドレス）とグローバルアドレスが 1 対 1 対応しているため、
StreamWorks、RealPlayer、VDOLiveには対応しています。また、マルチNAT機能（"基本NAT"ま
たは "静的NAT"）を利用することで、複数端末が同時に外部接続し、UDPアプリケーションは特定の1
台または割り当てられているグローバルアドレスの数の端末で楽しめます。
ただし、インターネットホンの類はご利用いただけません。インターネットホンも ftpと同様、上位層で
ローカルIPアドレス（プライベートアドレス）をサーバに送出しているアプリケーションであり、なおか
つ、データのやりとりのしくみが非公開であるため、対応ができまません（インターネットホンはアプリ
ケーション間で互換性がない場合が多く、また、独自仕様の通信を行っています）。
［NetVehicleのインターネットホンへの対応状況］

Microsoft NetMeetingの音声/画像通信は利用不可（マルチTA機能でご利用いただけます。）
CU SeeMeは利用可能

上記以外は未確認です。
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Q73. NATを使っている場合、IPフィルタリングはどのタイミングで実行されますか?

A. プライベートアドレスを使って行われます。
つまり、LANからインターネット上に向かう場合は、NAT機能でアドレスが変更される前にフィルタリン
グ対象であるかどうかをチェックします。また、インターネットからLANに向かう場合は、NAT機能で
アドレス変換されたあとでフィルタリング対象であるかどうかをチェックします。
どちらの場合でも、遮断処理の対象になったパケットは通信対象からはずれますから、不要なパケットが
流れて発信契機あるいは無通信監視タイマの対象から外れます。

Q74. OCNエコノミーでNATを使うにはどうやればできますか?

A. グローバルアドレスが割り当てられるので、静的NATを利用すると効果的です。
OCNエコノミーの場合、DNSサーバやWWWサーバなどに特定の IPアドレスに割り振られるので、静
的NATを用いてサーバのプライベートアドレスをグローバルアドレスにマッピングし、外部からの通信が
できるようになります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ログ関連について

Q75. どんなログを表示できますか?

A. 以下のログが見られます。
［表示メニューで確認できる内容］
回線接続状況： 現在の接続先情報が表示されます（回線状態（1B通信/MP通信）、接続形

態（発信/着信）、接続先（名前/ダイヤル番号）、回線使用率（送信/受信）、
通信時間（接続時間）、IPアドレス）。

課金情報： 電源投入（または再起動）後の回線使用料金が表示されます。
IP統計情報： 回線を介した通信のプロトコルごとの内訳が表示されます。
メール着信通知： NetVehicleメール着信通知機能を使用している場合、メール着信通知の情

報が表示されます。
メールチェック： POP3プロトコルを使用してメールの着信を確認した情報が表示されます。
チャネル統計情報： 回線接続の情報が表示されます（発信回数、発信（接続）失敗回数、接続先

話中回数）。
回線ログ： 回線接続に関する情報が表示されます（接続処理時間、接続契機パケット、回

線接続失敗理由）。
システムログ情報： 電源投入後のログが表示されます。
ルーティング情報： ルーティングテーブルが表示されます。
現在時刻： 現在の時刻（設定時刻）が表示されます。TIMEサーバと連動させたり、手

動で入力できます（電源切断ごとに初期化されます。初期日時は1970/01/
01/00:00:00）。

経過時間情報： 電源投入後の時間が表示されます。

［メンテナンスメニューで確認できること］
バージョン情報： ファームウェアバージョンを表示します。
PPPフレームトレース： 回線接続ネゴシエーションを表示します。
エラーログ情報： エラーログが表示されます。
構成定義情報： 設定情報が表示されます。

Q76. syslogは使えますか?

A. 使えます。システムログを設定できます。

Q&A
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Q77. syslogのファシリティのコードは何ですか?

A. 23（個人が割り当てできる数）が設定されます。

Q78. syslogでどんな情報（プライオリティ）が入手できますか?

A. 以下の情報が入手できます。
LOG_ERR エラーメッセージ
LOG_WARN 警告メッセージ
LOG_NOTICE エラー以外のシステムメッセージ
LOG_INFO 回線情報など

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○マルチTAについて

Q79. マルチTA機能ってなに?

A. NetVehicleでTAと同じように通信する機能です。Windows® 95/98/2000のダイ
ヤルアップネットワークの仮想プライベートネットワークの機能を使って、TAを使った
PPP接続と同等の通信を行う機能です。

Q80. TAとはなにが違うの?

A. いろいろ違います。
まず、接続方法が違います。
TAの場合には、一般的にはパソコンのシリアルポートとTAのシリアルポートをシリアルケーブルを使っ
て接続します。マルチTA機能は、パソコンのLANポートとNetVehicleのHUBポートをLANケーブ
ルを使って接続します。
このため、TAはシリアルケーブルで接続した1台のパソコンからしか使えませんが、マルチTAはLAN
に接続されていますので、LAN上のどのパソコンからでも使うことができます。
また、TAを利用する場合にはシリアルポートの速度によってはISDNの性能を生かしきれない場合があり
ますが、マルチTAの場合にはパソコンとNetVehicleの間を10MbpsのLANで接続しますから、ISDN
の性能を生かしきることができます。
いくつか、TAなら可能なことでもマルチTAで不可能なことがありますので注意してください。
パケット通信はできません。
着信やコールバックはできません。
MP通信はできません。
専用線では使えません。
非同期通信はできません。
RVS-COMは使えません。
ATコマンド操作はできません。

Q81. どんな環境で利用できるの?

A. Windows® 95/98/2000から利用できます。
Windows® 98/2000の場合には、Windows® 98/2000があらかじめ持っている機能を利用します。
Windows® 95の場合には、以下のソフトウェアが必要です。
Windows® 95 ダイヤルアップ ネットワーク 1.3 アップグレード

Microsoftのホームページよりダウンロードしてインストールすることで入手できます。
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Q82. どうやって使うの?

A. TAやモデムでの接続と同じように使います。
接続をする場合には、ダイヤルアップネットワークから接続アイコンを選んで接続します。
切断をする場合には、接続ウインドゥから「切断」を選んで切断します。
TAやモデムでの接続と同じですね。

Q83. どういうときに使うの?

A. NATを利用すると不都合がある場合や、IP以外のプロトコルを利用する場合にお使いく
ださい。

プロバイダとの端末型ダイヤルアップ契約では、NetVehicle でNATを使わないと通信できませんが、
NATを使ってしまうと通信できないアプリケーションもいくつか存在します。
また、NetVehicleはIPルータですので、IP以外のプロトコルは利用できません。例えばIPXやNetBEUI
などは利用できません。
マルチTAは通常のTAと同等の通信を提供しますから、NATは使われませんし、Windows®がサポート
しているプロトコルであればどのプロトコルでも通信が可能です。

Q84. 無通信監視機能はありますか?

A. NetVehicleは無通信監視は行いません。
Windows® 95/98の機能を使えばできます。

Q&A
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「詳細設定」で設定できる項目
ルータ設定�

回線情報設定�

回線情報�

ISDN情報�

IPアドレス�

セカンダリIPアドレス�

着信相手識別情報�

[修正]

基本情報�

[修正]

[削除]

[移動]

[追加]

[全削除]

MP情報�

ダイナミックルーティング機能�

[修正]

[削除]

[追加]

[全削除]

[修正]

[削除]

[追加]

[全削除]

タイムサーバ情報�

システムログ情報�

ファームウェア更新情報�

オンラインサポート情報�

[削除]

[移動]

[追加]

[全削除]

NAT情報�

[追加]

[全削除]

[相手情報設定へ戻る]

基本情報�

MP情報�

[修正]

[削除]

[移動]

[追加]

[全削除]

[相手情報設定へ戻る]

受諾認証情報�

[相手情報設定へ戻る]

ダイナミックルーティング機能�

DHCP機能�

[追加]

[全削除]

[修正]

[削除]

[追加]

[全削除]

[修正]

回線情報�

LAN情報�

相手情報�

装置情報�

ルーティング情報設定�

[LAN情報設定へ戻る]

ネットワーク情報設定�

LAN情報設定�

相手情報設定�

装置情報設定�

[不特定相手着信]

ネットワーク情報一覧�

スタティックルーティング情報一覧�

受諾認証ID情報一覧�

接続先一覧�

スタティックルーティング情報一覧�

静的NAT情報一覧（ﾏﾙﾁNATを選択時のみ有効）�

不特定相手情報設定�

IPフィルタリング情報一覧�

IPフィルタリング情報一覧�

PPP受諾認証情報�

[修正]

[削除]

[修正]

[削除]

メールチェック情報�

（続く）�

パスワード情報設定�パスワード情報�

Eメールエージェント情報設定�Eメールエージェント情報�

メール着信通知情報�

[追加]

[削除]

[修正]

メールチェック情報一覧�

[全削除]

[追加]

[削除]

TELメール情報�

�

[追加]

[削除]

[修正]

[全削除]

メール転送/一覧送信情報�

メールチェック情報設定�

[追加]

[削除]

[修正]

[全削除]

メール転送条件�

留守モード情報�
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「詳細設定」で設定できる項目

[追加]

[全削除]

ポートルーティング�

マルチルーティング�

[ネットワーク情報設定へ戻る]

IPフィルタリング情報�

[ネットワーク情報設定へ戻る]

静的NAT情報設定�

[ネットワーク情報設定へ戻る]

[ネットワーク情報設定へ戻る]

発信者番号識別による着信情報�

着信情報�

発信情報�

基本情報�

ルーティング情報設定�

ポートルーティング情報�

[接続先情報設定へ戻る]

ポートルーティング情報設定�

接続先情報設定�

[ネットワーク情報設定へ戻る]

IPフィルタリング情報�

[修正]

[削除]

[メールチェック情報設定へ戻る]

宛先メールアドレス設定�

[メールチェック情報設定へ戻る]

条件設定�
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[修正]

[削除]

[全削除]

[<ProxyDNS情報へ]

[スケジュール情報へ>]

[修正]

[削除]

[全削除]

[<ホストデータベース情報へ]

ホストデータベース情報�

スケジュール情報�

ホストデータベース情報�

スケジュール情報�

月間／週間予約一覧�

[修正]

[削除]

[全削除]

電話番号変更予約一覧�

[ホストデータベース情報へ戻る]

ホストデータベース情報設定�

[スケジュール情報へ戻る]

電話番号変更予約設定�

[スケジュール情報へ戻る]

月間／週間予約設定�

[マルチTA情報へ>]

マルチTA情報�マルチTA情報�

ルータ設定� （続き）�

[修正]

[削除]

[移動]

[追加]

[全削除]

[修正]

[削除]

[移動]

[追加]

[全削除]

[<メール着信通知情報]

[ホストデータベース情報へ>]

[ProxyDNS情報へ戻る]

ProxyDNS情報�
URLフィルタ情報�

ProxyDNS情報�

順引き情報一覧�

逆引き情報一覧�
ProxyDNS情報設定（順引き）�

[ProxyDNS情報へ戻る]

ProxyDNS情報設定（逆引き）�
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DHCPサーバ機能.............................. 72, 133
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